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第一章　最後の一週間







　夏休みが残り後一週間となった時、人はどんな行動をとるだろうか。

　積み上がった宿題を前に、問題を先延ばしにしてきた己おのれを悔くいながら、それでも懸けん命めいに解決しようと挑いどむか。

　もしくは思い残すことのないよう、全力で遊び尽つくすか。

　あるいは、これまでとなんら変わらず、自由気ままにただ時を消費するか。

　いずれにしろ、ひと夏の思い出を胸に、来きたるべき新学期へと進んでいくだろう。

　津つ守がみ風かざ也やもまたその一人であり。

　去年までであれば、過ぎ行く自由の日々を惜おしみながらも、好きなように生きていたはずだった。

　が――。

「……うぬぬぬぬぬ」

　今、風也は酷ひどい悩なやみの渦か中ちゆうにあった。

「うぬぬぬぬぬぬ」

　自室で一人ベッドに寝ね転ころがり、頭を抱かかえて、ひたすらに唸うなる。

「うぐぐぐぐぐぐぐ」

　そうしたところでどうにもならないということは、充じゆう分ぶんに理解している。そもそも悩みや迷いに対して重要なのは、何らかの答えを導き出すことを前提に思考することだ。

　しかし、今の自分にはそれがない。ただ、ただ、同じところをぐるぐると回っているだけだ。これではなんの解決にもならない。

「それは、分かってるんだよなぁ……」

　自分で自分に言い聞かせた。出来るものなら『答えの出ない問題なんて、いくら考えたって仕方ないじゃないか』と切きり替かえて、グリムヴェリアにでも冒ぼう険けんに出たい。

　実際、風也はあまりくよくよしない性質であるし、基本的には行動的だ。

　にも関わらず、一歩として前に踏ふみ出だせないのは、大げさではあるが、自分の人生に関係する事こと柄がらであったからだった。

「どうしても分からん……分からないんだ……」

　風也はベッドの上で体を反らし、感情を堪え切れずに思わず叫さけんだ。

「先せん輩ぱいは、オレのことを、どう思っているんだ……!?」

　あれは、八月初めのことだ。

　エルシーという外国人の少女と出会い、風也は学校の先輩――御み子こ戸と千ち紘ひろや、友人達たちと共に未踏とう破は島を攻こう略りやくした。

　その後、帰国するエルシーを見送って、千紘と共に電車に乗った際。

　彼かの女じよはこちらに対して意味ありげなことを言って、駅のホームへ降りるなり、詳しよう細さいを聞かせてくれないまま去ってしまったのだ。

　意味ありげなこととは、風也に対する気持ちのことだ。

　それは、千紘が風也に対して好意を――しかも友情ではなく愛情をもっているという、そういう風にも解かい釈しやくできた。

　が、あくまでも、『解釈できる』というだけの話だ。もっと言えば、風也が都合の良いようにとっただけ。彼女の口から直接、こちらを異性として意識していると聞いたわけではない。

　もしも自分が最低で、最悪の勘かん違ちがいをしてしまっていたとしたら。

　千紘はこちらのことを、友人以上には思っていなかったとしたら。

「いや、だとしてもそれはそれで別にいいんだけど、ううん」

　誤解でしたねあはは、で済ませようにも、そうは出来ない事情があった。

　何故なぜなら――風也は、千紘のことが好きだからだ。

　もう、はっきりと自覚している。いや、正確に言えばあの日、千紘の口からそれっぽい言葉が紡つむがれた時に、気が付いた。

　今まで曖あい昧まいだったものに、形と意味が与あたえられたのだ。

「オレは、先輩が好きだ……なら、じゃあ、先輩は？」

　どうなんだ。さすがに、グリムヴェリアと地球で幾いく度ども交流し、絆きずなを深め合った今、なんとも思っていないということはないだろう。だがそれは友情だろうか。それとも愛情だろうか。

「どっちなんだ……どっちなんですか、先輩……ッ！」

　複雑に過ぎる迷めい路ろを前にし、風也は歩むべき道筋さえ見えないでいた。

　ちなみに、それだけ気になるなら本人に直接訊きけよという自分からの呼びかけは、全力で無視している。なぜなら、答えを聞くなら聞くで、恐こわ過ぎるからだ。

「フッ、軟なん弱じやくな男と呼びたくば呼べ。だって恐い物は仕方ない……」

　誰だれも何も言っていないのに、風也は一人、呟つぶやいた。

　後、言い訳のようになってしまうが、千紘とはあの日以来会っていないから、仕方ないということもある。たまたま風也との予定がかち合わないということもあったが、彼女が家の都合で遠出したり、父親が居てグリムヴェリアにも行けない状態であったりということが続いたせいもある。

　残念なような、ほっとしたような、ひどく複雑な気持ちだった。

「でも、いい加減、なんとかしないとなぁ……」

　いつまでもこのままでいいわけはない。いいわけはないのだが。ならばはっきりさせるかと言われればそうでもないわけで――。

　などと、何度繰くり返かえしたか分からない自問自答をしていると、不意に甲かん高だかい音が鳴なり響ひびいた。玄げん関かんのチャイムが押おされたようだ。

「誰だよ、人が人生の命題と向き合ってる時に……」

　両親は共働きの為ため、家にいるのは今現在、風也だけだ。

　居留守を使おうと思ったが、何となく気が引けて、ため息交じりにベッドから降りた。

　もう一度、チャイムが鳴る。

「はいはい。今出ますよっと」

　階段を降りて、玄関の扉とびらに手をかけると、開いた。

「久ひさし振ぶりね、津守君」

　すぐに閉める。

「……津守君？　どうしたの？」

　途と端たんに何度かノックされた。風也は扉のノブを握にぎったままで、自分の記き憶おくを確かめる。

「なんか今、家の前に先輩が居た気がするけど、気のせいに違ちがいない。きっと気のせいだ。だって先輩は家の事情で外にも出れないはずだし、うちまで来れるはずがない。これはオレが先輩のことで悩み過ぎた故ゆえに見た幻まぼろし、そう、夏の陽炎かげろうが魅みせた泡沫うたかたの夢、きっと開ければ誰もいないんだ……」

　ぶつぶつと自分を納なつ得とくさせた上で、もう一度開けた。

「ああ、良かった。なにか不味まずいことしたのかと思ったわ」

　やっぱり千紘が立っている。

「…………」

「……？　津守君？」

　固まっている自分を見て千紘は不思議そうに首を傾かしげた。直後、

「わーわああああああああああああああああああっ！　本物の先輩だああああああああああああああああああ！」

　大声を上げると、風也は無意識に飛とび退のいていた。勢いがつき過ぎたせいで、横の棚たなにあった北海道土産みやげの熊くまの置物やら、こけし、なんだか良く分からない外国の銅像などを巻き込んで、派手にひっくり返る。

「……いや、先輩だけど。確かに君のご存じな先輩だけど。どうしたの？　なぜそんな化け物にでも出で遭あったような反応をするの？　というか本物ってなにかしら、私の知らない間に私の偽にせ者ものが出たの？」

「……す、すみません。あの、てっきり幻げん覚かくを見たと思ったもので」

　よろめきながらも、風也は立ち上がった。自分でも意味不明だが、木き彫ぼりの熊を抱だいたままで。

「幻覚ってどういうこと……？　津守君、まさか、夏休みで親の目がないからって……」

　千紘がわずかにはっとした顔を見せる。不味い、変な誤解を与えてしまったと風也は説明しようとして、

「徹てつ夜やで毎日、ゲームとかしていたんでしょう。ダメよ。ゲームは一日一時間って、確か、坂本龍りよう馬まも言っていたわ」

　ずれたことを言われ、その場で転びそうになった。そういえばこの人はこういう人だったと、今いま更さらながらに思い出す。

「いえ、違います。あまりに暑過ぎて頭がぼうっとしていたもので、つい。後、坂本龍馬はそんなこと言ってないと思います」

「え？　西郷隆たか盛もり？」

「なんで幕末の英えい傑けつ縛しばりなんですか。……珍めずらしいですね、先輩がオレの家に来るなんて」

　とりあえず上がって下さい、と風也は後ろに下がった。千紘は「お邪じや魔まします」と挨あい拶さつしてから家に入ると、玄関の三和土たたきで脱ぬいだ靴くつを揃そろえる。いつもながら、洗練された動作だと思った。

「家のことはいいんですか？」

「うん。ちょっと色々あってね。そのことで、津守君に相談しようと思ったの」

「はあ。オレは別に構いませんが……」

　千紘へ先に自室へ行くよう伝えると、風也は台所で冷えた麦茶を二人分、コップに注いだ。幸いなことに昨日、思い立って部屋の掃そう除じをしていたので、見られて不味いものは散らばってはいないはずである。

　麦茶の載のったお盆ぼんを手に階段を上がり、自室の扉を開ける。千紘は部屋の中央に置いたテーブルを前に、ちょこんと座すわっていた。綺き麗れいに折おり畳たたまれた膝ひざの上に、白く細い手を乗せている。

「それで、どうしたんですか。相談って」

　クッションを千紘に勧すすめつつ、風也は彼女の目の前に腰こしを下ろした。

「うん。あのね、実は、うちの両親が今朝から揃って海外に行ったの。父親の仕事の関係でね。期間は十日ほどだって」

　人目がある可能性は消えた為、千紘の口調からは演技による硬かたさが抜ぬけ、非常に砕くだけたものになっている。

「へえ。じゃあ、屋や敷しきには先輩とお手伝いさん達だけということですか」

「そうなの。そのお手伝いさんも父親の世話で何人かついていったから、家にはほとんど残っていないわ」

　さすが日本でも有数のお金持ちというべきか。出張先にも身の回りのあれこれをする人が必要らしい。

「ん、じゃあ、先輩は今、ある程度の自由があるってことですね」

「そうなのっ！」

　突とつ然ぜんに大声を出し、千紘がテーブルを叩たたいた。麦茶の入ったコップが揺ゆれて傾かたむくが、彼女は素す早ばやく手にとって、一気に飲み干す。

「――ぷはっ。美味おいしい。でね、十日ほど父の目が無い環かん境きようを、逃のがす訳にはいかないと思うのね！」

「ええ、そうですね。降ふって湧わいたような幸運ってやつですし」

「いいこと言った！　津守君、いいこと言ったわよ！」

「そんなにですか？」

「良く考えたらそうでもなかったかも」

「持ち上げて落とさないで下さいよ……」

　千紘は、ごめん、ごめん、と笑いながら謝あやまった。ただ、そうした状じよう況きようにあるのであれば、いつも以上にテンションが高いのは致いたし方かたないことだろう。

「加えて夏休みも後、一週間ほどでしょう！　そこで！　そこで私は考えました！　昨日一日、夜も眠ねむれず昼過ぎに起きるほど、考えまくりました！」

「朝方に寝ねてませんかそれ」

「で、答えが出たのよ。一いつ緒しよに、グリムヴェリアに行きましょう！」

「……えっと。いえ、それはもちろんいいんですが」

　風也は困こん惑わくしつつも続けた。

「一日考えてそれですか？　先輩なら即そく座ざに思いつきそうですが」

「違うのよ、津守君。ただ行くんじゃないの。一週間かけなきゃいけないほど、なんかこう、スペシャルで、ダイナミックで、スペクタクルな、ハイソサエティ的な冒険をしたいと！　私、こう思ったわけ！」

「なんか最後だけ違い和わ感かんありましたけど。……なるほど」

　つまりグリムヴェリアにおいても、何か、普ふ段だんとは違ったことをしたいということだろう。

「で、グリムヴェリアにおいては私よりも先輩で、実力者かつ経験豊かな津守君に訊きたいの。なんか、そういうの知らない!?」

　風也は腕うでを組んだ。目を瞑つむって、記憶の棚を引ひっ掻かき回まわす。何かあっただろうか。せっかくだから、千紘が残りの夏休みを思う存分堪たん能のうできるようなものがいいだろう。

　だとすれば攻略済みの島は論外。となれば未踏破島ということになるが、もっと他に付加価値が欲ほしかった。例えば、この時期にしか出来ないような何かが――。

「……あ。あります」

「あるのっ!?　どれ!?」

　千紘がテーブルに手をついて、身を乗り出してきた。美び貌ぼうがすぐ目の前まできて、風也の心臓が跳はね上あがる。鼻と鼻が触ふれ合あいそうだ。

「え、え、えっと、ですね。あの。えーと。そうですね」

　緊きん張ちようで舌が回らなくなりそうになる。風也は千紘に気付かれないよう少しだけ身を引くことで、ようやく、わずかに落ち着きを取とり戻もどした。

「その。オレも話に聞いただけなんですが、毎年、この時期にグリムヴェリアで特別な依い頼らいが出されるらしいんですよ」

「特別な依頼？　どんなの？」

「なんでも、グリムヴェリア神から直接、来訪者に出される依頼だとか」

「へえ！　神様から！　それは確かに普ふ通つうとは違うわね」

　ようやく千紘が離はなれてくれたので、風也は胸を撫なで下おろした。ただでさえ美人と距きよ離りが近いとどうしていいか分からなくなるのに、まして相手は好きな女性なのだ。あのままだと、当とう惑わくを通とおり越こして混乱してしまいそうだった。

「ええ。経験値の他に報ほう酬しゆうもかなり良い物が出るらしいです。ただ、当然ですがその分、難易度は高いようですね。長おさも強いですし、依頼を達成するにも通常より手間がかかるとか。だから、下手をすれば一日や二日で攻略できない可能性もあります」

「うん、他ほかならぬ神様からの頼たのみ事ごとなんだから、それはそうでしょうね。……でも、面おも白しろそう。今の私の欲求にもぴったりね」

　納得したように頷うなずくと、千紘はおもむろに立ち上がった。腰に左手を当て、右手でゆっくりとこちらを指してくる。

「決まったわ、津守君！　その神様からの依頼――私達で、成功させてみせましょう！」

「え、ええ！　分かりました！　オレも前から挑ちよう戦せんしてみたかったことではありますし、是ぜ非ひともやりましょう！　ところで一つ訊いていいですか、先輩！」

「なにかしら!?　なんでも訊いて頂ちよう戴だい、津守君！」

「なんで一回立って、こっちを指差してから言ったんですか？」

「…………。……なんとなく？」

　だろうと思った、と風也は肩かたを落とした。

「よし、そうとなれば、早さつ速そく明日から行動開始よ！　正午前にグリムヴェリアの広場で集合、いいかしら、津守君！」

「はい、オレは大だい丈じよう夫ぶです。では、明日は宜よろしくお願いします」

「こちらこそ！　じゃあ、私は少し用事があるから、そろそろ失礼するわね。相談に乗ってくれてありがとう」

　深々と頭を下げると、千紘は颯さつ爽そうと部屋を出て行こうとする。

「あ……先輩！」

　が、こちらが呼び止めた声に、彼女は足を止め、振ふり返って来た。

「ん？　どしたの？」

「……あ……あの。いえ、なんでもないです、また明日」

　自分でもなぜ千紘に声をかけたのか、見当がつかなかった。よって、そう続けるしかない。千紘はしばらくきょとんとしていたが、やがては「うん。明日ね」と手を振って、去っていった。

　間もなく玄関の戸が開く音がして、再び、風也は一人になる。

「……先輩。滅め茶ちや苦く茶ちや、普通だったな」

　まったくもっていつも通り。まるで、あの日のことが嘘うそであったかのようだ。

「やっぱり、オレのこと、友達としか思ってないってことなのかな……」

　天てん井じようを仰あおぎ、ひとりごちる。

　もちろん答えてくれる者などいるわけもなく。

　そろそろ夕刻に差さし掛かかろうという時間、新聞配達が鳴らすバイク音だけが、どこか別世界のものであるように聞こえていた。




　次の日。風也は異世界グリムヴェリアに飛び、千紘と待ち合わせていた場所に立っていた。

　ひとまず、あの日のことは忘れよう。一晩考えてようやくそう決意出来たので、気持ちは比ひ較かく的てき、落ち着いていた。

「よう、カザヤ。チヒロさんと待ち合わせかい」

　広場の像に背中を預けていると、通りがかりの来訪者から声をかけられる。

「ああ。そんなところ」

「お前も随ずい分ぶんとコンビが板についてきたな。あんな美人が恋こい人びとなんて羨うらやましいよ」

「そ、そんなんじゃないって」

「なに言ってんだ。誰から見たってそうだろ。じゃあ、またな」

　手を振って去って行く来訪者に同じ動作で返し、風也は像に後頭部を軽くぶつけた。

「本当にそうなら、いいんだけどなぁ……」

　それにしても、千紘との相棒関係はすっかり広まってしまったようだ。いつも一緒にいるのだから、無理もないが。

　初めて彼女と出会ってから数カ月。気づけば自分の周りの環境も、かなり変わってしまったと言えた。

　それは恐おそらく、良いことなのだろうと思うのだが――。

「おまたせっ！」

　ぼんやり考え事をしていると、千紘がやってきた。風也は像から離れると、会え釈しやくする。

「どう、依頼来てた？」

「先輩と合流してから一緒に見ようと思いまして。まだ確かく認にんしてません」

「そう。んじゃ、早速」

　千紘は何もない空間を手でなぞった。風也も同じようにする。

　途端に数字や文字の並んだ、立体映像を思わせるような薄うすい板が浮うかび上がった。グリムヴェリア神の加護によって出現させたもので、来訪者のステータスが分かる他、イベントなどの告知が載ることもある。

　そこには、いつもならば見ないような文章が掲けい載さいされていた。

『夏の大イベント！　神様からの依頼を達成せよ！　報酬は貴重なお宝と誰も見たことのないレア魔獣の素材だ！』

　派手な色のフォントで、おまけに全体がキラキラと輝かがやいている。

「いつもながら、神様とは思えないほどに商売っ気があるわね」

「完全にソシャゲのイベント紹しよう介かいですよね」

　千紘と言い合いながら、風也は続きを読んだ。

『【幻の島】に到とう達たつし、長を討とう伐ばつせよ！　その道を開く為に必要な道具は【第十五島】に眠る！　期限は一週間、先着した来訪者のみが報酬を獲かく得とく！　急げ！』

　千紘が「おお」と感かん嘆たんしたような声を漏もらした。

「幻の島！　いいわね、なんか魅み惑わくの響きよ！」

「ええ、惹ひかれるものがありますね。大だい冒ぼう険けんの始まりって感じで」

　まるで子供の頃ころに読んだ漫まん画がや絵本に出てくる、宝島のようだ。風也は段々と気持ちが高こう揚ようしていくのを感じていた。

「それに先輩、その後を見て下さい。珍しいですよ」

　神様からのメッセージを指差しながら、風也は読み上げた。

「今回に限っては難易度が通常より高いことから、協力しての長討とう伐ばつにおいても、全員に平等の経験値を与える……ですって。最後に倒たおす人だけじゃないんですね」

「へえ！　大おお盤ばん振ぶる舞まいね。じゃあ、何人で挑んでもいいってことかしら」

「ええ。まあ、その分、かなり強い長ってことでしょうけどね」

「いいじゃない。燃えてくるわ！　まずは、第十五島だっけ、そこに行きましょう！」

「そうですね！　よし、早速、向かいましょう！」

「おーっ！」

「おーっ！」

「おー……あれ。なんか一人増えてなかったか？」

　視線を下げた風也は、そこに、見覚えのある人物がいるのを知った。

　蜂はち蜜みつ色の髪かみ、ふっくらした頬ほお、丸く愛あい嬌きようのある目。風也がグリムヴェリアで常連としている酒場『春はる鐘がね亭てい』の看かん板ばん娘むすめ、ニーナである。

「あら、ニーナちゃん！　どうしたの、こんなところで。お店は？」

　千紘がしゃがみこんで尋たずねると、ニーナは手に持っていた袋ふくろを持ち上げる。

「はい！　食材とお酒が切れたので、買出しに行ってました！　お久しぶりです、チヒロさん！」

「うん、久し振り！　久し振り過ぎて、うずうずするから、抱っこしていい!?」

「ダメです！」

　にっこりと笑え顔がおで断ったニーナだったが、千紘は有う無むを言わさず彼女の脇わきに両手を差し込んで、強制的に持ち上げた。

「ほーら、高い高いー」

「わー！　ダメだって言ったのに！　なんでですか！　なんでニーナを抱っこするんですか！」

「それはね、ニーナちゃん……君が可愛かわいいからよ！」

「関係ないです！」

「可愛いは正義なのよ！」

「全然言ってる意味が分からないですー！」

　足をばたつかせるニーナの反応をひとしきり堪能した後、千紘はようやく彼女を下ろした。

「はあ、もう、チヒロさんはいっつも強ごう引いんです……」

「ごめんな、ニーナ」

　風也が苦く笑しようすると、ニーナはこちらを見上げながら、

「いえ、いいんです。もう慣れました！　ただ、問題がありまして」

「問題？　なに？」

「ニーナがカザヤさんに会おうとすると、いつも傍にチヒロさんがいることです！」

　頬を膨ふくらませながら、ニーナが千紘に目を向けた。

「チヒロさん！　この際、はっきりさせておきましょう！　カザヤさんのことをどう思ってるんですか!?」

「お、おい、ニーナ!?」

　今それはかなり繊せん細さいに取り扱あつかわなければならない問題なのだが、と風也は止めようとしたが、ニーナは全く気付いていない。

「ニーナに全すべてをお話し下さい、さあ、さあ、さあ！」

　ずいずいと千紘に詰つめ寄よりながら、問とい質ただすニーナ。

「ど、どうって……いや、それは……えっと」

　千紘は対応に困ったかのように眉まゆを下げ、頬を指先で掻いた。

「その答え如何いかんで、ニーナの今後のチヒロさんへの対応も決まってきますから！　どうなんですか！」

「え、えっとね？　ニーナちゃん。それはなんというか、ちょっと、言葉にしにくいというか」

「どうしてですか！　好きか！　嫌きらいか！　二つに一つです！　ちなみにニーナは大好きです！」

「……どれくらい？」

「え!?　どれくらい!?　どれくらい……えーと。えーと。えーと」

　千紘に切り返されると、先さき程ほどまで堂々としていた態度が嘘のように、ニーナはうろたえ始める。

「どれくらい……こ、こーんなです！　こーんな！」

　買かい物もの袋ぶくろを地面に置くと、両手を大きく広げた。

「……ふ――ん」
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　千紘は鼻から息を出しつつ、愛あい想そなく相あい槌づちを打つ。なんとなく、「その程度なんだ？」と思わせるような仕草だ。

「はっ!?　ちょ、ちょっと、まって下さいね。えと、これくらいじゃなくて、なんというか、そ、そうだ！」

　途端にニーナが何かを思いついたように向こうの方に走り出すと、

「ここから！」

　再び違う方向へと駆かけた。

「ここまでぐらい、ニーナはカザヤさんのことが、だーいすきで――」

　と言いかけたところで、ニーナは誰かに首根っこを掴つかまれて持ち上げられる。

「帰りが遅おそいと思ったら、こんなところで油を売っていたのか。用事が済んだら早く戻って来なさい」

　ニーナの父親であるバドだった。

「ああ！　お父さん、待って！　今、ニーナにとってとっても重要なことを確認しなければ！」

「邪魔をしてすまんな、カザヤ。じゃあこれで」

　バドはこちらまでやってくると、床ゆかに置いてあった袋を手にとり、空いた方でニーナを肩に担かつぐと、そのまま店のある方へと歩いて行った。

「あー！　困るよお父さーん！　あー！　ニーナとチヒロさんとの勝負がまだついてなくてー！　あー！　お父さん！　ああああああ！」

　しばらく聞こえていたニーナの嘆なげきも、やがては、遠ざかって消えていく。

　後には、風也と千紘の、何となく気まずい空気だけが残された。

「……良かったわね、津守君。あれだけ好きなんだって」

「はあ。……嬉うれしいです」

　力の無いやりとりをした後で、千紘は咳せき払ばらいをして、

「え、えっと。じゃあ、向かいましょうか、第十五島！　れっつごー！」

　なにかを誤ご魔ま化かすようにして、急ぎ足で港へと向かう。

「……そうですね」

　答えながらも風也は再び、己の内側で激しい苦しみと闘い始めた。

（だから！　なんですか先輩、その思わせぶりな感じは！　何が言葉にしにくいんですか、先輩！　ニーナを弄もてあそんでまで隠かくそうとした本意ってなんなんですか、せんぱあああああああああい！）

　無論、表になど出せるはずもなく。

「どうしたの、津守君？」

　振り返って尋ねてくる千紘に、ただ笑顔で答えるしかなかった。

「……いえ、なんでもありません」




　船から降り立つなり、風也は目を見張った。

　広大な第十五島の浜はま辺べには、至る所に来訪者の姿がある。

「うわー。さすが特別イベント。賑にぎわってるわねえ」

　千紘が呆あつ気けにとられたように零こぼした。

「この全員がライバルなのか……相当に頑がん張ばらないとダメですね」

　のんびりしていて、誰かに幻の島へ渡わたる道具をとられてしまっては元も子もない。

「よし、出来るだけ急いで、でも決して走らないで、とは言え早め早めに、マイペースで焦あせらずにいきましょう！」

「はい！……と言いたいところですがそれ、具体的にどうするんですか」

「……まあ、それなりに私達らしく行きましょう」

　あ、誤魔化した、と思ったが、とりあえず流して風也は歩き始めた。

（ひとまず、港であったことは置いておこう。気にしても仕方ない）

　未踏破島ではないにしろ、第十五島も油断していい場所ではない。魔獣も強いのが揃っているはずだし、集中しなければ思わぬミスをする可能性もあった。

「――しゃあっ！」

　風也は自分の頬を叩いて、気合を入れ直した。

「うわっ、え、いきなりなに!?」

　突然の行動であった為、千紘が目を丸くしている。

「あ、いえ。なんとなく。ひとまずは、どこを探すかなんですが」

　と言いかけたところで、奇き妙みような音が鳴った。ゲームの電子音のようで、この世界には似合わぬものだ。

「あれ。神様からのお知らせかしら？」

　千紘に頷いて、風也は虚こ空くうをなぞった。

　するとステータス画面の下の方、イベント告知がされていたところに、文章が追加されている。

「ん……『世界の理とは、全であり一。一であり全である。一に立ち全を見み据すえれば神と相対するだろう。その額に求めし者は眠る』……か」

「なにこれ。神様のポエム？」

「にしては抽ちゆう象しよう的てき過ぎますね。多分、見つけなきゃいけない道具が隠されている場所のヒントじゃないかと思うんですが」

　この島は広い。端はしから端まで探していれば、いくら時間があっても足りないだろう。

　それ故に、助言を与えてくれたのかもしれない。

「ますます、宝さがしめいてきたわね。なんかワクワクしてきた。ううん。どういう意味だろう」

　千紘が目を輝かせながら、腕を組んで唸り始めたところで。

「だから！　そういうことじゃないっつーの！」

「ええ？　でも、おれはそう思うけどなぁ」

　聞き覚えのある二人の声が聞こえてきたので、風也達は振り向むいた。

　そこには、やはりというべきか、ガタイの良い青年と、小こ柄がらな少女が居る。

　風也の知り合いで、同じく来訪者である、宗そう谷や貫とおると琴こと蕗ぶき泉いずみだった。

「宗谷！　琴蕗！」

　声をかけると二人もこちらを見る。次いで、それぞれに手を挙げた。

「ああ、やっぱりお二人さんもこっちにきてたのね」

「まあ、そりゃそうだよな。なんせ特別イベントだぜ」

　風也は二人に歩み寄りながら尋ねる。

「なにを揉もめてたんだ？」

「それがさ、聞いてよ、カザヤ。この脳のう味み噌そウルトラ筋肉マンが、道具を見つけるヒントに頓とん珍ちん漢かんなこと言うから」

　泉がとんでもないあだ名で貫のことを呼ぶが、彼かれはまるで気にした様子がなかった。いつも通りと言えるのだが。

「ああ。琴蕗達たちも読んだのか。で、宗谷はなんて解釈したんだ？」

「聞かない方がいいわよ」

「えー。でも気になるわよ。こういうのって、逆に考え過ぎない方がいいっていうでしょ。宗谷君はその辺り、大だい胆たんだから、ひょっとして思わぬ答えを出してくれるかも」

　千紘が泉とは違って、貫の方をかなりオブラートに包つつんだ言い方で表現した。

「そう、そうだよ！　チヒロはいいこと言う！　だからな、いいか。この文章の意味はな、天ぷら御ご膳ぜんなんだよ！」

「「……は？」」

　風也は千紘と声を揃える。ついでに顔を覗のぞき込めば、千紘もこちらと同じく、宇宙人の言葉を聞いたかのようにぽかんとしていた。

「ほら。だから聞いても無む駄だだって」

　泉がうんざりしたような表情を作る。

　確かにそうだった、と泉に同意しそうになった風也だったが、いや待てよと考え直した。

「ま、まあまあ。そう判断するのは早計だって。何か、こう、奥おく深ぶかい意味があるのかもしれないだろ」

「カザヤ、そこそこ付き合いがあるんだから、いい加減に気付きなさいよ。トオルの考えや言動に、深しん慮りよ遠えん謀ぼうとか百術千せん慮りよとか、そういう四字熟語は当てはまらないの」

　作家志望らしく難しい四文字熟語を駆く使しする泉。貫は意味が分からないのかきょとんとしていた。

「遠洋漁業がどうかしたのか？」

「誰がマグロ釣りにいくのよ！　深慮遠謀よ、深慮遠謀！　そんなことはどうでもいいから、さっさとあんたの考えを言いなさい」

「おお？　おう、分かった。つまりだな。全は一。一は全だろ。御膳の中で一番をすぐ決められるのは天ぷら御膳だからな」

「……なんで？」

　素す直なおな気持ちで風也が問いかけると、貫は自信満々な様子で答えた。

「おれが好きだからだ！」

「……あ、そう。で、神と相対するっていうのは？」

「お膳ぜんにはほら、紙かみ鍋なべとかあるだろ。額っていうのは、その上の方だ。そこに道具があるってことだな」

「……んん？」

　風也は千紘と顔を見合わせた。

「んんんん？？」

「んんんん？？」

　互たがいに世界の謎なぞを突然に吹ふっかけられたように、不可解な顔をしている。

「……で、この島とどう関係するんだ？」

「それは――知らんッ！」

　再度投げかけた風也の質問に、貫は、力ちから一いつ杯ぱいの笑顔で言い放った。

「ほら、無駄だった！　だから言ったじゃない！　あー、無駄にした、貴重な道具発見の時間を徒いたずらに浪ろう費ひしたー！」

　鬼おにの首を取ったかのように泉が攻せめてくるが、さすがの風也も反論はできない。

「……まあ、宗谷の意見は貴重なものとして受け取っておくとして。ちょっと真ま面じ目めに考えようか」

「おれもまじめだが？」

「それは分かってる」

　分かっているからこそ、少し、なんというか、大人しくして欲しかった。

「大体、なんなのよ、このヒント。分かりにくいっていうかなんていうか。もっとはっきり書けばいいのに」

「それやっちゃうと、すぐ場所が判明して、面白くないだろ」

「あたしは別に面白さは求めてないの！」

　泉の意見に風也は頭を掻いた。まあ、それはそうだ。自分と他の人間が同じと考えてはいけない。

「っつーか、あれだ。風也達たちも一緒に考えてくれよ。んで、協力し合って、道具を手に入れて、幻の島に行こう！」

　貫が背中を叩いてきた。その強さに咳せき込みながら、風也は口を開く。

「え？　宗谷と一緒に？」

「おう！　だって、あれだろ。今回は全員で倒しても同じだけ経験値と報酬がもらえるんだろ。なら、助け合った方が得じゃねえか」

「あ、そういえば、そうだったわね。うん、確かにそっちの方が効率はいいかも。……津守君はどう思う？」

　千紘が首を傾げるのに、風也は少し黙だまり込んだ。

　二人の言うことは尤もつともだ。わざわざ神様から「協力した方がいい」と言われているところを鑑かんがみると、今回はかなり難易度の高い依頼なのだろう。ソロ、もしくは二人ではきついのかもしれなかった。

　それに――前回、貫や泉と一緒に冒ぼう険けんをしたが、悪くなかった。それどころか、楽しいとさえ思えたのだ。

　だとすれば、貫の提案を拒きよ否ひする必要もないように思えた。

「ええ。オレもいいですよ。宗谷、一緒にやろう」

「よっしゃ！　そうこなくっちゃな！」

　貫が掌てのひらに拳こぶしを打ち付けると、泉が手をひらひらと振る。

「良かったわね、トオル。じゃ、あたしは一人で考えてみるから」

　そのままいずこかへと行こうとした泉の襟えり首くびを、貫がむんずと掴んだ。

「はっはっは。照れなくていいぜ、イズミ！　もちろん、お前もパーティの一人だ！」

「ちょっと!?　なんでそういうことになるわけ!?　別に照れてないし！」

「まあまあまあ。恥はずかしがるのは分かるけど、ここは素直になろうぜ！」

「恥ずかしがってねえっつーのよ！　人の気持ちを勝手に決めつけるな！」

　じたばたと暴れる泉。しかしそこで、

「えー。私は、琴蕗さんと一緒に冒険したいな」

　千紘が手を組み合わせて、お願いするように口くち添ぞえした。

「この間、未踏とう破は島を攻こう略りやくした時にすごく頼たよりがいがあったし。琴蕗さんが居れば、戦力倍増、依頼達成もバッチリって感じだと思う。今回も助け合えると、嬉しいんだけどな」

「…………そ、そう？」

　途と端たんに明らかに照れた様子で、頬を赤らめる泉。

「そ、そうかー。まあ、チヒロさんにそこまで言われたら、むげには断れないかなー。ま、まあ？　あたしだって？　とことん嫌ってわけでもないし？」

「本当!?　うれしい、ありがとう、琴蕗さん！」

　千紘は跳とび上がると、泉の手を握にぎった。微ほほ笑えみを浮かべる一方で、風也にだけ聞こえるように小さく呟つぶやく。

「――計画通り」

　一いつ瞬しゆんだが、非常にあくどい顔を作った。

（この人、やっぱり、琴蕗で面白がってるだけじゃないかな……）

　と風也は思ったが、突っ込むと話が一向に進まないので、何も言わないことにする。

「よし！　じゃあ、おれとイズミ、チヒロとカザヤの四人で、おんぼろ島に渡る道具を見つけるぞ！」

「幻まぼろしの島ね。誰だれが好き好んでおんぼろの島に行くのよ」

　貫の言葉に、泉は額に手を当て、深いため息をついた。

「ところで気になったんだけど。一は全、全は一って、概がい念ねんのように思えるけど、実質を伴ともなうものなんじゃないかな」

　事がひと段落したところで、風也は話題を戻す。

「実質を伴う？　どういうこと？」

「つまり、どこかに全であり、一である場所があるってことだ。そこに行けば、残りの文章が意味するところも判明するんじゃないか」

「なるほど。一理あるわね。肝かん心じんなのは、それがどこかってことだけど……」

　千紘は背せ伸のびして、島を見回した。

「……待って。全が一。一が全。うん。分かって来た気がする」

　かと思うと、何かを思いついたように顎あごへ手を当てる。

「お、本当か、やっぱり天ぷら御膳か!?」

「あんたは黙ってなさい。出来れば永久に」

　泉に一いつ喝かつされるが、貫はなぜか爆ばく笑しようするだけだった。今のどこに笑う要素があるのか、風也には皆かい目もく見当がつかない。

「津守君、この島で一番高い場所ってどこかしら」

「一番高い場所ですか？　えーと……多分、あそこですね」

　風也は遠くの方を指差した。そこには岩山が聳そびえている。他からは群を抜いて高度があった。

「よし。あれを目指しましょう」

「なにか分かったの？　チヒロさん」

「大体ね。後は行ってから説明するわ。私を信じて」

　千紘の言葉に、泉は頷く。

「分かった。トオルならともかく、他ならぬチヒロさんの言うことだもんね。信しん憑ぴよう性せいはあるわ」

「おいおい、ひでえなあ！　ところでしんぴょーせーってなんだ、干ぴょうの親しん戚せきか!?」

「そういうところが信じられないつってんのよ！」

　怒おこっている泉を、貫は不思議そうに見つめていた。

「オレも異存はありませんよ。それに、先せん輩ぱいの言いたいことは大体分かった気がしますし」

　風也も同意し、一行は岩山を目指して進むことにする。

　目の前にあった森へと入るなり、ひやりとした空気を肌はだに感じた。木々が太陽光を遮さえぎっている為ためか、気温が低くなっているようだ。

「あー。涼すずしい。まあ、グリムヴェリアは比較的、気温が安定してるから、地球より暑苦しくないんだけどね」

　泉がハンカチで額を拭ふきながら零した。

「そうね。今年は特に気温が高いから、外を歩いてるだけでくらくらするわ」

「気を付けて下さいよ。先輩はあんまり外に出れないんだから、耐たい性せいもついていないし、他の人より熱ねつ中ちゆう症しようになりやすいかもしれません」

　風也の注意に千紘は顎を引き、

「ええ。気をつけなきゃ。倒れても怪け我がをしない場所を歩くことにするわ！」

「いや、そもそも倒れないで下さい」

　ずれた対処法を突っ込むと、千紘が可愛らしく舌を出だした。冗じよう談だんだったらしい。

「あたし、夏は嫌いなのよね。暑いし。汗あせでべとべとするし。虫は湧わくし。夏休みが長い以外に良いところが見つからないわ」

　辟へき易えきしたように泉がぼやく。

「そんなことはないぞ、イズミ！　夏はいい！　暑いし！　汗を沢たく山さんかくとスッキリするし！　虫はとれるし！」

「あたしが挙げた欠点を全部、長所に変えるな！　あんたみたいな奴やつは夏になると余計に暑苦しくなるのよ！」

　貫へ噛かみついた泉だったが、彼は寧むしろ喜ばしいように、「夏はおれの季節だぜえええええええええ！」と吼ほえた。

「でも、そうね、夏には夏でいいところがあるわよ。出来たら、皆で遊びに行ったりしたいわね」

「ああ、いいですね。海とかプールとか、キャンプとか」

　千紘と一いつ緒しよに行けるなら、どこも楽しいだろうと、風也は妄もう想そうする。

「そうね。プールか。悪くないわね……向こうから来てくれるなら」

　だれた口調で泉は自分勝手な願いを口にした。

「どれだけ怠たい惰だなんだよ。あっちからくるプールとか恐こわいだろ」

　それこそ夏らしくホラーである。

　などと、風也達がやりとりしている内――不意に、目の前で違い和わ感かんが生じた。

「……ん？」

　風也は足を止めてよく観察する。

「どうしたの？　津守君」

　こちらの様子が妙みようであることに気付いたのか、千紘が訊きいてきた。

「ああ。いえ。なんか今、木が揺ゆれたような気がして」

「木が揺れたような気？　ちょっと、津守君！　こんな時にダジャレとか!?」

「ええ!?　いやそんなつもりは毛頭なく!?」

「だはははははははは！　木が揺れたような気！　だは！　だはははははは木が！　木が！」

　貫が腹を抱かかえて笑い転げ始める。

「いや、宗谷、今のはギャグとかそういうことじゃなくてな!?　お前がそうすると、流れ的にオレが恥ずかしくなってくるから、やめてくれないか!?」

「さすがね、津守君。緊きん張ちようを和なごませようと自ら犠ぎ牲せいに……私、感動したわ！　たとえダジャレ自体がなんていうか、その、面おも白しろくな……それほど効果を発揮しなかったとしても！　その心意気は、私、買うから!!」

「だから違ちがうんですって、先輩！　後、そういう風にフォローするのやめてもらえます!?　オレが狙ねらって滑すべったみたいになるんで!!」

　必死で誤解を解いている間、泉が一人冷静に前を見つめていた。

「うーん？　てかカザヤ、動いたのは木じゃなくない？」

「え？　でもオレは木が動いたようなき……印象を受けたけど」

　危ない、また地じ雷らいを踏ふむところだった。風也はひやりとした。

「あたしは岩が移動したように見えたけど」

「へ？　岩？」

　風也が訊き返したところで――再び違和感。

「……今、動いたよな。あそこの草」

　今度こそ、間ま違ちがいない。小刻みに揺れた。

「いやいや、草じゃないわよ。今のは木よ、木！」

　だが泉はこちらが予想したのとは違う場所を指し示す。

「二人とも、なに言ってるの。動いたのはあそこにある花よ。ぐらっと左右にぶれたでしょ」

　更さらには千紘までそんなことを言い出し、

「おいおい、おれは、岩が上下にずれたように見えたぜ？」

　あまつさえ、貫まで見けん当とう違ちがいのことを口にする。

　明らかに妙だった。人によって目にした『動いたもの』が違うのだ。

「どういうことだ。一体、なにが起こって……」

　と、風也が疑念を呈ていした直後。

　再び、木が動いた。

　いや、それだけではない。皆の意見を聞いてから注意深く観察したら、木も、岩も、草も、花も、全てが揺れていた。

　加えて、わずかではあるが震ふるえを感じる。が、地じ震しんではなかった。目の前の大地だけが左、右と移動しているのだ。

　風也は咄とつ嗟さに悟さとる。未踏破島以外の全てに訪おとずれ、踏破した自分だからこそ予感できたことだった。

「皆、離はなれろ、これは！」

　体を縮め、大地を蹴けって後ろへと下がる。

「これは――魔獣だッ！」

　風也を含ふくめた全員が距きよ離りをとった瞬しゆん間かん。

　目の前の景色が、丸ごと、持ち上がった。

　大量の砂すな煙けむりが舞い、土塊が幾いくつも零れては山を作る。

　そこにあったのは、木々や岩、花々の生える大地をその身に宿した、巨きよ大だいで異形な存在だった。

　平べったい赤せき褐かつ色しよくの体には二つの小さな目がついており、周囲を落ち着きなく見回している。またそこからは虫を思わせるような節足が左右に六本ずつ生えていた。

　手は二本だが、異常なまでに大きい。更には二ふた股またに分かれており、指が異常なまでに太かった。これでは指というよりは、ハサミと言った方が正しいだろう。

　つまり、ありていにいって、そこにいたのは――。

「か、蟹かに……!?」

　千紘が美び貌ぼうに似合わぬ素すっ頓とん狂きような声を上げた。そう。蟹だ。異常なまでの体長をもつ、本来であれば海に生息しているはずの生物。

「おお！　何人分あるんだ!?　茹ゆでれば美味うまそうだな！」

　場ば違ちがいな発言をする貫。

「ばか！　そんなこと言ってる場合!?」

「お、おお？　そうだな！　そういやそうだ！　やっぱ、あれだ！　蟹と言えば焼きだな！」

「そういうことじゃ――ないわああああああ！」

　限界を迎むかえた泉が蹴りを繰くり出し、貫はそれを避けることもなく受けて笑った。相も変わらず凄すさまじい防ぼう御ぎよ力りよくだ。

「【深緑に生きし甲殻類フオレス・シザーズ】……そうか、第十五島にはこいつがいたか」

　風也は舌打ちする。うっかりしていた。生物界における『擬ぎ態たい』を行う魔獣であり、こうして森の中に隠れて獲え物ものを狙うのだ。

　今回は風也達が事前に気付いたので、攻こう勢せいに打って出たのだろうが――本来は自分の上に獲物が足を踏み入いれたところで正体を現し、そのハサミで動きを封ふうじる戦法を得意としていた。

「森蟹ってところね。本当にこの世界は面白いわ！」

　千紘が手を翳かざした。虚空に光の粒りゆう子しが集つどい、一つの形を成す。和弓に似た武器だった。彼かの女じよの御み業わざである【神弓】が具現化したものだ。

「ふん。って言っても所しよ詮せんは蟹でしょ。戦ったことはないけど、どうせ横歩きしか出来ないんだし、正面突とつ破ぱで叩たたき潰つぶしてやるわ！」

　甲かん高だかい音。泉が指を鳴らしたのだ。

　途端に、彼女の前にあった地面が波打つように揺らぎ、膨れ上あがると、巨大な人の形をとった。まるでゲームなどでよく見かけるモンスター、ゴーレムのようだ。

　泉の御業【傀く儡ぐつ】によって生み出されたもので、強力な攻こう撃げきと防御力が自じ慢まんだ。

「そういうこった！　んじゃま、とっとと倒すか！」

　それに続くように貫が掲かかげた手を握り締しめ、拳を作った。ただしその腕うでは分厚い手て甲こうのようなものに覆おおわれている。彼の御業【爆ばく槍そう】を発動する為に必要な装備だ。

「二人とも、後ろからサポートするわ！　どんどんやっちゃって！」

　千紘が弓を引くような動作をとると、そこに輝かがやくような矢が現れた。

「了りよう解かい！　先手はもらった！」「おれも負けないぜえ！」

　ゴーレムの肩かたに乗った泉、貫が、フォレス・シザーズに向けて駆ける。

「い、いや待て、皆！　確かにそいつは前には走れないんだが！」

　風也が止めようとしたが既すでに時は遅く。

　ゴーレムは拳を放ち、貫もまた攻撃を加えようとしていた。

　そこに千紘の放った矢が幾つも殺さつ到とうする――。

　直後。相手の姿が消えた。

「え!?」「は!?」「うえぇ!?」

　三者三様に、予想外の事態へ固まる。

「上だ、上！　その魔獣は前には走れないんだが――」

　風也は頭上を仰あおいだ。木々の葉を突つき破やぶり、垣かい間ま見みえた太陽を遮るように、影かげが躍おどる。

「――無む茶ちや苦く茶ちや高く跳ぶ！」

　重力の法則に従い、跳ちよう躍やくしたフォレス・シザーズが着地した。

　咄嗟に飛とび退のいていた為、泉自身は難を逃のがれたものの、ゴーレムは間に合わず上半身が潰される。同時に生じた衝しよう撃げき波はによって、彼女と貫は吹き飛ばされた。

「ぎゃあああああ！」「うおおおおおお！」

　派手に転がって行った二人が、森の奥おくへと消えて行く。

「琴蕗さん！　宗谷君！　この……それなら、遠えん距きよ離り攻こう撃げきよ！」

　千紘が弓を引ひき絞しぼる。やや時間をかけて、巨大な矢が形成された。彼女の御業がもつスキルの一つで、チャージした力を一気に解き放つものだ。

　それに対してフォレス・シザーズがハサミを向けた。大きく開いて待機する。

「先輩、危ない！」

　走り出すと、風也は千紘を抱だきかかえたまま横に転がった。

「ど、どうしたのよ、津守君！　今、私が攻撃しようと！」

「あいつは、ただ跳はねるだけじゃなくて――」

　直後、風也達の背後で空気が抜ぬけるような音と共に、何か巨大なものが駆け抜けた。

　振ふり返かえった視界に映るのは、光の奔ほん流りゆうだ。それは物質的な破は壊かい力りよくをもって、先程まで自分達の居た場所を深く広く抉えぐっていった。

「……ハサミから、ビームまで出すんです」

　背筋に冷ひや汗を掻かきながら、風也は告げた。

「大体、想像がつくと思いますが、威い力りよくは非常に強力です。来訪者の守護結界でも数回、耐たえられるかどうか。後、防御力もあるので、そう簡単にはダメージを与あたえられません」

「そ、そうなんだ。ありがとう。……あの、ところで、ちょっといい？」

「なんですか？」

「……さすがにこの姿勢は、ちょっと、照れるかも」

　千紘が頬ほおを朱しゆに染めて、こちらから少し顔を背そむけた。

　そこで、風也ははたと気付く。

　先程は千紘を守りたい一心で何も考えず突っ込んでしまったが――そのせいで、丁度、彼女を押おし倒たおしたような格好になってしまっていた。

「わ……わあああああ!?　すす、すみません！　わざとじゃ！　わざとじゃないんで！　本当に！　全然まったく、下心とか！　そんな！　なかったので！」

　慌あわてて飛び退くと、風也は何度も頭を下げた。

「う、ううん。いいの。私を助けてくれようとしたことは分かってるから、気にしないで。でも……本当に下心は、なかったの？」

　体を起こしながら訊いてくる千紘に、風也は急いで何度も頷うなずく。

「ええ、もちろん！　これっぱかしも！　ほんの少しとて！　砂すな粒つぶほども！　ありませんでした！」

「……ふうううううん」

　こちらとしては自分の正当性を主張しようとして言ったのだが、なぜか、千紘は不満げな様子を見せた。視線を逸そらし、口を尖とがらせている。

「別に、そこまで強調しなくても、いいのに」

「……先輩？」

　妙な反応が気にかかって首を傾かしげた風也だったが、

「まあ、それはいいとして。問題はあの蟹よ。どうすれば倒せるのかしら」

　千紘の言葉で切せつ迫ぱくした状じよう況きようを思い出した。不味まずいと思って振り返ると、フォレス・シザーズがハサミを開いているところだ。

「うわっ、ちょっ、先輩！　逃にげますよ！」

　風也は千紘の手を引いて走った。敵の攻こう撃げき範はん囲いから逃れたところで、放射状の光が再び大地を舐なめる。

「あ、危なかった……」

　守護結界があるとは言え、そう易やす々やすと喰くらう訳にもいかない。

「ったく、もう、酷ひどい目に遭あったわよ！」

「あっはっは！　派手に転がったなー！　イズミ、顔に泥どろついてるぞ！」

「うるさい！　見んな！」

　そこへ、泉と貫が帰き還かんしてきた。ちょうどいいので、全員で作戦を立てることにする。

「皆、聞いてくれ。あいつで厄やつ介かいなのは、甲こう羅らの防御力と、ハサミ、それに跳ちよう躍やく力りよくだ。ただし弱点もある。体の裏側だ。そっちは柔やわらかい。だから、なんとかしてひっくり返せば倒すことができる」

　風也は素す早ばやく説明した。

「つまり何らかの方法でハサミを無効化した後、裏返して、一気に止めをさせばいいわけね」

　千紘の解かい釈しやくに、風也は首しゆ肯こうする。

「ハサミはオレに任せて下さい。あいつが跳び上がった際の対策、それに裏返すやり方は、先輩と琴蕗に頼たのんでいいですか、宗谷はオレと一緒に止めを担当してくれ」

「おうよ！」「了解」「先発は宜よろしくね、津守君！」

　三人の返事を背に、風也は行動を開始した。

　正面から突とつ貫かんすると、フォレス・シザーズが警けい戒かいするように身をよじった。同時に、巨大なハサミを頭上から振り下おろしてくる。

「我わが手に現れよ、全すべてを断たち切きる天の武器――蒼そう穹きゆう王おう！」

　光の粒子が集結、瞬しゆん時じに巨大な剣けんの形をとった。風也の御業【魔ま剣けん】に依よるものだ。

　柄を握り、見た目の割には軽いそれを構える。

　鈍にぶい音と共に手に衝しよう撃げきが伝わった。相手のハサミを刃はで防いだ為だ。

　そのままじりじりと押し潰して来ようとするのに対し、風也は奥おく歯ばを噛み締めた。

「その程度の力でオレを圧しようなんて、愚おろかにも程がある……！」

　高こう揚ようする気持ちのまま、いつものように己おのれが格好良いと思えるキャラになりきりつつ、

「身みの程を知れ、異形の者め！」

　渾こん身しんの力で、ハサミを勢いよく弾いた。グリムヴェリアに居るからこそ出来る芸当だ。

　が、瞬時にフォレス・シザーズがハサミを開いた。闇やみの奥に輝きが灯ともる。例のビームを撃うとうとしているのだろう。

　風也は蒼穹王を消し、即そく座ざに叫さけんだ。

「我が手に現れよ、全てを我が物とする覇は者しやの武器――【英えい凱がい王おう】！」

　目の前に顕けん現げんしたのは、細さい緻ちな意い匠しようが施ほどこされてはいるものの、一見するとごく普ふ通つうの長ちよう剣けんだ。ただし、刃に無数の小さな穴が空いていた。

「全てを飲み込み、解き放て！」

　大きく振るうと、異音と疾しつ風ぷうが巻き起こる。直後、フォレス・シザーズのハサミの間に、巨大な球が挟はさみ込まれていた。周囲の木と土がごっそりと消失している。

　以前の冒険で手に入れた、風也の新しい魔剣だった。周囲の物質を取り込み、一塊にしてしまうのだ。

　爆ばく裂れつ。相手のハサミが粉こな微み塵じんに吹き飛んだ。ビームが球を破は壊かいしきれずに、内部爆ばく発はつを起こしたのだろう。

　苦鳴のような奇妙な声を上げ、よろめくが、フォレス・シザーズは倒れることなく体勢を立て直した。更には、地面を蹴って高く跳ぶ。

「行くわよ、カザヤ！」

　泉の声と共に風也は自分の体が、誰かに持ち上げられるのを感じた。後ろを見れば、彼女のゴーレムがこちらの体を掴つかんでいる。

　そのまま、勢いよく、空中に投とう擲てきされた。

「うわっ――」

　轟ごう音おんが鼓こ膜まくをうるさく叩き、服が激しくはためく。さすがに慌てたが、すぐに次の行動へと移った。

　フォレス・シザーズに追いついた風也は、英凱王を消すと、改めて蒼穹王を召しよう喚かん。

　握り締めた得物を高く掲げ、渾身の力で叩きつけた。

　手が痺しびれるほどの硬かたい手て応ごたえと共に、相手は地面に落下していく。

　しかし着地の間ま際ぎわ、その真下に光が接せつ触しよくし、強力な爆発が起こった。

　軌き道どうを辿たどれば、千紘が神弓を構えている。力を溜ため込んだ矢を放ったのだ。

　彼女の攻撃によって生じた爆ばく風ふうが、フォレス・シザーズを再び宙に舞まい上げた。

　それに伴い、相手の体が衝撃に翻ほん弄ろうされ、見事にひっくり返る。

「行くぞ、宗谷！」

「任せとけ！」

　風也と同じように、ゴーレムによって投げられた貫が横に並んだ。

「うおりゃああああああああああああああっ！　【大・鋼鉄・砕くだき】ッ！」

　落下するままに、貫は手甲に包まれた腕を引くと、そのままフォレス・シザーズの裏向きになった体を殴なぐりつけた。

　閃せん光こう。彼の御業【爆槍】の能力によって生まれた光の槍が、相手の体を大きく貫つらぬく。

　それを見た上で、風也は蒼穹王を消し、両手を掲げた。

「嵐あらし巻き起こす死の刃、風かぜ斬きり王おう――同時励れい起き。罪過を劫ごう火かで薙なぎ払はらう意志、灼しやく熱ねつ王おう！」

　細身の剣、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを宿した剣を握る。貫がフォレス・シザーズを蹴って距離を取ったのを見て、相手の体に空いた穴に向かって、刃を薙ぎ払った。

「炎神に嘆なげけ、風神に怯おびえろ――【神じん風ぷう烈れつ焔か】ッ！」

　轟音と共に巻き起こる竜たつ巻まきが炎を宿し、高速のうねりを見せる。

　紅蓮の龍りゆうを思わせるそれは、フォレス・シザーズに空いた洞うろの如き穴へと喰らいつき、相手を内部から炎えん上じようさせた。

　風也と貫がゴーレムに受け止められ、地に降り立つと、空から巨きよ体たいが落下してくる。

　地じ響ひびきと共に沈しずんだフォレス・シザーズは、二度と起き上がらなかった。

「――これで、終しゆう焉えんだ」

　口元をわずかに緩ゆるめ、目を閉じると、風也は勝利の余よ韻いんに浸ひたる。

「やったー！　チームワークの勝利ー！」

　後ろで千紘がはしゃぐ声が聞こえる。

「な、おれらで協力した方がいいって言っただろ！　そうだろ、イズミ！」

　瞼まぶたを上げて、振り返ると、貫が泉に嬉うれしそうに話しかけている。

「う、うるさいわね。別に協力しない方がいいなんて思ってたわけじゃないわよ」

「なんだよ、照れんなよ！　お前だってそう思ってんだろ、なあ！」

「そうよ、素直になっちゃいなさいよ、琴蕗さん。そろそろツンデレのデレ期が来てもいい頃ころじゃない？」

　千紘まで参加してきたので、泉は動どう揺ようしたように頬を赤らめた。

「ツ、ツンデレとか、そういうんじゃないから！　っていうかチヒロさん、そういう知識どこから仕入れてくるの!?」

「ああ、津守君がグリムヴェリアで買った家に保管してある漫まん画がを読んでたら、そういうキャラが出て来て。津守君に教えてもらったの」

「……カザヤーッ！　余計なことをーッ！」

「いやオレのせいか!?」

　まさかこんなところで泉に波は及きゆうするとは思っていなかったのだ。

「でも先輩、ツンデレの本来の意味と照らし合わせると、琴蕗はちょっと違ってて」

「えー？　それはそうだけど、今ってほとんどがツンツンしてるけど、それは素直になれないが故ゆえでって感じになってるじゃない。ということは、やっぱり琴蕗さんはツンデレで」

「もういいから！　ツンデレの言げん及きゆうは！　あたし、先行くからね!?」

　恥ずかしさに耐え切れなくなったのか、泉はずんずんと一人で歩き出す。

「おい、待てよ、イズミ！　そのデレ期っていうのは、いつくるんだ、おれにもくるのかー！」

　貫が呼びかけながらついていき、「来るか！　ついてくんな！」と蹴られていた。

「……ま、なににせよ、上手うまくいきそうですね。共同戦線」

　フォレス・シザーズとは以前に一人で戦ったことはあったが、倒すまでにかかる時間と手間が段だん違ちがいだった。人数が多いのだから当たり前と言えばそうなのだが、千紘はもちろん、貫や泉とも、呼吸が合うというところが大きいだろう。

「ん。二人もいいけど、大人数ってのも、やっぱり楽しいわね」

　千紘は目を細め、微笑むと、足取り軽く進んでいく。風也も頷きつつ、それに続いた。

　四人はそれからも、何なん匹びきかの魔獣とやり合いつつも、作戦を立ててそれを退ける。

　そうして、目的である岩山に辿り着つき、苦労しながらも登っていった。

「イズミ、大だい丈じよう夫ぶかー？」

　半ば辺りまで来た頃、貫が振り返って尋たずねる。彼かれはさすが登山部に属ぞくしているということもあってか、かなり険しい道のりながら、顔色一つ変えていなかった。

「べつに……問題ない……し……」

　一方、答える泉は息も絶え絶えで、顔色も悪い。少しでも突けば倒れてしまいそうだった。

　先さき程ほどの戦せん闘とうのように、来訪者はグリムヴェリアに居る時のみ身体能力が向上する。

　ただそれでも女性の身の上、加えて日ごろから運動をさほどしていないと公言している彼女には、さすがに無理が来たのだろう。

「無理すんなって。ほら、掴まれ」

　身軽な動作で泉に近寄ると、貫は手を差し出すが、彼女は弱々しく首を横に振った。

「あ、あんたの助けなんて……いらない……から」

　貫のことが嫌きらいというよりも、誰かに頼りたくないという意地からくるものだろう。そんな泉の姿を見て、貫は息をつくと、

「お前は要いらないかもしれないが、おれはお前を助けたい！　よって、こうする！」

　強ごう引いんに泉のことを持ち上げると、そのまま横向きに抱きかかえた。いわゆる、『お姫ひめ様さま抱だっこ』という状態だ。

「よぉし、いくぞぉ！」

「ちょ……こ、こら！　トオル！　なにすんのよ！　誰も頼んでないでしょ!?」

　顔を赤くして食くって掛かかる泉だったが、抵てい抗こうするほどの余力は残されていないようだった。

「そうだ！　おれが勝手にやっているんだ！　あっはっはっは！」

　それを知ってか知らずか、貫は豪ごう快かいに笑いながら、泉を抱き上げた状態で山を駆かけ上がっていくのだった。

「すごいな、あいつ……」

　風也は思わず呟いた。行動力ということに関しては、四人の中で間違いなく一番だろう。

「そう……ね。あの大だい胆たんさは、見習いたいところがある……かも」

　答えた千紘の声が掠かすれていることに気付き、風也は彼女の方を振り向むいた。

　泉ほどではないが、千紘もまた少し青ざめている。

「先輩？　先輩も大だい丈じよう夫ぶですか。きついんじゃないですか？」

「ちょ、ちょっとだけ……ね」

　笑いかけてくれるが、どこか無理やり作ったもののように思えた。

「肩貸しますよ。一緒に登りましょう」

「……うん。ありがとう――」
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　千紘は、風也の提案に小さく頷き、身を寄せようとしたが、

「……いえ。やっぱりいいわ。一人でも平気」

　直前で躊躇ためらうように止まると、俯うつむいて、強引に先を急ぎ始めた。

　風也の目には、彼女が何かを我が慢まんして、振り切ったように見える。

「先輩。どうかしたんですか？」

　気にかかって尋ねるも、千紘は少しだけ顔をこちらに向けて、口元を緩めた。

「ううん……なんでもないわ。あんまり津守君に助けてもらってばかりなのも、ダメかと思っただけ」

「そんなの、別にいいですよ」

「ダメよ。君だって疲つかれてるんだから。……さ、頑がん張ばろう。後少しよ」

　小さく言って、千紘は歩き始める。

（……なんか変だな、先輩）

　いつもなら、こんな風に遠えん慮りよするようなことはないのだが。

　どことなく、腑ふに落ちないものを感じながらも、風也は三人の後を追った。

　それから一時間ほど経たった頃。ようやく、全員が山頂に到とう着ちやくする。

「へえ。良い景色じゃねえか！」

　泉を下ろした貫が、声を弾はずませた。山好きである一面が覗のぞいている。

　ただ、それを抜きにしても確かに素す晴ばらしい景観だった。特に山に興味のない風也でさえ、そう思うほどに。

　立っているだけで、島の全ぜん貌ぼうが手に取るように分かった。

　森の緑と、所々にある湖の青、それらを取り囲むようにある山々のコントラストが絶ぜつ妙みようで、そのまま一枚の絵画にさえ出来そうだ。

「で、チヒロさん、どうしてここにくれば道具の場所が分かるの？」

　ようやく体力が回復したらしい泉が尋ねると、千紘はこちらを向いた。

「津守君なら、もう気付いたんじゃない？」

「ええ。そういうことですか」

　風也は、自分の考えを述べる。

「全は一。一は全。一に立ち全を見み据すえれば神と相対するだろう。一っていうのは全てを見み渡わたせるほど高いこの場所。全っていうのは、島自体。つまり、高い場所に立って島の全域を見渡すことで、初めて神っていうのが何なのかが分かるってことですよね」

「正解！　で、神っていうのは……あれね」

　真まっ直すぐと伸のびた千紘の指先が示していたのは、島の北側にある別の山だった。他と違って、山脈というのか、頂いただきが幾つか連なっている。

「あれのどこが紙鍋なんだ!?」

「……さっき助けてもらったから今回は穏おん便びんにしとくけど、あんた、いつまでもそういうこと言ってると、その内鍋の具材にするわよ」

　未いまだに自説を引きずる貫を睨にらみつけながら、泉が言った。

「どこらへんが穏便なんだ……まあいいか。宗谷、琴蕗、あの山、なにかに見えないか？」

　風也はもう、千紘の言わんとすることが理解できている。

「んん？　なにかって……あ！　ああ！」

「おお！　そういうことか！」

　二人も理解したようだ。同時に叫んだ。

「人の顔ね!?」「チョコレートか！」

　泉が背せ伸のびして貫の襟えり首くびを掴んだ。

「あ・れ・の・ど・こ・が、チョコレートだああああああああ！」

「ええ!?　でもああいうの、コンビニとかで売ってなかったか!?」

「あんたの生きる世界は、もう一つの異世界か!?　地球じゃないのか、ああん!?」

「ま、まあまあ、落ち着いて、琴蕗さん。どうどうどう」

　いきり立つ泉を千紘が肩を叩いて宥なだめた。馬に呼びかける時に使うものではあったが、怒いかり心頭に発していた彼女は気付かず、数分後にどうにか矛ほこを収める。

「そう、人の顔だ。つまりあれが神様ってことだな。で――多分、道具はあそこだ」

　風也が指差したのは、山の右側、つまり人の顔でいう額に当たる部分だった。

「なるほど。一に立ち全を見据えれば神と相対する。その額に道具は眠ねむるか。そういう意味だったのね！」

　泉は感心したように言った。

「うむ！　なるほどな！――さっぱり分からん！」

「あんた、マジで山に置いていくわよ」

　首を傾げて堂々と告げた貫に、泉は大きなため息をつく。

「とにかく今度はあそこを目指そう。他に気付いた奴がいるかもしれないし、急がないとな」

　風也の発言に全員が頷き、すぐに下山することにした。

　そうして、森を突っ切るように進み、新たに目的とした山に向かう。

　幸い魔獣に出で遭あうこともなく、一時間ほどかけて、山に到着した。

　先程と違って高度自体は大したことが無かった為、それほどに苦労することもなく、額を意味する場所まで行くことが出来る。

「やれやれ……随ずい分ぶんと手間がかかったわね。さすが特別イベント」

　千紘が疲ひ弊へいを感じさせるようにぼやくのに、風也は胸中で同意した。

　苦労の結果、四人の前に現れたのは、石造りの堅けん牢ろうな建物である。分厚い扉とびらがぴったりと閉まり、人の訪れを拒こばんでいる。

　また、人が訪れなくなって久しいのだろう。あちこちが苔こけ生むしており、石材自体も崩くずれかけているところが多かった。

「……妙ね。他に誰だれもいない」

　そこで千紘が呟つぶやく。

「あたし達たちが一番初めに着いたってだけじゃないの？」

　泉が小首を傾げるのに、千紘は唸うなりつつ、

「でも、神様から出されたヒントって、簡単ではないけど、そこまで難解ってわけでもないのよ。私以外にも辿り着いた人が居てもおかしくはないと思うんだけど……」

「確かにそうですね。誰だれ一人ひとり居ないっていうのは少し変です」

　千紘に同意しつつ、風也は理由について想おもいを巡めぐらせた。

「んー。あれじゃない？　ヒントはランダムで、難しいのもあれば簡単なのもあるとか、そういうことじゃないかしら。ほら、それなら経験の浅い人から熟練者まで、平等にクエストに挑いどめるでしょ？」

「あー……その可能性はあるわね」

　泉の意見に千紘は手を打った。

「全員に同じヒントが与えられていて、解くのにそれほど時間がかからないとして。だったら、熟練者の方が島の探たん索さくや魔獣の倒し方は心得てるから、そうじゃない人はどうしても勝ちにくくなる。その差を失くすためにやったってことね」

「一理ありますが、そもそもの話、このクエストは難解だから経験の浅い人は挑ちよう戦せんしないんじゃないですか？」

「それでも挑戦してきた人用にとか……」

　千紘と風也が話し合っていると、貫が声を上げた。

「どっちでもいいけどよぉ、そろそろ行こうぜ！　ぐずぐずしてたら、それこそ別の来訪者が来ちまうぞ！」

　尤もつともな話だった。風也達は顔を見合わせ、とりあえず、疑問は置いておくことにする。

「ほら、出番よ、トオル。脳筋を活いかして分厚い扉を開けなさい」

　泉が指示すると、貫は「よっしゃ！」と元気よく返事して、扉に向かっていった。

「ぬおおおおおお！　うおおおおおおおおお！」

　大声を出だしながら、全身の膂りよ力りよくを振り絞るように、扉を開こうとする。

「前から思ってたんだけど、宗谷君って、琴蕗さんの言葉を分かってて広い心で受け流してるのかしら。それとも本当にさっぱり理解していないのかしら」

　ふと思いついたように千紘が呟いた。

「……どうでしょう。なんか、宗谷の場合、どっちもありだなって思えるんですが」

「それもそうね……何にせよ、良い子であることは確かだわ」

　それは言えている。風也はまったりとした気持ちで貫達たちの背を眺ながめた。

「おりゃああああああ！　しゃあっ！」

　間もなく、鈍い音を立ててゆっくりと扉が開く。内部の暗くら闇やみが覗いた。

「おお、さすが！　いやぁ、あんたもやる時はやるわね」

「おうともよ！　イズミはおれのそういうところに惚ほれたんだよな！」

「惚れてる前提で話すな！　そんなわけないでしょ！」

　顔を赤くした泉に叩かれるのを、貫は笑って受け止める。

「ああいうとこも、わざとなのか冗じよう談だんなのか、いまいちわからないのよね。不思議だわ」

「オレもそう思います」

　貫は単純なようで奥おく深ぶかい人間性を持っているのかもしれない、と風也は真しん剣けんに思った。

　建物内に踏み込むと、内部はおぼろげな明かりによって照らされている。天窓のようなものが備わっているので、そこから陽光が差し込んできているのだ。

　ただ、これといって何があるわけでもない。だだっ広いだけの空間に寂さびしさを覚えるほどだった。

「向こうの方に何かありますね。行ってみましょう」

　風也が言って、全員が近付く。そこには、巨大な石で出来た箱のようなものがあった。

「ここに道具が仕し舞まってあるのかしら」

　千紘が首を傾げるのに、風也は箱の周りを調べつつ答えた。

「でも蓋ふたがありませんよ」

「叩き割わらなきゃいけないとか」

「いやいや。これ石ですよ。無理です」

「よし、なら、おれの爆槍でなんとかしてみるか！」

　腕まくりした貫を、泉が慌てたように止める。

「ばか、中にある道具まで壊れたらどうすんの！」

「すっげえ悲しいな！」

「間ま違ちがってないけども!?　そういうことじゃないわよ宗谷君!?」

　千紘の突っ込みに貫はひたすらにきょとんとした顔を作った。

「ううん？　なんか開けるヒントみたいなものは……」

　箱の表面に積み重なっていた砂や埃ほこりを払っていた風也は、あるものを見つける。

　明らかに広げた手の平の形に彫ほられた模様だった。

「ああ。これか。ひょっとして、ここに手を当てると箱が開くんじゃないかな」

「なるほどね。来訪者にしか開けられないようにしてあるのかしら。なら、早さつ速そく、試ためしてみますか！」

　千紘が無造作に模様へ手をつけようとして、

「……罠わなとかだったりして」

　泉の言葉に固まった。

「いやいやいや。でも、他にそれっぽいものはなかったし」

　風也は否定したが、

「だからこそよ。あからさま過ぎるじゃない？　うっかり触さわっちゃうとなんかこう、箱が爆発して守護結界が破壊され、街に強制送そう還かんとか。他にスイッチとかあって、本当はそっちを押さなきゃいけないのよ。その方がイベントとしては面おも白しろくなるって」

「……一理あるな」

　さすが作家志望といったところか。物事を盛り上げる手法の想像力に長たけている。

「でもスイッチなんかありそうにないけどな」

　建物の中にある部屋は、今、風也達が立っているところだけだ。物もの陰かげらしきものはなく、それらしき何かが設置されているわけでもない。

「そこはほら、良くあるじゃない。壁かべを叩けば音が違ちがって、隠かくし部屋が、みたいな」

「往年のＲＰＧじゃあるまいし……」

　二人で言い合っていると、それまで黙だまっていた千紘が声をかけて来た。

「あの、私、思ったんだけどね。やっぱりほら、道具を発見するのって、リーダー的な人がやるべきじゃない？」

「そういうものですか？」

「そういうものよ！　で、この四人の中でリーダーって言えば、やっぱり、津守君よね？」

「いや、オレは先せん輩ぱいじゃないかって思いますが」

「おう。この場所の謎なぞを解いたのも、チヒロだったしな！」

　貫が頷くと、千紘は勢いよく首を横に振る。

「いやいやいやいやいや。私なんてほら、新参者だし。ぺーぺーだし。新米だし。新入社員だし！」

「大体全部同じ意味ですし、最後に至っては今あんまり関係ありませんが」

「そ、それはともかく！　経験豊富で【疾しつ風ぷう迅じん雷らいの魔剣使い】と名高い津守君こそリーダーをやるべきで！　この箱を空ける栄えい誉よを受けるべきでね!?　だから私、悔くやしいけど、とっても悔しいけど、ここは君に権利を譲ゆずろうと思ってるの！　わぁ！　なんて謙けん虚きよなんでしょう！　こんな先輩を持って、津守君は幸せね！　とんだハッピーボーイ！　ウルトラハッピーウハウハボーイだわ!!」

「…………先輩」

　やたらテンション高く言い続ける千紘とは正反対に、風也は冷静な態度で告げた。

「押して罠だったら嫌いやだから、オレに押し付つけようとしてません？」

「はぐわっ!?」

　強きよう烈れつな一いち撃げきを喰らったかのようによろめいた後で、千紘は、そっぽを向いて口笛を吹ふいた。

「ぜんぜんー。そんなことはー思ってませんー。欠片かけらもー。考えてなどおりませんー」

「不自然極きわまりないですよ……さっき、はぐわって言ってたし」

「……バレたら仕方ないわね」

　突とつ如じよとして開き直ると、千紘は長い髪かみを手で払って、形の良い胸を張る。

「嫌というか、爆発したら滅め茶ちや苦く茶ちや恐こわくて泣きそうだから、津守君にやってもらおうとしただけよ！」

「格好つけて言うことじゃありませんよ!?……いやまあ、別に構いませんが」

　苦く笑しようしつつ、風也は千紘の代わりに模様の前に立った。

「本当に触るの？　カザヤ。他のスイッチ探した方が良くない？」

　泉が首を傾げるのに、

「それやってる内に他の来訪者が来てしまうかもしれないし。まあ、とりあえず押してみよう。ダメだったらその時だ」

　覚かく悟ごを決めて、風也は手を伸ばした。

　掌てのひらを模様に触ふれさせて、ぴったりとくっつける。

　――刹せつ那な。箱が光を放った。

「どかああああああああああああああんっ！」

「きゃああああああああああああああああっ！」

　千紘が頭を抱かかえて蹲うずくまる。

「……ってならねえな。なると思ったのに」

　が、実際は貫が叫んだだけだったので、なにも起こらなかった。

「宗谷君!?　君、あの、あれよ!?　琴蕗さんじゃないけど、私も怒おこる時は怒るわよ!?」

「はっはっは。悪い、悪い」

　なにやってるんだよと思いつつ、風也は箱を見る。

　光は内部から零こぼれ出しているのではなく、表面を伝っていた。

　まるでチューブに液体を通したかのように、複雑な筋を通って、全体で一つの模様を浮かび上がらせている。

「なんか、ＳＦとかでよく見る、システムが起動した時みたいだな」

　風也の漏もらした感想に応こたえるように、箱が振しん動どうを始めた。

　間もなく、上半分が大きく横にスライドし、そのまま床ゆかに落ちる。

「なんだ、罠じゃなかったの。もうちょっと展開に驚おどろきが欲ほしかったわねー」

　泉が映画を観みているかのように呑のん気きなことを言いながら、箱の内部を覗き込んだ。

「……へ？　なにこれ？」

　驚いているような彼かの女じよの声に、何事かと、風也や千紘、貫もまた同じようにする。

　すると――そこに『道具』を見た。

　小さな体に、ふさふさした黒い毛が生えている。後ろからは大きくて丸い尻尾しつぽが生え、頭には二つの三角形をした耳。

　出っ張った口には毛と同じ色の鼻があり、小さな目は今、眠っているように閉じられていた。

「犬だ」「犬ね」「犬だな」「犬よね」

　四人がそれぞれ、同じ単語を口にする。

　そう。正確な種類までは分からないが、箱の中に居たのは、紛うことなき犬だった。

「生きてるのこれ？」

「ぬいぐるみとかじゃないかしら」

「それにしては生々しいですが」

「つついてみたら分かるんじゃねえの」

　風也達が話し合っていると――不意に、犬が身じろぎする。

　次いで、ゆっくりと目を開いた。大きく欠伸あくびをし、体を伸ばす。そして、

「まったく。うるさいな。ゆっくり昼ひる寝ねも出来ないじゃないか」

　こちらを見て、確かに、犬は言った。

「い……い……」

　風也は場に居た全員と顔を見合わせた上で、大きく叫ぶ。

「犬がしゃべったああああああああああああああああ！」

　広い建物内に声が反はん響きようした。

「寝ね起おきに大きな声を出さないでよ。ただでさえこっちは耳が良いんだから」

　起き上がると、犬は箱の縁に前足をかけた。よく見れば、その背には大きな翼つばさが生えている。ただし片方だけだ。

「はいはい、ちょっとどいて。出るから」

　指示されて、風也達が思わず素す直なおに距離をとると、突とつ風ぷうが起こった。

　犬が翼をはためかせながら、どういう理り屈くつか、片方だけにも関わらずゆっくりと浮ふ上じようする。そのまま箱から出ると、こちらの前に降り立った。

「……おい、犬。お前、魔獣か!?」

　貫が警戒するのに、犬は目を細めた。

「失礼だな。ワタシをそんな下等で下げ賤せんなものと一いつ緒しよにしないでよ！　あと、ワタシは犬じゃないから！」

「どう見たって犬じゃん」

　泉が断じると、犬は牙きばを剥むいた。

「じゃあ、キミんところの犬には翼が生えてんのか！　と！　ワタシは問いたい！」
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「いや……まあ、生えてないけども。グリムヴェリアの犬はそうなのかと」

「そんなわけない。ジョーシキで考えたら分かるけども？」

　ふふん、と鼻を鳴らした犬（ではないらしい）に、泉はむっとする。

「見た目可愛かわいいのに、性格は悪いっていうか、偉えらそうね、この犬」

「だから犬じゃないってのに。それにワタシはライカ！　名前がちゃんとあるから！」

　犬もどき――ライカは、抗こう議ぎするように前足で床を叩たたいた。

「ごめんね、ライカちゃん。私は御子戸千紘っていうの。宜しくね」

　千紘が自己紹しよう介かいした為ため、風也達も順番に名乗っていく。

「ん。チヒロにカザヤにイズミにトオルね。覚えたよ」

「うん、ありがとう。ところで、ライカちゃん。君がその……幻まぼろしの島へ行く為の道具、なの？」

　ライカの前でしゃがみこむ千紘。生き物に対して道具という言葉を使っていいのかどうか、迷っている様子が見てとれた。

「そう。ワタシが居なければ、幻の島への道は開かれない。なぜならワタシだけが、その為に必要な特別な力を持っているから」

「なんで、お前がそんな力を持っているんだ？」

　犬なのに、と思いつつ、風也は訊きく。

「今、犬なのに、とか心の中でつけ加えたよね」

「うぐっ。い、いや、そんなことは……」

「まあいいけど。あのね。ワタシは、ただ無む駄だにふさふさの毛を生やしているだけの可愛い生き物じゃないの。神様の遣つかいなんだよ」

「神様の、遣い？　って、グリムヴェリアの神様ってことよね？」

　千紘の確かく認にんに、ライカは頷うなずいた。

「そう。グリムヴェリア神から今回の依い頼らいの為に遣わされた存在。貴重で希少で気高く麗うるわしい者なの。理解したら跪ひざまずいて崇あがめてもいいけども？」

「誰がするか。犬に」

「わんわんわん！　だから犬じゃないっていうのに！」

　泉に対してライカが吼ほえた。

「いや今わんわんって鳴いたじゃない。犬でしょ。犬って自分で証明したでしょ」

「……別に鳴いてないし。気のせいだし。たまたまだし」

　無意識化の行動だったのか、ライカは気まずそうに目を逸そらした。

「ほーら、とってこーい」

　貫が道中で拾ったらしき棒を投げる。ライカは振ふり返かえって走ると、落ちた棒を咥くわえ、戻もどって来た。

「よし、賢かしこいぞ！」

「わん！……じゃなくて！　だから犬じゃない！　罰当てるよ!?」

　ライカが我に返ったように棒を捨てる。

「まあ、ひとまずライカちゃんが犬かどうかは置いておくとして。君が、私達を幻の島に導いてくれるのね？」

　千紘の質問に、ライカは顎あごを引いた。

「そうだよ。でも、タダ働きは嫌」

「は!?　条件でも付けるつもり!?」

　愕がく然ぜんとなる泉に、ライカは鼻を鳴らして、

「当たり前だよ。労働には相応の対価が必要。そんなの、ジョーシキ。人間でもそうなんだから、神の遣いのワタシなら当然の当然」

「うぐぐ。言ってることは間違ってないけど、なんか生意気なのよね、言い方が……」

「気持ちは分かるけど落ち着けって。それで、何をすればいいんだ？」

　泉を抑おさえつつ、風也が尋ねると、ライカは考え込むように視線を上げた。

「そーね。うーん。……ああ、そうだ。決めた」

　再びこちらを見ると、予想外のことを言い放つ。

「ワタシを地球に連れてって！」

「……へ？」

　思わず間の抜ぬけた声を上げてしまった。あまりのことに、大昔に似たようなタイトルの映画があったのをネットで見たことあるなと現実逃とう避ひ的てきな考えまで浮うかぶ始末。

「地球だよ。チキュー。キミ達、そこからグリムヴェリアに来てるんでしょ。神様から聞いてるよ」

「いや、そうだけど。でもなんで、地球なんかに行きたいんだ？」

「単純に興味があるから！　あと、せっかく神様から地上に遣わされたんだから、色々と変わった経験をしてみたいんだよ」

「ううん。その動機は良く分かるけど」千紘が顎に指先を当てて、顔をわずかにしかめる。「ただ、地球に行ける……私達からすると帰るっていう方が正しいけど。それって、来訪者しか出来ないのよね？」

「そうよ。転移石はこの世界の人間には使えないんだから」

　ポケットから取り出した石を放ほうり投なげる泉。風也達のようにグリムヴェリアに召しよう喚かんされた来訪者は、これを使うことで、元の世界に帰き還かんできるようになっている。

「ああ、その辺はダイジョブ。ワタシが誰かにくっつけば、そのまま一緒に戻れるから」

「え、なんで？」

　泉が不可解そうな顔を作った。

「神様の遣いだから」

「……だからなんで遣いだと戻れんの？」

「神様の加護を受けてるから」

「そういうことじゃなくて！　からくりを訊いてるのよ、からくりを！　どういう理屈であなたまで地球に来れるの!?」

「……。神様の加護を受けてるから？」

　しばらく考え込むような仕草をとったライカだったが、結局は同じ答えを繰くり返すだけだった。

「だーかーらー！　そういうとこの設定を！　きちんとしてくれない!?　なんかもやっとすんのよ！　作家志望的に！　きちんと決めておいてもらわないと困るんだけど!?」

　泉はだんだんと地面を何度も踏ふんで憤いきどおる。

「なんでこの子、こんなに怒ってんの？」

　一方、ライカはさっぱり意味が分からないというように、瞬まばたきを繰り返していた。

「はっはっは、気にすんな！　とにかく神様がなんとかしてくれるからライカは地球に来れるんだな。で、地球を見物してみたいのか。別にいいんじゃねえか!?」

　貫が彼らしく細かいことを全すべて抜きにして、事を受け入れようとする。

「いやいやいや。それ結構、大変なことだから。簡単に決めていいことじゃないぞ」

　とはいえ見過ごすわけにもいかないので、風也は止めた。

「ライカは異世界の住人なんだ。それが地球に来るなんてことになったら、どんな問題が起こるか。正体がバレたらどうするんだ。大おお騒さわぎになるぞ」

「ダイジョブだよ。大人しくしてるから。……多分」

「最後のがなー！　滅め茶ちや苦く茶ちや気になるなー！　小さな声で言ったのが一番気になるな」

「むー。まあ、嫌なら別にいいけど。ただ、キミ達にはついていかないよ。幻の島も諦あきらめるんだね」

　気分を害したように、体を丸めて目を閉じるライカ。

「他の条件にしなさいよ、他の条件に。ほら、地球産のジャーキーとか犬用缶かん詰づめくらいなら、もってきてあげるから」

「だからワタシは犬じゃないってのに！　いい加減にしないと噛かむけども!?」

　泉の提案にライカは尻尾を立てて威い嚇かくした。その言動自体が犬っぽいということに気付いてはいないらしい。

「……まあ、本人も気を付けるって言ってるんだし、別にいいんじゃないかしら」

　このままでは埒らちが明かないと踏んだのか、千紘が言った。

「でも先輩、何があるか分かりませんよ。神様の遣いとは言え、グリムヴェリアの住人が地球に来るなんて、オレも初めて聞きましたし」

「何もないかもしれないでしょ。もし厄やつ介かいなことが起きたら、その時は、その時。皆で協力して解決しましょう。きっと、大丈夫よ」

　断言した千紘の言葉には、不思議な説得力があった。

　根こん拠きよがないと言えばそうなのに、妙みような自信に溢あふれているというか、もしくは「ここにいる者ならなんとか出来る」という信しん頼らいがあるというか。

　だからこそ、風也も無下に出来ないところがあった。

　少しの間、逡しゆん巡じゆんしたが――やがては決断する。

「……まあ、先輩がそう言うなら。ただ、くれぐれも事件になるようなことはしないでくれよ」

「了りよう解かい、了解。神様の遣いだよ。信じてよ」

　事態が自分の都合良い方向に転がったことを察知してか、ライカは尻尾を振って、目を輝かがやかせる。

「えええええ。あたしは反対だからね!?　面めん倒どうごとに巻き込まれるのはゴメンだし！」

　泉が嫌そうな顔で、首を振った。

「安心して！　そういうことを言いながらも、皆を見捨てられず、最終的には協力してくれるのが琴蕗さんだから！」

「そうだ！　その辺が、イズミの良いところだ！　おれは好きだぜ！」

「どこで安心すりゃいいのよ!?　絶対にやんないからね!?　あたし！」

　顔を赤くして拒きよ否ひする泉。

「オレからも頼たのむよ、琴蕗。なんかあった時、お前が居てくれた方が助かる」

　風也は頭を下げた。彼女が想定外の出来事に対して機転が利きくことは、少し前に経験済みである。

「うっ……カ、カザヤまでそういうことを言う？」

「そうよ、琴蕗さんが居れば百人力よ」

「そうだそうだ、十万馬力だ！」

　更さらには風也の後ろから千紘と貫も乗っかるに至り、泉は腕うでを組んでそっぽを向いた。

　そのまましばらく、頬ほおを朱しゆに染めたまま、口を尖とがらせていたが――。

「……ああ、もう、分かったわよ。やりゃいいんでしょ、やりゃあ！」

　ついには頭をくしゃくしゃと掻かき乱みだしながら、受け入れた。

「いえーい！」

　千紘が嬉うれしそうに手を挙げたので、風也と貫も同じ動作を取る。

「うう。なんか良いように扱あつかわれているような気がするのに、断れない自分が憎にくいわ……」

　泉は額に手を当てて苦く悩のうし始めた。

「そんなことないわよ！　琴蕗さんを心から必要とするが故ゆえの行動だから！」

「その通りだぜ！　いよっ！　お人ひと好よしの日本一ッ！」

「それ褒ほめ言こと葉ばでもなんでもないわよっ！」

　泉から叱しかられ、貫は「え？　そうなのか？」と本気で驚いていた。

「なんだか分かんないけど、全員一いつ致ちってことで決まり？」

　こちらのやりとりを見守っていたライカが、首を傾かしげる。

「あ、ああ。オッケーだ。ただ、依頼の期限があるから、そんなに長居は出来ないぞ。それでもいいか？」

　風也が確認をとると、ライカは「いいよー」と軽く了りよう承しようした。

　床を蹴けると、こちらに飛びついてくる。そのまま、器用に背中に回ってしがみついた。

「この状態で転移石を使えば、ワタシも一緒に地球に戻れるから」

「分かった。でも、地球に行くって言っても、色々あるけど、なにがしたいんだ？」

「んー。なんか、楽しいとこに行きたい」

「ざっくりしてるわね。楽しいとこって言われても……私は良く分からないから、津守君達は、何か思いつかない？」

　千紘が全員に振ると、まず、貫が発言した。

「そりゃやっぱり、山だろう！　夏と言えばキャンプだ！　初心者でも登りやすいところを幾いくつか知ってるぞ！」

「やだ」

　端たん的てきに却きやつ下かするライカ。

「なんでだ!?　良いとこだぞ、山は！」

「山なんて、グリムヴェリアにもある。つまらないよ」

「地球の山は山で、いいんだぞ！　なんかこう、ぐわーっとして、どばーっとして、ずがががーんっとしててな！」

「まったくもってさっぱり魅み力りよくが理解できない」

　残念ながら自分もそう思うと、風也は胸中で頷いた。

「じゃあ、海とか？　って、そっちもグリムヴェリアにはあるか。うーん。じゃー。……ああ。プールとか！」

　唸っていた泉が手を打つ。

「ぷーる？　ぷーるってなに？」

「なんていうか。大きな湖を人工的に作ったようなもんよ。でもすごく高いすべり台とか、お互たがいに水流をぶつけ合うことの出来る道具とか、色々と他にも遊べるようになってるの」

「おお！　なんか面白そうだね。じゃあ、そこで！　決定！」

「でも夏場のプールなんて、人が多そうだな」

　それこそライカが行ったら、大変なことが起きてしまうのではないだろうか。

　という風也の抱いた危き惧ぐを、泉はあっさりと否定した。

「ああ。それは多分、問題ない。あたし、穴場知ってるから。人がゼロってわけじゃないけど、他に比べるとかなり少ないわよ。今年も友達と何度か行ってるけど、広い割にすっかすかだし」

「……それはそれで大だい丈じよう夫ぶなのか？　主に経営的な問題で」

「それは知らない。あたしらには関係ないし、いいんじゃない？」

　そう言われてしまえば、反論の余地はない。

「んじゃ、プールでいい？　場所は後でカザヤのスマホにメールで送るから。チヒロさんにも教えてあげて」

　風也が頷くと、泉は貫の方を向いて、

「不本意だけど、連れん絡らく取りにくいし、あんたにも後でアドレス教えるわ」

「おう！　これで毎日メール出来るな、イズミ！」

　貫が無む邪じや気きに笑う。

「すんな！　必要外のメール送ってきたら、速そつ攻こうで拒否するからね!?」

「分かった！　おれにとって必要な山の写真とかだけにする！」

「そういう問題じゃないわあああああああ！」

　相変わらずの二人のやりとりを横目に、風也は言った。

「んじゃ、明後日ってことだから、明日の午後から琴蕗の言ってるプールに集合ってことで。問題ないか？」

　全員が首しゆ肯こうしたのを見て、転移石を取り出す。

「よし。ということで、目的は果たしたことだし、とりあえずは帰ろう」

「ん、じゃ、また明日ね」「よろしくな！」

　泉と貫の姿が掻き消えた。転移石によって、地球に帰還したのだろう。

「オレ達も行きますか、先輩。ひとまず、人気のないところで、学校の近くにある第三公園って分かります？」

「ああ。あの、小さいところね。了解」

　互いに転移石を握にぎり――周囲が暗くなって、一いつ瞬しゆん。

　気付けば、地球に戻っていた。時刻は夕方が終わり、夜に差さし掛かかるところだ。

　目の前には、千紘が居る。加えて、

「へー！　ここが地球かー！　本当にグリムヴェリアとは全然違うね」

　本当にライカもついてきていた。彼女は風也から飛び降りると、物もの珍めずらしそうに辺りを見回す。

「ううん。こうなると、ライカが神様の遣いっていうのもマジっぽいな……」

　風也が思わず呟くと、ライカはこちらを見上げて目を細めた。

「だから言ってるじゃないの。ここにきてまだ疑う？」

「そういうわけじゃないけど。まあ、いきなりあんなことを言われてもなぁ」

　にわかには受け入れ難がたいところがある。

「地球に戻って来てるのに、言葉も通じてるし、さすが神様の関係者ね」

　千紘がしゃがみ込んで、ライカと視線を合わせた。

「先輩、犬と目を合わせると喧けん嘩か売ってると思われますよ」

「だから犬じゃないってのに！　キミに喧嘩売ってやろうか！」

　牙を見せつけるライカに風也は「悪い、悪い」と謝あやまりつつ、

「でも、地球で行動するなら、その姿は不味まずいなあ。こっちには翼が生えて喋しやべる犬なんていないわけだし」

「動画サイトに出たらあれね、バズり間違いなしね！」

　千紘がなぜか決め顔で言ってきた。

「……最近覚えたんですか。その単語」

「そうよ！　すごい？　今ってそういうのが流行はやってるんでしょ!?　私も始めてみようかしら。異世界で魔獣に喧嘩売ってみたとか、そういうタイトルで、動画配信！」

「ＰＶ数稼かせぐどころか世界を巻き込んだ事件に発展しかねないので、やめて下さい！」

　本当に実行しそうだから恐こわい、と風也は戦せん慄りつする。

　グリムヴェリアではネットが使えないのは当然のことだとして、撮とった写真や動画は地球に戻って来た時点で消えているので、不可能ではあるのだが。

　うっかりＳＮＳにでも投とう稿こうしようものなら、とんでもないことになるので、神様からの配はい慮りよだろう。

「なんの話だか分からないけど、この姿がダメっていうなら、解決する方法はあるよ」

　ライカはわずかに前ぜん傾けいし、尻尾を立てた。

「えいやっ！」

　次いで気合を入れるような声と共に、地を蹴って跳とび上あがる。そのままくるりと回ったかと思うと――眩まばゆい光を放った。

　輝きが消えた後、ライカはふわりと着地する。ただし、

「……これでどう？」

　全く違う姿でだ。

　先さき程ほどまで黒くふさふさした毛を持つ小さな犬だったライカは、一人の少女へと変身していた。

　年としの頃ころは十代前後辺りに見える。褐かつ色しよくの肌はだに、大きく丸い目と、ふっくらした頬。腰こしまで届くほどの長い髪を二つに纏まとめていて、真っ白いワンピースを身にまとっていた。

「うわ!?　え、どうやったんだ!?」

「神様の遣いなんで」

「便利だなそのワード!?」

　なんでもありじゃないか、少しずるいとさえ、風也は思った。

　ただ、ライカの頭にはまだ犬の耳と、腰のあたりからはふさふさの尻尾が生えている。

「おい、ライカ、まだ犬っぽいところが残ってるぞ」

「あらいけない。うっかりしてた」

　ライカが体を振ると、それらはすぐに消失した。

「えー、さっきの状態も可愛かったのに。まあ、これはこれでいいわね。良い子良い子してあげる」

　千紘から頭を撫なでられるのに、ライカはいやいやとするように首を振る。

「やめてよ。不敬だよ！　中身はキミよりずっと年上なんだからね!?」

「なるほど。つまりこれはあれね。ロリババアってやつね!?」

「先輩は本当、知らないところで次々と情報を吸収してますね」

　害になるものまで得ていないといいが、と心配になるほどだった。

「この姿なら、地球でも問題ないよね。というわけで、早速、カザヤの家に行こう！」

「え、なんでオレの家!?」

「だって今日はもう遅おそいよ。どこかに泊とまらなきゃ。それにワタシ、地球の人達たちがどんな暮らししているのか気になるんだよ」

「いやいやいや。それはそうかもしれないけど、さすがにうちに泊めるってのは」

　何かと問題があるだろう。特に相手は、見た目的に幼い女の子なのだ。

「じゃあ、ライカちゃん、私のところに来ない？　今なら両親もいないし、お手伝いさん達だけなら、友達の妹を預かることになったとか、適当に理由をつければ大だい丈じよう夫ぶよ」

「ん、それでもいいよ！　じゃあ、今日はチヒロのところで世話になろうかな」

　ライカの納なつ得とくした様子に、風也は胸を撫で下おろす。

　そこでスマートフォンが振動した為、画面を見ると、泉からメールが来ていた。プールの場所と最も寄より駅が記されている。

　千紘にそのことを伝えると、彼女は頷いた。

「……あ、そうだ。津守君にちょっとお願いがあるんだけど。明日なんだけどね。プールへ行く前に、ちょっと買い物に付き合ってくれない？」

「買い物ですか？　いいですけど、なに買うんです？」

「その。……水着なのよ。ほら、私、知り合いとプールに行くなんて初めての経験だから。プール自体は小さい頃、母親に連れていってもらった覚えはあるけど、もう何年も前のことでね。さすがにその時のは着れないだろうし」

「な、なるほど。分かりました。でも、オレがついていっても何も出来ませんよ。その、女性の水着のことなんて、全然知りませんし」

　なにせ、十六年の間、恋こい人びとが出来たことなど一度もないのだ。加えて姉も妹も居ない為、異性の水着選びに協力することなどしたことはない。

「いいの、それでも。水着は私が見るから。ただ、一人だとちょっと不安で」

「あ……そ、そうでしたね。すみません」

　千紘は家の事情で学校以外、ほとんど外に出ない生活を送って来た。

　最近では、風也と出で逢あったことをきっかけに色々と遊びに行ったりしているが、それでもまだ慣れないのだろう。

　加えて、彼女は家族以外の前で本当の自分を出だしてはいけないと、父親から厳しく言いつけられている。常に冷れい徹てつであれと。

　風也を始めとしたグリムヴェリアに関係する面々に対しては、様々なことがあって仮面を外して接するようになったが、それとて例外中の例外でしかない。

　一人で水着を買いになど行ったところを他の誰だれか、特に同じ高校の生徒に見られた時にフォローしてくれる人間が必要だと思うのは、無理もないことだろう。

「了解しました。オレもついていきますので」

「うん。ごめんね。ありがとう」

「じゃあ、ワタシも行こうかな！　なんか面おも白しろそうだし」

　好こう奇き心しんを剥き出しにした様子で、ライカが言った。

「まあ、そうか、君にも水着が必要だもんな。いいですか？　先輩」

「もちろんよ。一緒に選びましょうね」

　千紘が呼びかけると、ライカは顔を綻ほころばせる。

「それじゃあ、ひとまず今日のところは解散ってことで。水着を買いに行くなら、集合時間を考えて、朝の十時くらいに駅で待ち合わせを――」

　と風也が言いかけた時だった。

「あら、カザヤ！　こんなところでなにしてんの？」

　不意に聞こえてきた声に、体を竦すくませる。

　嫌な予感のままに視線を傾かたむければ――やはりというべきか、そこには、見知った顔があった。

　糊のりの効いたレディーススーツに身を包つつんだ、四十代ほどの女性だ。こちらに手を振りながら、近付いてくる。

「……母さん」

　よりにもよってここで遭そう遇ぐうするとは。風也は不運を呪のろうように天を仰あおいだ。

「え。かあさん？　お母さん？　津守君の!?」

　千紘は目を丸くして――直後に、すっと表情を消した。地球での彼女の基本モードへとシフトしたのだ。

「もう時間も遅いわよ。お母さんも仕事終わって夕飯の買い物済ませちゃったし、早く帰ってらっしゃいな。……あら？　こちらの二人は？」

　ふと気づいたように、千紘達たちを見る母親。

「あ、ああ、紹しよう介かいするよ。その、オレが通ってる学校の先せん輩ぱいで、御子戸千紘さん」

「お初にお目にかかります。御子戸千紘と申します。津守君にはいつもお世話になっております」

　硬かたい口調のまま、完かん璧ぺきな動作で一礼する千紘。

「まあまあまあ。これはご丁てい寧ねいにどうも。わたしは津守恵え美みと申します。カザヤからお話は聞いてますよ。ええと、なんだったかしら。確かあだ名があって、天上の――」

「はいはいはい！　なんでもないからなんでもないから！」

　慌あわてて風也は母親の声を遮さえぎった。千紘と知り合う前、何度か家で彼女の話をしていたことを、今いま更さらながらに後こう悔かいする。

「なによ、いきなり大きな声出して。ところでこの小さな子は？　御子戸さんの妹？　それにしては、あんまり似ていない気もするけど。というか、外国の方？」

　ライカを見る母親に、素す早ばやく千紘が説明した。

「彼女は私の従妹いとこのライカです。海外に住んでいるんですが、たまたまこちらへ遊びに来ていまして」

「あらそうなの。可愛いわねー。いくつ？」

「天地開かい闢びやくから今に至るまでずっと生きてるよ」

「は？」

「ははははは、十歳さい！　十歳だよな、ライカ！　十歳！」

　とんでもないことを言い出したライカの傍に膝ひざをつき、風也は小声で囁ささやいた。

「誤ご魔ま化かせ！　余計な騒さわぎ起こすなって言っただろ!?」

「あ。そうだった。忘れてた。ごめん、ごめん」

　頭を掻いて、小さく咳せき払ばらいし、ライカは無邪気そうな笑え顔がおを見せる。

「うん、十歳！　お兄ちゃんたちに遊んでもらってたんだ！」

「まあ、そうなの。良かったわねー。はい、飴あめあげる」

　母親から鞄かばんの中から取り出した飴あめ玉だまを渡わたされ、ライカが「ありがとー！」と子どもらしく答えて、それを口の中に放り込んだ。

「それにしても、あんたとこんな美人な子がねえ。ふううん」

　腕を組み、感心したように千紘を眺ながめる母親。

「あの。母さん？　なんか勘かん違ちがいしてない？」

「ん？　勘違い？　いやいや、べつにー？」

　と言いながらもにやにやとしていた。絶対に、なにか、大変な誤解をしている。

「御子戸さん。今日、この後、予定あるかしら？」

「え？……いえ、特には」

「じゃあ、ライカちゃんと一緒に夕ご飯でも食べにいらっしゃいな。わたし、腕を振るっちゃうから」

「いや、母さん!?　なに言ってんの!?」

　焦あせって風也は母親の腕を引き、無む理り矢や理り千紘達から離れさせた。

「あのな。別に先輩とはなんでもないから！」

「はいはい。分かってるわよ。母さん、全部分かってるから。そういう繊せん細さいなとこに余計な口出しはしないから。ただ、御子戸さんやライカちゃんにご飯をご馳ち走そうしたいなーって、ただ、それだけよ？　本当にそれだけ。うふふふふふふふ」

「全然分かってないし、絶対にそれだけじゃないしな!?」

「まあまあ、照れないの。じゃ、そゆことで」

　無理やり風也を引ひき剥はがすと、母親は驚おどろくべき速度で千紘の前まで戻る。

「ね、どう？　御子戸さんにライカちゃん。もちろん、無理にとは言わないけど！」

「え……ええ、そうですね。ご厚こう意いは有あり難がたく思うのですが、ただ、私は」

　と、千紘は体ていよく断りの文句を口にしようとした。当然だ。彼かの女じよの事情を知らない相手と長時間同席するなどということになれば、どのような不測の事態が生じるか分かったものではない。

　――が。

「はいはい！　ワタシ、いく！　お兄ちゃんのお母さんのゴハン、食べたい！」

　あろうことかそれより早く、ライカが賛成してしまった。

「お、うれしいわね！　じゃ、存分に味わってちょうだい！」

「おい、ちょっと、ライカ!?」

　なにを言いだすんだこいつは、と風也は睨にらみつけるが、ライカはそっぽを向いて聞こえない振りをしている。

「そうと決まれば我わが家やに帰りましょう。さ、向かうわよー！」

　そうこうしている内に、母親は颯さつ爽そうと歩き出してしまった。

「あのなあ、ライカ。お前は知らないかもしれないけど、先輩は色々と事情があって！」

　叱る風也に、ライカは頭の後ろで手を組んで、

「まー、まー、ダイジョブだよ。ごはん食べるくらい。ワタシ、地球の食事に興味があるんだよ」

「それなら、私の屋や敷しきでもご馳走するわよ？」

「そっちはまた明日の夜にでもね！　今日はカザヤんち！　決まり。じゃないと、幻の島に案内してあげないよ」

　言うが早いか、ライカは走ると、風也の母親の横に並んだ。

「あいつは……本当にわがままな……」

　面倒ごとを起こすなと、あれほど言ったのに、もう忘れてしまったらしい。

「すみません、先輩。まさか母さんとここで会うなんて」

「……ううん。大丈夫よ。こうなったら、お言葉に甘あまえて、ご馳走してもらいましょ」

　ほんのわずかに口元を緩ゆるめて、千紘は言った。諦めたというよりは、開き直って、状じよう況きようを楽しもうとしているようにすら見える。

「なにも起こらなきゃいいけどなぁ……」

　いささか胸がざわつく想おもいを抱きつつ、風也は呟つぶやいた。
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　父親が会議で帰りが遅くなるという連絡があったのが、せめてもの幸いだった。

　両親揃そろった席で、ライカや千ち紘ひろと共に食事をとるなど、色んな意味で落ち着いていられる気がしない。

「はい、おまたせー」

　母親は大きな皿を両手で抱かかえてもってきた。

　腕を振るう、という言葉通り、食しよく卓たくには他にも様々な料理が並んでいる。

　豪ごう華か絢けん爛らんというわけではないが、いつもよりは凝こったメニューばかりだった。

「ありがとうございます。戴いただきます」

　丁寧に一礼してから、千紘は箸はしをとる。一方、ライカは彼女を見て、風かざ也やを見て、首を傾げてから――思い切り素す手でで料理を掴つかみ取とった。

「あっつ!?」

　揚あげたての唐から揚あげであった為ため、悲鳴を上げて手を離す。

「なにしてんだよ!?」

　思わず突っ込むと、ライカは指先を口の中に突っ込みながら、少し涙なみだ目めになった。

「いや、フォークもナイフもないから、こうやって食べるのかと」

「これを使うのよ。こうやって」

　千紘が手にもった箸を指先で動かし、卵焼きをとった。ライカが感心したように眺める。

「はー。珍めずらしい道具だね。ワタシの世界にはないものだ。今度、作ろうかな」

「ワタシの世界？　作る？」

　顔に疑ぎ問もん符ふを大量に浮かべる母親。不味いと風也は取り繕つくろった。

「そ、その。ライカは外国に住んでるだろ。それで、箸とか知らなくて。作るっていうのは、なんていうか、それを広めたいってことでさ」

「ああ、そうなの。面白い表現をする子ねえ」

　納得した様子の母親に、風也は胸を撫で下ろす。

　が、見よう見まねで箸を使い、料理を食べた途と端たん、

「んー！　美味おいしいー！」

　ライカが目を丸くして、途端に頭に耳が生えた。

「わああああああああ！」

　反射的に風也はライカの頭を手で覆おおい隠かくす。

「……カザヤ？　なんか今、ライカちゃんの頭に犬の耳みたいなのがなかった？」

「そそそそ、そんなわけないだろ!?　へへへへ、変な母さんだなあ！」

「そうかなあ。確かに見えたけどなあ。ちょっと手をどけてみて？」

「いやいや、でもそれは！　それはねえ、母さん！　なんか、こう、複雑な問題で！」

「……お母様、このお料理、ソースに何か特別なものは使っていますか？」

「え？　ああ、それ？　別にそんな大げさなものでもないけど、ただ、ちょっとケチャップとマスタードを入れてね……」

　訝いぶかしげな顔をしていた母親だったが、千紘が質問を投げかけたおかげで、そちらに気が逸それた。

「せ、先輩、ナイスフォロー……」

　囁きながらそっと手をどけてみると、ライカの頭から耳はなくなっている。彼女はこちらに向かって手を合わせ、「ごめん」と声を出さずに謝った。

　気を付けてくれよ、と思いつつ、風也は席に戻もどる。しかし、

「ところで、お兄ちゃんのおかあさん、この美味しい料理はなに？」

「なにって、肉じゃがだけど。あ、そうか、外国にはないわよね」

「へー。いいねえ。地球にはグリムヴェリアにないものが沢たく山さんあるな」

「え？　ちきゅう？　ぐりむべりあ？」

　またもライカが迂う闊かつな発言をしたので、慌てる羽目になった。

「あー！　あー！　えーと！　あ、あれ！　ライカって、なんか、ファンタジー小説が好きでさー！　自分で設定作って入り込んじゃってるらしいんだよなー！」

「は？　そんなことはないけど？」

「隠さなくてもいいって！　本当！　本当に仕方ないな、ライカはー！」

　笑顔のままで風也は、ライカの耳元に口を近づける。

「ちょっとは誤魔化すってことを覚えてくれないかな!?　約束しただろ!?」

「おお。やー。すぐ忘れちゃって、ごめんねー」

　わざとらしく頭を自分でこづいてから、ライカは肉じゃがを口の中へと放ほうり込んだ。

「うん、そうなの！　ワタシ、すぐそうやって空想して、その中に入り込んじゃって！　お姉ちゃんやお母さんにも怒おこられちゃう！」

「あら。いいわね。わたしも小さい頃はそうだったわよ。そうなの、ライカちゃんはぐりむべりあっていう世界の人なのね」

「そう！　なんか、恐い魔獣とかいて、地球から来た人がそれを倒たおしてたりしてね！」

「まあまあ。色々と想像力が豊かなのね。いいわぁ」

　にこにことしながら、ライカの話に耳を傾ける母親。どうにか危機は突とつ破ぱしたようだと、風也は力無く唐揚げに添そえられたポテトを食べた。非常に疲つかれる。

「御み子こ戸とさん、どう？　お口に合っているかしら？」

　と、そこで母親が千紘に話題を振ふった。彼女は卵焼きを飲み込んだ後で答える。

「ええ、とても。お母様は、料理がお上手なんですね」

「……そう？　ありがとう」

　褒められた割に微び妙みような顔をしたのは、千紘の口調と表情のせいだろう。

「母さん、先輩はちょっと、なんていうか、感情表現が苦手な方でさ。でも、言葉に嘘うそはないから」

　風也が説明すると、「あー。そういうこと」と頷うなずいた。

「申し訳ありません。本当に美味しいとは思っているのですが」

「いいのよ、そんなの。嬉しいわ。でも、学校とかで大変じゃないかしら？」

「いえ、もう慣れましたから。それに今は、津つ守がみ君と仲良くして頂いていますし」

「そう、うちの愚ぐ息そくが少しでも役に立ったのであれば、何よりよ」

「少しだなんて、とんでもありません。津守君にはいつもたふぇるるふぇらりふぇ」

　いきなり千紘がバグったので、ぎょっとして風也は彼女の方を見た。

　ライカが、千紘の頬をつねって引っ張っている。

「おい、なにしてんだ、ライカ!?」

　急いで手首を掴んで離すと、ライカは怪け訝げんな顔を向けて来た。

「いや。なんかお姉ちゃんが気持ち悪い感じになってたから、どうかしたのかなと思って」

「き、気持ち悪いってなんだよ、いつも通りだろ？」

「えー。そんなことないよ。だって、ワタシと会った時は割とテンション高い感じだったじゃない。なんでいきなり変わったの？　趣しゆ味み？」

「どんな趣味だよ!?」

「んん？　カザヤ、御子戸さんはいつも、今と違ちがう感じなの？」

「いやいやいやいやいやいや！　そうではなく！　なに言ってるんだろうな、ライカは！　また訳の分からないことをなー！　言ってるなー！」

　やっぱり千紘とライカを母親に会わせたのは失敗だったかもしれない。そんな想いに全身を貫つらぬかれる風也だった。

「……お母さんにはさっぱり意味不明だけど、ま、色々あるのね。深くは詮せん索さくしないわ。それよりも気になってることがあるんだけど」

　食卓の上に手を置いて、母親はこちらに身を乗り出してくる。

「カザヤ、御子戸さんとはお付き合いしているの？」

「うぉい!?　そういう繊細なところには余計な口出ししないって、ついさっき言わなかったっけ!?」

　突とつ然ぜん過ぎて、風也はつい椅い子すから立ち上がってしまう。

「いやー、そう思ってたんだけどねー。どうにも気になって気になって」

「そういう無神経なことすると、本当、反はん抗こう期きに入るからな!?　口も利かなくなってやるからな!?」

「入れるもんなら入ってみなさいよ。お母さん、そういうの一回経験してみたいわ」

　こちらの攻こう撃げきをさらりと受け流して、母親は千紘の方を見た。

「それで、どうなのかしら、御子戸さん！」

「…………え、と」

　千紘の表情は変わらない。が、ほんのわずかではあるが口元と目がひくついていた。

　完全に動どう揺ようしている証しよう拠こだと、風也には分かる。

「津守君とは、先せん輩ぱい後こう輩はいの関係……というだけではありませんが。その、友達で……でもただの友達というわけではなく……なんと言いますか」

　慎しん重ちように言葉を選んでいるかのように、言いい淀よどむ千紘。母親だけでなく、こちらまでドキドキとしてきた。

「とにかく……大切な人であることは確かです。その。すみません」

　これ以上はなんとも言えない、ということを示すように頭を下げる千紘。

　母親はしばらく黙だまり込んでいたが、やがて、席に戻った。

「――よし！　分かった！　御子戸さん、食事も大体終わったし、お風ふ呂ろが沸わいているから、ライカちゃんと一いつ緒しよに入ってきなさいな！」

「え？　でも、いいんですか？」

「遠えん慮りよせずに、さあさあ、さあ！」

「地球のお風呂？　楽しそう！　行こう！」

　ライカが千紘の手を引っ張る。わずかに戸と惑まどっている様子を見せた千紘だったが、

「分かりました。では、ご厚意に甘えます。ありがとうございます」

「ん。お風呂はね、食卓を出て廊ろう下かを真まっ直すぐ行って、左に折れたところだから。タオルは洗面所の上に新品のがあるから、それ使ってね」

　母親の指示に頷き、「失礼します」と立ち上がると、千紘はライカと共に食卓を去っていった。やがて、二人が風呂へと続く扉とびらを閉める音がしたすぐ後。

「カザヤ。あれね。今、物もの凄すごく微妙な関係なのね」

　それを待っていたように、母親が口を開いた。

「あの。なんか誤解しているようだけどさ、母さん」

「誤解じゃないわよ。少なくともあんたは御子戸さんのこと、好きでしょ」

「…………えーと」

「隠さなくても分かるわよ。ちょっと前からあんたの様子が変だったし、そこにきてあんな子がいたら、明らかだって。母親を嘗なめんじゃないわよ」

「別に嘗めてたわけじゃないんだけどさ。というか、高校生にまでなって、母親に恋れん愛あい方面の話されるの、すごい恥はずかしいんだけど……」

「お母さんは、とっても楽しいけど!?」

　知らんがな、と風也は残った唐揚げを齧かじった。

「ただ、御子戸さんはあれね。迷ってるわね」

「迷ってる？」

「詳くわしいことまではお母さんもさすがに分からないけどね。自分の気持ちにどういう結論を出せばいいのか、そこがまだ判明してないって感じ」

「それは……ええと、オレを好きか嫌きらいかっていう……？」

「多分、そういうことじゃないわ。そっちとはまた違う、自分の問題でしょうね」

　いまいち、母親の言わんとすることが読めなかったので、風也は眉まゆを顰ひそめた。

「ま、今はあんまり追求しない方がいいわね。後、あんたも焦って告白とかしないこと。上手うまくいくものもいかなくなるわ」

「なにを知ったようなこと言ってるんだよ。先輩のこと、ほとんど何にも話してないのに」

「なんとなく分かるわよ。あんたより何十年も長く生きてるんだから」

　当たり前のことであるように肩かたを竦められ、そういうものだろうかと風也は唸うなった。

「来きたるべき時が来たら、その時はあんた自身もちゃんと考えて、行動しなさい。お母さん、応おう援えんしてあげるから」

「……別にいいよ」

「あと、お父さんには内ない緒しよにしていてあげるから」

「それは本当に頼たのみます」

　割と切実に願う風也。

　それからしばらくして。扉の開く音と共に、誰かの声が聞こえて来た。

「いやー！　風呂ってものに初めて入ったけど、狭せまいことを除けば快適だねー！　すっきりしたー！」

　どたばたという足音と共に、ライカが食卓へ姿を見せる。

　ただし――全ぜん裸らで。

「ちょ……おい!?　なんて格好だよ!?」

「なんて格好って？　服を着ていないだけだけど？」

「それが大問題なんだよ！　一番の！」

「別に外じゃないからいいと思うけども？」

「お前は良くても、オレが困るんだよ！　色々と！」

　幼い見た目とは言え、さすがに直視しては不味いのではないかと、風也が目を逸らそうとしたその時。

「こら、待ちなさい、ライカ……」

　あろうことか、バスタオルを一枚巻いただけの千紘が、追いかけて来た。

「服を着なければ、ダメでしょう」

「えー？　なんで？　こっちの方が涼すずしいのに」

「恥じらいというものを持ちなさい。それは地球もグリムヴェリアでも関係のない問題でしょう。それに人の家でだらしない格好をするのは――」

「せ、先輩……」
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　咄とつ嗟さの行動で自分の状態に気付いていないらしき千紘に風也が声をかけて、彼女がこちらを向いた時。

　はらりとバスタオルが落ちて、千紘の肢し体たいが露あらわになった。

「……あ」

　完全に目に映る一糸まとわぬ姿に、ラッキーとか、やったー、とか喜ぶ前に、風也は全身が硬こう直ちよくする。それは千紘も同じだった。現実を受け入れられないのか、目を丸くして微び動どうだにしなくなっている。

「あらまあ。青春ねえ、あんた達」

　母親の、どこか楽しむかのような声だけが、食卓に響ひびいていった。




「……本当にすみませんでした」

　波は瀾らんの食事を終えた後。風也は千紘を屋敷まで送る道中で、何度目かの謝罪の言葉を口にした。

「もういいわよ。その。迂闊だったし。あれは事故ってことで」

　千紘が軽く咳払いをする。薄うす闇やみの中でも、わずかに頬ほおが赤くなっているのが見えた。

「ただ、なんていうか、早めに記き憶おくから消してもらえると助かるわ」

「……努力します」

　多分、そう簡単には無理だろう。理性と欲求との激しい闘いになるなと、風也は確信した。

「それにしても、やりたい放題やって、結局こうなんだからな、こいつは」

　ため息交じりに、風也は後ろを見る。そこには、こちらに負ぶわれた状態のライカが居た。

　そろそろ帰ると言う段階になって、うとうとし始めたかと思うと、あっという間に寝ねてしまったのだ。

「まあ、おなか一いつ杯ぱい食べて、お風呂まで入ったんだから、そうなるのも無理はないわよ」

「そうかもしれませんけど、仮にも神様の遣つかいなのに、この体たらくっていいんですかね」

「神様の遣いだからかもしれないわよ？　ほら、ああいうヒト達って、基本的に自じ由ゆう奔ほん放ぽうだから」

「……あながち間ま違ちがいではないかもしれませんが」

　色々な方面から怒られそうだなと、風也は思った。

　そこでふと会話が途と切ぎれ、無言の時が続く。

　陽ひが落ちても未だ気温は高く、むわっとした湿しつ気けが不快指数を上げていた。

　だがそれでも遠くの方で小さく虫の鳴く音が聞こえ、季節が少しずつ移り変わろうとしているのを知る。

　同じような日々が繰くり返かえされているように見えて、時は少しずつ過ぎ去り。

　感じることのできないくらいゆっくりと、自分も世界も変化していく。

　そんなことを思ったから、というわけではないのだが。

「すみませんでした、先輩」

「だから、もういいってば」

「そうじゃなくて。……母親が変な勘違いをしてしまって。その。オレと先輩が……えーと、そういう関係だって」

「あ……ああ、うん、そっちのこと」

　今更ながら、夕食の席であったことを話す気になった。

「うちの母親、昔からああで、人の恋愛話とか大好きでして。父親とも大だい恋れん愛あいの果てに結けつ婚こんしたんだって、酔よっぱらったら延々と話すくらいで。悪気はないと思うんですが、不ふ愉ゆ快かいに思われたんだとしたら、すみませんでした」

「別に、不愉快なんかじゃないわ。津守君との関係がそう思われたんだとしたら、私もうれ……」

　言いかけて止め、千紘は自分の口を手で塞ふさいだ。

「う、うれ？　うれ、なんですか、先輩……？」

　その後に続く言葉など、嬉うれしい、ということしかない気がする。風也は鼓こ動どうが高鳴るのを感じながら、尋たずねた。

　が、千紘は咳払いして、短く答える。

「なんでもないわ」

「え、でも、さっき……」

「なんでもないってば。ね、もう気にしないでいいから」

　強ごう引いんに断たち切きられてしまったので、それ以上は追及できず、風也は「はあ……」とだけ返した。

　その後、何かを誤魔化すように、千紘は訊きいてくる。

「津守君こそ、どうだったの。……嫌いやじゃなかったの？」

　その、どこか怯おびえているような様子を不思議に思いつつも、風也は急いで口を開く。

「そんなの、もちろん、嫌なんかじゃなかったですよ！　だってオレは先輩が……」

　が、咄嗟に言いかけて、やばいと思って、口をつぐんだ。

「先輩が？　なに？」

　千紘は顔を覗のぞき込んでくる。緊きん張ちようと期待がない交ぜになったような表情だった。

「せ……先輩が嫌いじゃないというか、そんなアレで、えっと、なんていいますか」

　焦しよう燥そうのあまり、上手く言葉が出てこない。

「……ひとまず、嫌ではなかったです。はい」

　かろうじてそれだけを口にできた。すると千紘は顔を俯うつむける。

「そ、そうなんだ。……そう」

　その、意味がありそうで、なさそうで、だがやっぱりありそうな反応に、風也はどうしていいのか分からなくなってきた。と、

「へー。カザヤとチヒロは愛し合ってるんだ」

「いひゃい!?」「うひあ!?」

　そこで不意打ち気味に第三者から言われた為、二人揃って奇き妙みような声を上げてしまう。

　いつの間にかライカが起きていた。彼女は風也から降りると、こちらを見上げて口元を緩める。

「そ、そんなことは、ないぞ!?　そうだぞ!?　ね、ねえ、そうですよね、先輩！」

「そ、そうよ、その通りよ、間違いないわ！　まったく、どこをどうやったらそう思えるのかしら、さ、さ、さ、さっぱり理解できないわねえ！　おほほほほほ！」

　二人で協力して、ライカの言葉を否定するが、彼女は目を細めてにやにやするだけだ。

「あ、そー。そうなんだ。へー。分かったよ」

　いつの間にか生やしていた尻尾しつぽを、ぱたぱたと振った。どう考えても、面白いものを見つけたというような顔だ。

「やぁ、明日が楽しみだなぁ、はっはっは！」

　朗ほがらかに、だがその真意に不ふ穏おんなものを孕はらんでいるかのような口ぶりで笑いながら、ライカは前を歩いていった。不安で仕方ない。

「……なんかするつもりじゃないだろうな、あいつ」

「杞き憂ゆうであることを祈いのるばかりね」

　風也は千紘と顔を見合わせて、ため息をつくのだった。




　次の日――。風也はプールへ行く前に駅で千紘、ライカと待ち合わせて、水着を買いに衣服の量りよう販はん店てんへと向かうことになった。

「先輩、昨日はあれから、ライカがなんかしませんでした？」

　気にかかったことを確かく認にんすると、幸いにも千紘は首を横に振る。

「大だい丈じよう夫ぶ。帰って簡単に事情をでっちあげてからは、ずっと私の部屋に居たから」

「そうですか。良かったです……」

「失礼だね、キミは。人を問題児か何かのように」

　ライカがこちらを見上げて頬を膨ふくらませた。

「昨日の一連の出来事を踏ふまえて、君が問題児ではないと言い切れる奴やつがいたら、そいつはとんでもなく懐ふところが広いと思うんだけどな？」

「いやー！　地球ってなんか、変なものが沢山あるねー！」

　こちらの指し摘てきには答えず、ライカは周囲の景色に歓かん声せいを上げる。誤魔化しているのは明らかだった。

「まったく。今日こそ大人しくしてもらわないと困るんだけどな」

「どうでしょうね。むしろ拍はく車しやがかかる可能性の方が高いと思うわ」

　千紘の分ぶん析せきには頷かざるを得ない。注意して見守ろうと風也は気を引き締しめた。

　駅近くにある大型量販店に入り、水着が売っている三階へと向かう。

「うわっ、なにこれ、階段が自動的に上がる！　どうやって使うの!?」

　が、その前にライカがエスカレーターを前に、警けい戒かいし始めた。

「どうやってって。タイミングを見計らって、段に足を乗せればいいんだよ」

「どういう時に!?　どうやって!?」

　なんとなくやっていることを、改めて問いかけられると、どう答えていいか分からなくなる。

「……自分の判断で、思い切って？　としか言いようがないですよね、先輩」

「まあ、そうね。ここだという時に、飛び込めばいいわ」

「な、なるほど。よぉし。やるよ……やるよぉ……」

　大げさに構えながら、じっと待機するライカ。緊張に顔が引きつり、普ふ段だんの少し偉えらそうな態度も鳴りを潜ひそめているので、どこか微ほほ笑えましくすら思えた。

「とぅっ！」

　気合の声と共に、往年の特とく撮さつヒーローよろしく勢いよくジャンプしたライカ。

　しかし、彼女の足はエスカレーターの段を踏むことなく、その端はしっこにかかった。

　そのまま、ずるっと滑すべり、がんっと倒れて額をぶつけ、うぃーんと上まで運ばれていく。

　あまりに見事な一連の出来事に、手を貸すことすら忘れて見つめていた風也達たち。

「う……う……」

　ライカはやがて、呻うめくように言って、床ゆかに手をついて立ち上がると、

「嘘じゃないか――ッ！　バカ――ッ！」

　涙目でこちらに叫さけんできた。あまりにショックだった為か、頭と尻しりから耳と尻尾が出ている。

「嘘じゃない！　お前がタイミングを見誤っただけだろ!?」

　風也と千紘は急いで二階まで上がる。

「あと、誰だれもジャンプしろとは言っていないわ」

「飛び込めって言ったよ!?」

「比ひ喩ゆ表現よ。おでこ大丈夫？」

　千紘がライカの前まえ髪がみを掻かき上あげて確認した。赤くなってはいるものの、血などは出ていない。

「それよりライカ、耳と尻尾。出てるぞ」

「そんなの些さ細さいな問題だよ！　ワタシ、神の遣いなのによくも騙だましたね!?」

「だから騙してないって。それに人目があるから！」

　説得すると、ライカは頬を膨らませたままで、耳と尻尾を消した。

「うー。もういい。カザヤに抱だっこしてもらうから」

　よほどトラウマになってしまったらしい。ライカはエスカレーターに近付きもせず、こちらに飛びついてきた。

　仕方なく風也はそのまま、千紘と共に三階へ移動する。

「地球にはなんて恐おそろしい兵器が存在するんだ……ちゃんと神様に報告して、グリムヴェリアの人間達が作ろうとしたら、天てん罰ばつを与あたえないと。こんなものを放置しておいたら、いずれ天に届く自動階段とか作りかねないよ」

「現代版バベルの塔とうね」

　千紘が冷静に告げた。が、肩がわずかに震ふるえているところを見ると、笑いを我が慢まんしているらしい。とてつもなく長いエスカレーターを見たライカ達が、遥はるか上空で怯えている様子を想像したのかもしれない。

　三階につくと、目の前が売り場だった。色いろ鮮あざやかな水着が飾かざられている。

「先せん輩ぱい、どんなのが欲ほしいんですか？」

　売り場に入ってから風也が尋ねると、千紘は無表情のままで首を傾かしげた。

「さぁ。出来るだけ目立たないようなものの方が、いいんだけど」

　プールに行った時、誰かに見つからないようにということだろう。

「だったら、黒とか茶色とか、シックな物の方がいいかもしれませんね。後は学校のスクール水着みたいに、紺こん色いろっぽいの……とか……」

　言いかけた風也の脳のう裏りに、学校指定の水着を着た千紘の姿が思おもい浮うかんだ。スタイルの良い彼女には、素っ気ないデザインのものでも、いや、そうだからこそ、妙みようなギャップで色気が出る気がする。

　残念ながら学年が上の為、学校では千紘と体育の時間が一緒ではなく、その御姿を拝見できてはいないが――。

　そこは、青春真っ盛りの男子高校生たる妄もう想そう力。瞬しゆん時じにリアルに想像できた。

　結果、

「……尊い……」

　そうしなければ想いが溢あふれ出でてしまうとばかりに、風也は口元を手で押おさえて、陶とう酔すいする。

「どうしたの？　津守君」

「……はっ。あ、いえ、なんでもありません。先輩のスクール水着が……というわけでは、もちろんなく！」

　誤ご魔ま化かそうとして、割とはっきり言ってしまった。すると、千紘は切れ長の目でこちらを見て、

「昨日、私の裸はだかを見ておいて、今いま更さら水着くらいで興奮してたの？」

「ええ!?　い、いえいえ、そんなことはないですよ!?　それにあの、昨日のは事故というやつで、わざというわけではなく！　とっくに記憶からは消去しましたしあの！」

　嘘だった。ばっちり脳内の記録媒ばい体たいに保存済みの上、ロックまでかけてある。

「……冗じよう談だんよ。そこまで慌あわてなくてもいいのに」

　ほんの少しだけ笑う千紘。風也は全身の力が抜ぬけそうになった。

「勘かん弁べんして下さいよ……」

　ただ、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな千紘も良いが、今のように演技中にも関わらずつい感情が漏もれてしまう彼かの女じよもまた素す晴ばらしいなと、改めて確認するのだった。

「ごめん、ごめん。ね、これなんか、良いんじゃないかと思うんだけど」

　千紘は一枚の水着を手にとった。黒を主体にしたワンピース型のものだ。

「ああ、いいですね。でも、もう少し飾り気けがあってもいいような」

「そう？　ただ、あんまりフリフリっていうのもねえ。こっちはちょっと露ろ出しゆつ気味だし」

「それくらい、水着なら普ふ通つうだと思いますが」

「え、そうなの？　今の子ってこんなに過激な水着を着てるの？」

　今の子、という言い方が、高校生の千紘には不似合いで、風也はつい吹ふき出だしてしまった。

「先輩だって今の子じゃないですか。大丈夫。先輩なら似合いますよ」

「……でも、いやらしくなったりしない？」

「どっちかというと健康的に見える気もします」

「そうなのかしら。判断に迷うところね」

　二着を手にとると、千紘は両方をこちらに見せて来た。

「ね。その。……津守君は、どっちが良いと思う？」

「へ!?　あ、え、ええと、そうですね」

　突然に振られて驚おどろいたものの、風也は必死に吟ぎん味みした。一方は大人っぽいが少し地味で、一方は可愛かわいらしいが子どもっぽくもある。

　が、正直なところを言えば、どちらも千紘には似合うだろう、というのが結論だった。

　大人っぽい方は言わずもがなだが、可愛らしい方も、それはそれで良い気もする。

「うーん。ううーん。うううううーん」

　悩なやむ。悩み過ぎる。決めかねる。どちらの水着も身にまとった千紘を見てみたかった。

「……津守君が着るわけでもないんだから、そんなに迷わなくても」

「いや！　これはそういうことじゃないんですよ！　むしろオレの水着よりも重要なことでしてね！　運命の岐路というか、人生の命題というか！　エンディングの分かれ目的なアドベンチャーゲームの選せん択たく肢しを前にした時の気分と言いますか！」

「分かったような、分からないような」

　千紘は眉み間けんに皺しわを寄せて、首を傾げた。

「いえ、今のは忘れて下さい。ただのオタクの発想です！　そうですね……んんん」

　逡しゆん巡じゆんしていた風也だったが、ここはひとつ、目立たないものを、という千紘の意見を取り入れることにした。

「……よし！　こっち、ですかね！」

　大人っぽい方を指差す。千紘は頷いて、違う方を棚たなに戻そうとした。

「こっちね。分かった」

「……ああ!?　待って下さい。ただ、こっちはこっちで色を変えれば目立たずかつ可愛らしいという一石二鳥的な気がしますし!?」

「じゃあ、こっち？」

「いや！　でも、さっきの方はさっきの方で王道的な良さがあるといいますか！　昨今、変化球的な物が増える中、ストレートさも見直されてきていますし！」

「じゃあ、こっちね」

「でもですね!?　変化球は変化球で時代に革命をもたらしてきたこともあって、ないがしろにしてはいけないと思うんですよ！　批判を覚かく悟ごで常識を覆くつがえす、そういった行こう為いが後の輝かがやかしい未来を築き上げるとオレは思う訳でして！」

「……水着の話よね？」

　そういえばそうだった。我を忘れて、妙な方向に考えが傾かたむいていた。

　風也は、いかんいかんと頭を振り、原点へと戻ることにする。

「じゃあ、こっちで！」

　やはり大人っぽい方を選せん択たくした。

「うん。分かった。じゃあ、ちょっと試着してみるわね」

　振り返って、試着室へ向かおうとする千紘。

　風也はそこでふと冷静になって、思わず顔を背そむけた。

（あれ……っていうか、これって、なんか、あれだな。カップルでデートの時に着る水着を選びにきた的な!?　そういうイベントの感じ!?）

　まさか千紘とそんなことが出来るようになるとは。異世界万ばん歳ざい。グリムヴェリア最高。

　心の中で、大勢の自分が、旗を振って歓声を上げているイメージが浮かんだ。

「おーい、待って待って、チヒロ！」

　そこでライカが走ってやってきた。途と中ちゆうから姿が見えないと思ったら、店内を歩き回っていたらしい。

「こっちも着てみて。すごいから！　ワタシじゃ無理だから、着て見せて！」

「……別にいいけど。なにかしら」

　髪かみを指先で掬すくい上げながら、千紘がライカの前でしゃがみこむ。

「これだよー！」

　ライカが手に握にぎった水着を出した瞬しゆん間かん。

「ぼぶふっ」

　無意識的に、風也は吹き出していた。千紘もその場で完全に固まっている。

　何故なぜなら、ライカが持ってきたのは、超ちよう過か激げきなビキニだったからだ。

　本当に衣服の類たぐいなのか、と思うほどに布面積が小さい。ほとんど紐ひも同然だった。

　どうして一いつ般ぱん的てきな店にこんな物が売っているのか、店員に激しく問とい質ただしたい気持ちになる。

「ねー。すごいよね。ワタシが着たいって言ったら、店員がダメってさ。しょうがないから、チヒロに試ためしてもらおうかって」

「い、いや、ライカ、さすがにそれは……」

　風也は顔を引きつらせながら、止めに入る。

「えー、なんで？　お店に売ってるってことは、こういうのが地球じゃ普通なんだよね？」

「人の好みはそれぞれだけど、スタンダードって意味では多分、違うと思う！」

「そうなの？　でも着て欲しいなあ。ねえ、チヒロ、着て！」

「あの。でもね、ライカちゃん」

「着てみて着てみて着てみて着てみて着てみて――ッ！　ウワ――ンッ！」

　千紘の言葉を遮さえぎるくらいの大声を出して、床の上で仰あお向むけになり、じたばたと暴れるライカ。

「こ、こんな時だけ子どもぶる！　卑ひ怯きようだぞ!?」

　風也は狼ろう狽ばいした。周囲の客が、何事かとこちらを注目し始めたからだ。

「なに言ってるかわかんなーい」

　舌を出しながら、ライカは体を起こした。

「ね、一回だけだから！　一回だけだから着てみて！」

　手を合わせて懇こん願がんするライカに、千紘は目を泳がせる。

　が――やがて、根負けしたように、ため息をついた。

「……一度だけよ」

　その答えにライカは目を見開き、尻尾を出して左右に振る。風也は急いで、シャツの上に来ていた上着を彼女の体に被かぶせた。

　試着室に入り、カーテンを閉めて、しばらく。

　あの中で千紘が服を脱ぬいでいるのだと思うと、落ち着かず、風也は目が泳ぐのを感じた。

　そして――数分後。カーテンが、開かれた。

「……ど、どう？」

　千紘が緊張している様子で、こちらに姿を見せる。

　犯罪的かと思えるほど小さい水着が、千紘の完かん璧ぺきとも言えるほどの体つきを、申し訳程度に隠かくしていた。

　不思議なことに、だからこそというべきか、下手をすれば裸よりエロチックに見える。

　演技しなければという意識より、恥じらいの方が勝ってしまったのだろう。千紘は白い肌はだを赤く染めながら、己おのれの体を少しでも隠すように、胸と腰こし辺りに腕うでを当てていた。

　が、それでも十分なほど、いや、寧むしろそうすることで、余計に妖よう艶えんな雰ふん囲い気きが醸かもし出されている。

「は……はい。あの」

「……あの？」

　控ひかえめにいって、超ちよう絶ぜつド級に最高です。そう言いたい。

　が、なんとなく、抵てい抗こう感というか、躊躇ためらいのようなものがあって、風也はこう呟つぶやくので精いっぱいだった。

「……良いと思います」

「そ、そう。うん。ありがとう」

　千紘も絞しぼり出すように返答する。なぜか非常に気まずい空気が流れた。

「おー！　すごいねー！　へー！　こんな風になるんだー！」

　が、それをぶち壊こわすように、千紘の水着姿を頭の上から足先まで眺ながめた後で、ライカが元気良く言った。

「痴ち女じよみたい！」

「お前が着せたんだろ!?」

「え、いやあ、そうなんだけど。いざ実際に見ると、そんな感じで。外でこんなの着てたら、変態さんみたいだね」

「海とかプールでしか着ないからな!?　日常生活では着る人いないからな!?」

　風也は千紘の方を向いた。フォローしなければと思ったからだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、すごく綺き麗れいです、先輩！」

「…………はい」

　が、既すでに千紘は蹲うずくまり、顔を両手で覆おおっているところだった。

「はい。もういいです。その辺りでいいです。なにも言わないで下さい……」
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　滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしがっている。現状ここには風也とライカしかいないということもあるだろうが、仮面など、どこかに行ってしまったようだ。

（この先輩は先輩で可愛いな……）

　場ば違ちがいな感想を抱いた風也だったが、そんなことを考えている場合ではないと、急いでカーテンを閉めた。

「あの。先輩。やっぱり、さっきオレが決めた水着にしましょう」

「……そうね、そうする」

　小さな声で答え、千紘は再び着替え始める。

「えー。さっきの方が良かったのに」

「君は少し大人しくしていなさい」

　不満そうなライカに言い聞かせると、彼女は口を尖とがらせた。

　しばらくしてから、千紘が試着室から出て来た。手には例の紐ではなく、ごく普通の水着をもっている。

「うん。サイズも合ってたから、これにするわ」

「分かりました。後はライカの水着ですね」

　紐水着を元あったところに直したところで、折よく女性店員が通りかかった為ため、風也は声をかけた。

「すみません。子ども用の水着はどこにありますか？」

　店員はライカの方を見て微笑むと、こちらへどうぞ、と案内を始める。

　ついていくと、ライカも着ることが出来そうな水着の集まったコーナーへと来た。

「わー！　地球の水着は種類が豊富だな！　どれにしようかな！」

　嬉しそうに水着を選び出すライカを、店員が見守る。

「可愛らしいお子さんですね。妹さんですか？」

　と、こちらに話しかけてきたので、風也は答えようとした。しかし、

「んーん。違ちがうよ。ワタシは神様の遣いだから」

「へ？」

　水着を手に取りながら、何気なくライカが言ったので、店員は目を丸くする。

「ああ、いや、違うんですよ！　この子はえっと、なんていいますかその！」

　動どう揺ようのままに訂てい正せいしようとしたせいか、風也はとんでもないことを口走ってしまった。

「オレ達の、子どもです！」

　店員が彫ちよう像ぞうのように停止する。割と大きな声で言ったので、店内中がざわめいた。

「…………津守君？」

　背後からの千紘の声に振ふり向むく。彼女はわずかではあるものの、いきなり目の前に宇宙人が現れて盆ぼん踊おどりを始めたかのような、ひどく奇妙な物を前にしたかの如き戸と惑まどいを見せていた。

　そこでようやく、風也は自分の大きな間違いに気付く。

「ああ!?　いや、違う、そうじゃなくて！　子どもじゃなくて、妹でもなくて！　あのですね!?」

「……いえ、お気になさらずに。お客様の御事情に踏み込むような真ま似ねは致いたしませんので」

　すかさず営業スマイルを見せてくる店員が、逆に恐こわい。

「そうじゃないんです！　あの、ほら、ライカもなんとか言えよ!?」

「この水着はどうかな？　パパー？」

「無む邪じや気きに呼ぶなああああああ！」

　完全に面おも白しろがっている様子に、風也は全力で叫んだ。

　……結局、それから店員の誤解を解くのに、長い時間が必要だった。




「や、チヒロさんにライカ、それにカザヤ…………なんか、疲つかれてない？」

　待ち合わせ場所である駅に着くと、出で迎むかえた泉いずみが眉を顰める。

「ちょっと、色々あってね……」

　あまり思い出したくない。風也は額に手を当てた。

「ライカ、あなた、なんか余計なことしたんじゃないでしょうね」

　泉から追及されると、ライカは口笛を吹く。

「別にー。カザヤが迂う闊かつなことして、あたふたしてただけ」

「誰のせいだよ！　お前、もう本当、金輪際、神様関係のことは言うな！　言ったら、グリムヴェリアに即そく帰き還かんさせるからな！」

「わかりめぇしとぅわー」

　無む茶ちや苦く茶ちやふざけた口調で、ライカは了りよう承しようを告げて来た。多分、分かっていない。

「まあ、これから遊びに行くんだから機き嫌げん直せよ、カザヤ！　ほら、プロテイン飲むか!?」

　貫とおるが、手にもっていた紙コップを渡わたしてきた。

「遠えん慮りよしとく。というか、なんでプロテイン？」

「夏と言えばスイカ、素そう麺めん、麦茶、そして、プロテインだろ!?」

「聞いたことねーわよ。最後に超ちよう違い和わ感かんあるもの無理やりぶちこんでくるな」

　泉から突っ込まれたが、貫は「えー！　なんで？　うちではずっとそうだぞー!?」と本気で驚いている様子を見せていた。かなり独特の家庭環かん境きようにあったようだ。

「ところで、宗そう谷や君。君、ひょっとして泳げないの？」

　千紘が意外そうに言った。前回、色々あってから、風也達と遊びに行く時等には素の自分を見せることに決めた為、今の彼女はグリムヴェリアにいる時と変わらない。

「ん？　ああ、これか！」

　貫は肩かたに鞄かばんと一いつ緒しよに担かついでいた浮き輪わを見た。

「そうだ！　おれ、昔っから泳ぎは全然ダメでよ！」

「へえ。運動神経良いから、スポーツならなんでもいけるのかと思ってたわ」

「はっはっはー！　トオル、あんたにも弱点があったのねー！　いやー、泳げないとは！　泳げないとはねー！　いやぁ、山登りばっかりしてるから、そんなことになんのよ！」

　やけに嬉しそうに、泉が貫の腰辺りを叩たたく。

「そういう琴こと蕗ぶきは泳げるのか？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態度を見て、風也が尋ねた。

「…………」

「ん？　どうした？」

「……まあ、そんなことはいいじゃない」

　あ、これ、泳げないやつだ。明らかに、気まずそうに視線を逸そらしたのを見て、風也は悟さとった。

「泳げないのに、泳げない人をからかっちゃダメよ、琴蕗さん」

　もっともな千紘からの注意に、泉は焦あせったように、

「ち、違うわよ！　別に泳げないわけじゃなくて！　ただ、その、なんていうか！」

「なんていうか？」

「……息いき継つぎが出来ないから、十メートルくらいで限界になるだけで」

　風也は千紘と顔を見合わせた。

「……まあ、泳げないとは言わないけども」

「泳げるとも言わないんじゃないかしら……？」

「少なくとも人を馬ば鹿かに出来るようなものじゃないよね」

　ライカが最後に乗っかる。残念ながら、正論ではあった。

「そ、そんなことないし！　少なくとも浮き輪を使ってる奴よりはマシだし！　ね、ねえ、トオル！　あんた、ほら、あれでしょ！　泳ぐことも出来ないんでしょ!?」

「おう、そうだな！」

　なぜか自信満々に胸を叩いて、貫は告げる。

「せいぜいが、千メートルくらいしか泳げん！」

「……いやいやいやいやいや！　いやいやいやいやいや！　泳げるじゃん!?」

　それを泳げないというのなら、大たい抵ていの人間はそのカテゴリに分けられてしまうはずだ。

　風也が突っ込むと、貫は不思議そうにして、

「でも、おれの父親や、部活の先輩は、二、三キロは余よ裕ゆうなんだぞ!?」

「そ、そもそもスペックの次元が違い過ぎるわね!?　お父様はともかく、宗谷君の周りも凄すごすぎるわ……」

　戦せん慄りつした様子を見せる千紘。類は友を呼ぶというやつだろうか。

「んー？　でも、じゃあ、何で浮き輪をもってるの？　それってあれでしょ。人間が溺おぼれないように使うやつだよね」

　ライカの質問に、貫は全開の笑え顔がおで答えた。

「おう！　千メートル以上のプールだったら不味まずいから、念ねんの為にもってきたんだ！」

「多分、無用な心配だと思うぞ……」

　やはり貫は貫だったと、風也は変な感心をしてしまった。

「…………」

「お、どうした、イズミ！　急に静かになって！　腹でも痛いのか!?」

「…………あたし、あんた、嫌きらい」

　むくれた様子で、すたすたと歩き始める泉。

「おーい！　なんだよ、急に！　なにかあったのかよー！　イズミー！」

　貫はその後を、急いで追いかけていった。

「拗すねてたわね、あれは」

「拗ねてましたねえ、あれは」

　風也と千紘が言い合っていると、去って行く二人の様子を見ていたライカが顔を上げる。

「ねえ。あの二人って、恋れん愛あい関係にあるのかな？」

　思わず、風也は無言で、再び千紘と視線を交かわしあった。

「……どうなんでしょう？」

「いや、分からないわねえ。まだ違うとは思うけど」

「そうですね。宗谷はともかく、琴蕗はなあ。微び妙みようなとこだと」

　将来的には分からないが、と思っていると、ライカは「ふーん」と相あい槌づちを打って、

「なんだ。じゃあ、あの二人はやめとくか。となれば、やっぱり、キミ達だね」

　にやりと笑いながら、目を細めた。

「どういうことだよ？」

「んー。実はさ。ワタシ、人間の感情ってやつに興味があって。特にグリムヴェリア以外から来た人達が、どういう考えや行動をするのか知りたいって思っててね。今回のは良い機会だと思ってるんだけど」

「……それが？」

　千紘が続きを促うながすと、ライカは益ます々ます笑えみを深める。

「特にその中でも、恋愛っていうの？　それが面白いなあと思ってね。ワタシには経験できないことだと思うから。……キミ達、丁度良さそうだなと思って」

「は!?　え、オレと先輩が!?」

「うん。せいぜい、楽しませてもらうよ！　さあ、行こうじゃないか！」

　言うが早いか、ライカは泉達の方へと走って行った。

「な……なにを言ってるんでしょうねえ、あいつは。はは、はははは」

「そ、そうね。まったく、異世界の神様の遣つかいだけあって、言動がトリッキーよねえ。あは、あはははは」

「はははははははは」

「あはははははははは」

　なにかを曖あい昧まいにするかのように、風也と千紘は、互いに乾かわいた笑いを奏かなでる。

　そして、

「……行きましょうか」

「……そうね。そうしましょう」

　ひとしきり、不自然に笑い合った後、二人は咳せき払ばらいと共に歩き始めるのだった。




　泉に導かれるままついていくと、間もなく辿たどり着ついたのは、彼女の言う通り人のあまりいないプール施し設せつだった。

　とは言え、プール自体の規模もさることながら、巨きよ大だいな滑り台だい――ウォータースライダーはついているし、水を汲み上げて打ち合う鉄てつ砲ぽうもあれば、空気を入れて膨らませるボールや乗り物なども無料で貸し出している。

　また、ジュースやアイスを売る屋台も幾いくつか立っていた。

「へえ。結構、ちゃんと造られてるのに、なんで客が少ないんだろ」

　先に水着に着替えて更こう衣い室しつから出て来た風也が疑念を持つと、傍かたわらにいた貫が答える。

「なんか、近くに遊園地と併へい設せつする形で新しいプールが造られたらしくてな。そっちの方が色々豪ごう華かだから、客が吸い取られちまったんだと！」

　そういうことか。風也は頷うなずきつつも、どこか虚むなしい物を感じるのだった。

「それにしても宗谷、良い体してるよな」

　日ごろから部活で山登りやボルダリングをしているだけあって、剥むき出しになった肌は見事なまでに鍛きたえ上げられている。割れた腹筋など、テレビでしか見たことがなかった。

「おう、惚ほれるなよ!?」

「惚れない惚れない」

「まあ、お前が本気なら、おれも考えるけどな！」

「考えるのかよ」

　それはそれで凄いなと思いつつ、風也は自分の体を見下ろす。

「それに比べてオレは、なんていうか、貧相だよなあ」

　我ながら情けないと思った。

「そんなことねえよ！　カザヤもカザヤで結構、いいじゃねえか！　やっぱ、グリムヴェリアで魔獣相手にやり合ってるからかな？」

「ああ、そうかもしれないな。多少は筋肉がついたのかも」

　身体能力が向上しているとは言え、激しい運動を繰くり返かえしていることは確かだ。

　知らない内に、体が引ひき締まってきたのかもしれなかった。

「よし、このままいけば、富士登山くらいはいけそうだな！　今度、いくか!?」

「ははは、やめとく」

　笑顔でさわやかに断った。アクティブなのはグリムヴェリアだけで十分だ。そもそも本来、自分はインドア派なのである。

　などと、男同士で会話していると、

「ごめんね、待たせちゃったかな」

　千紘の声がして――風也は貫と共に、振り返った。

　そこには、女じよ性せい陣じんが居る。……もちろん、水着姿で。

　まず初めに千紘の姿が目に飛び込んできたのは、致し方かたないことだろう。

　色は上下共に紺こん。上はビキニタイプである為、彼女の白く美しい肌の大部分が露あらわになっていた。下はパレオのようになっているので、足の多くを隠しているが、垣かい間ま見みえる太ももからのラインが艶なまめかしい。

　露ろ出しゆつ度どという点で言えば、ここへ来る前に見た紐水着の方が刺し激げき的てきなのだが、あれは最も早はや、異次元の領域だ。いうなれば白昼夢のようなもの。

　今の方が、現実に即そくしているという意味で魅み力りよく的てきだった。

　隣となりにいる泉はワンピースタイプのもので、それほど肌は見せていないものの、肩の辺りに飾りがあしらってあって、可愛らしい。

　グリムヴェリアでもそうだが、私服姿も地味目であるので、また違った印象を与えて来た。

　最後のライカに至っては、子ども用のセパレートタイプのものだ。さすがに色気はないものの、健康的で、純じゆん粋すいさが演出されている。

「……あんまりじっと見られると恥はずいんだけど」

　つい眺めてしまったこちらに対して、泉は頬ほおを赤らめたまま、顔を背けた。

「あ、ご、ごめん」

　反射的に謝あやまる風也に続き、貫が笑い声を上げる。

「はっはっは！　いいじゃねえか、イズミ！　似合ってるぞ！」

「う、うるさいわね。別に無理やり褒ほめなくてもいいわよ」

「無理やりじゃねえ。本気で言ってんだ！　可愛いな、おい！」

「……く……あー、もうっ！」

　耳まで真っ赤にして、泉が貫を軽く蹴けった。

「どうしてあんたはそう、こういう時だけ真まっ直すぐだし、無神経じゃないのよ!?　チヒロさんとは明らかにスタイルが違って見み劣おとりするとか、そういうこと言いなさいよ!?」

「チヒロはチヒロ、お前はお前だろ！　比べるもんでもないし、比べても仕方ない！　なんで怒おこってんだ!?」

「付け入る隙すきを与えろって言ってんのよおおおお！」

　泉が繰り出す拳こぶしをかわしながら、貫は不思議そうにしていた。

「まあまあ、照れちゃって。琴蕗さん、可愛いわねえ」

「宗谷が自分の想定していた反応をしないので、どうしていいか分からなくなったんでしょうね」

　千紘に返しながら、風也はちらりと彼女の方を見る。

　プールなので当たり前とは言え、ここまで薄うす着ぎの千紘を間近にするのは初めてなので、嬉うれしいというよりは気き恥はずかしくなってきた。

「どうしたの？　津守君」

「あ。いえ。なんでも……」

　ありませんと答えようとしたところで、風也は気付いた。千紘の頬が、泉ほどではないが朱しゆに染まっている。加えて、こちらと目を合わさず、ずっと地面を見下ろしていた。

　多分――居た堪たまれないというか、落ち着かなくなっているのは、自分だけではないのだ。

　彼女もまた水着一枚というこちらの状態に、戸惑っているのだろう。

　そう思うと、なんだか気持ちが和なごんで、つい口元を緩ゆるめてしまった。

「え、どうしたの、どうして笑ってるの？　わ、私の水着、どこか変!?」

　が、大いに誤解されてしまった為、急いで訂正する。

「ち、違います！　そういうことではなくて！　あの！　先輩の水着は素す敵てきですから！」

「ま、またまた！　お世辞はいいのよ!?」

「お世辞なんかじゃありません！　滅め茶ちや苦く茶ちや、興奮しますから！」

　言った後で、自分でもなに言ってるんだお前、と後こう悔かいした。

「……興奮……って……」

　まずい。引かれる。千紘の困ったような反応に、風也は急いで続ける。

「いや、興奮って、決していやらしい意味ではなくてですね!?　普ふ段だんとは違うシチュエーションというか、そういうとこに先輩と居るところに気持ちが高こう揚ようするというか！　ただ、先輩自身に魅み力りよくがないというわけでは全くなく、寧ろいつも以上に素晴らしいというか、いつもはいつもで良いんですが、ああ、もう、オレはなに言ってるんでしょうね!?」

　つい正直に告白すると、千紘が顔を俯うつむけた。嫌われたかと危き惧ぐしたが――間もなく、彼女は肩を震ふるわせ始める。

「……ちょ、ちょっと待って……ごめん、津守君……ちょっとだけ待って、すぐに普通に戻もどるから」

　どうやら笑っているらしいと悟り、風也は目を瞬かせた。

「ああ……ごめん。いいの。分かってるから。ただ、必死になっている君が、なんだかおかしくて」

「ひ、ひどいですね!?　こっちは誤解されちゃいけないと思って！」

「そ、そうね。そうよね。笑っちゃ失礼よね。でも、あたふたしている津守君を見てたら、つい……」

　涙なみだまで浮かべて笑っていた千紘は、目元を拭ぬぐいながら言う。

「ありがとう。褒めてくれたのよね」

「……え、ええ、まあ」

「津守君の水着姿も、素敵よ。自信もっていいわ」

「……。そうですか。はは」

　ストレートに評価され、風也は何となくむず痒がゆい気持ちになって、頭を掻かいた。

　ふとそこで、視線に気づいて顔を向ける。

　なぜか、泉とライカがにやにやしていた。

「な、なんだよ。どうかしたのか、二人とも」

「いやー。別に？　ただ、ねえ。まあ、なんていうの？……いいなあって思って」

　泉が口元を手で押おさえて言うが、まったく要領を得ない。

「お。その反応を見るところ、イズミ、キミもひょっとしてあれかい？　二人のアレが、アレで、アレなのかな？」

　謎なぞの発言をするライカに対して、泉は彼女と目を合わせ、

「おお、ということは、あなたもそうなのね。二人のアレがアレでアレってわけか」

「あっはっは。もちろん。今日は二人のアレをアレしようって寸法だよ」

「ということは？　もちろん――協力ね!?」

「その通りさ、イズミ！」

　二人は互いに手を握り合って、意味ありげな笑い声を上げた。

「全く理解できないけど、なんとなく不ふ穏おんな空気だけは伝わってくる……」

　夏場であるにも関わらず、風也は寒気を覚える。

「ところで、泳がないのか？　いつまでもここで突つっ立たってても、しょうがねえだろ」

　そこで貫が尤もつともなことを言ったので、全員でひとまず、プールへ入ることにした。

　足先から水に浸つかっていくと、夏の暑さが嘘うそであるかのような冷たさが、全身に突き刺ささってくる。

　だがそれは間もなく、心ここ地ち良よさに変わっていった。

「ああ。気持ち良いわねえ。プールなんて久ひさし振ぶりだから」

　千紘が目を細めて、水を掬う。さながら女め神がみの沐もく浴よくといった姿に、風也は見み惚とれた。

「――はあっ！」

　が、いきなり彼かの女じよが頭をプールに沈しずめたので、ぎょっとする。

「やあ――っ！」

　かと思うと、即そく座ざに顔を上げて、濡ぬれた犬のようにぶるぶる振るった。

「なにしてるんですか、先せん輩ぱい!?」

「ん？　別に。意味はないけど？」

「意味はないんですか!?」

　それはそれで恐いと風也は心から思う。

「なんとなくテンション上がったからやっちゃった。なにせほら、友達と夏休みに水遊びするなんて、初めての経験だし！」

「それは良かったですが……あまりに唐とう突とつ過ぎて、心配になるレベルでしたよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ！　私はいつも冷静だから！　冷静にこんなことまでしちゃうのよ！」

　言うが早いか、千紘はその場で潜もぐると、急に飛び出だした。シンクロナイズドスイミングよろしく、ポーズを決める。

「冷静にそんなことをしちゃうと、それはそれで問題だと思いますが」

　楽しそうだからいいか、とそっとしておくことにした。

「よっしゃ、イズミ、向こうの方まで競争しようぜ！」

　そこで風也は、貫が泉に声をかけているのを見る。

「嫌いやよ。端はなから負ける試合に挑いどむほど、酔すい狂きようじゃないっての」

「そうか！　だったらオレに掴つかまれよ！　向こうまで連れてってやる！」

「それも要いらん！　独りで勝手に泳いでなさい！　セイウチみたいに！」

「はっはっは！　遠慮するなー！」

　近寄ると、貫は泉の体を抱だきかかえ、そのまま猛もう烈れつな勢いでプールの底を蹴った。

「うおおおおおおおおおおお！」

「いやあああああああ！　こわいいいいいいいいい！」

　泉の絶ぜつ叫きようが棚たな引びいていく。実際、人間一人を持っているとは思えないほどの、ダイナミックかつ、ハイスピードな泳ぎだった。軌き道どう上で、とてつもない量の水しぶきが上がっている。

「宗谷は、なんか、たまに人外めいたところを見せますよね」

「あの子、なんでオリンピックに出場してないの？」

　二人で言い合っていると、上から声が聞こえた。

「ねえ。ちょっと訊ききたいんだけど」

　ライカだ。プールサイドにしゃがみこんでいる。

「泳ぐって、どうするんだっけ？」

「ん？　ライカは泳げないのか？」

「それすらも分からないんだよ。泳いだことないし」

　神様の遣いであれば、それも当然か。

　風也は納なつ得とくして、エスカレーターの時と同様、教えることにした。

「なんていうか、水の中を掻き分わける感じというか。飛び込んで力を抜ぬけば、自然と浮うかんでくるから、あんまり抵抗せずにそれを留とどめるようにすればいいよ」

「そうね。下手に暴れると、余計に溺れちゃうから」

「ふーん。なるほどね。完璧に分かったよ。じゃ、二人とも下がって」

　風也達がライカから距離をとると、彼女は立ち上がって、

「――とぅっ！」

　往年の特とく撮さつヒーローよろしく、勢いのままに跳とび上あがった。

「先輩。なんか嫌な予感がするんですが」

「偶然ね。私もよ、津守君」

　風也の脳のう裏りを過よぎる、数時間前の出来事。

　目の前で激しい水音が鳴った。飛び込んだライカが、水中に没ぼつしていく。

　三十秒経過。

「…………」

　一分経過。

「…………」

　三分経過。

「…………」

　まったく上がってこなかった。

「やっぱり――！　ああ、もう、しっかりしろ！」

「こうなることは大体分かっていた気がするけど!?」

　風也はライカの体を掴んで、持ち上げる。

「ごぶっ！」

　水を吐はき出して、ライカは、涙目のままでこちらの首を掴んできた。

「ううう、嘘つきいいいいいい！」

「嘘ついてないし、プールで飛び込んじゃダメだ！　ついでに言うけど、なんで沈んだままになる!?」

　神様の遣い故ゆえだろうか。それとて理り屈くつは不明だが。

「うー。エスカレーターといい、地球は危険なところばっかりだ！」

「大体、お前のせいだと思うけどな……泳ぎ方、教えようか？」

「よろしくおなしゃす」

　仕方なく、急きゆう遽きよ、ライカの為に水泳教室を開くことにした。

　千紘がライカの手を引っ張って行き、風也が足の使い方を指導することで、覚えさせていく。気持ち的には年の離れた妹を相手にしているようだった。

「お！　ライカ、水泳の勉強してんのか！　丁度いいや、イズミもするか!?」

　丁度戻って来た貫が言うと、彼かれの体にしがみついていたイズミはげっそりした顔で答える。

「いや……今さっき、全精神力を使い果たしたから。いいです」

　普段の強気な態度は完全に消え去っていた。よほど、凄すさまじい体験をしてきたらしい。

　数十分ほど、貫も交えてアドバイスしていくと、ライカも随ずい分ぶんと泳ぎ方が様になってきた。

「ん、これから一人でも大丈夫そうだな」

　風也が太たい鼓こ判ばんを押すと、ライカは嬉しそうに笑う。

「うん。大分と慣れてきた。ところで、さっきからあれが気になってるんだけど」

　ライカが指差したのは、少し離れたところにあるウォータースライダーだ。

「ああ。じゃあ、行くか。先輩もどうです？」

「うん。せっかくだから、皆で滑すべりましょう？」

　声をかけると、貫と泉が頷いた。全員で滑り台へと向かう。

　人もさほど居ないとあってか、順番はすぐに回って来た。

「えーと。どんな順番で行く？」

　風也が相談すると、真っ先に千紘が手を挙げる。

「はい。私、最後でいい」

「あれ。珍めずらしいですね」

　千紘のことだから、いの一番で自分が滑りたがるだろうと思っていた風也が言うと、彼女は微ほほ笑えんだ。

「ほら、何があるか分からないでしょう？　もし事故でも起きたら、誰だれかが助けてあげないと。その為に、年長者である私が残った方がいいかと思って」

　言葉だけを捉とらえれば、尤もであるように聞こえるし、皆の為に己おのれの楽しみを抑おさえこむ、尊い自己犠ぎ牲せいの精神であるように思えた。

「そんなに気を遣わなくてもいいのに、チヒロさん」

「そうだぜ、遠慮するなよ！」

「がんがん行っちゃいなって。らしくないなぁ」

　実際、貫も泉もライカも、額面通り受け取っている。

　が、それなりに長く千紘と一緒にいた風也には、隠かくされた心が見えていた。

「先輩。バレてますよ」

　なので、事件の真相を解明する名めい探たん偵ていよろしく、指し摘てきする。

「さては――滑り台に上がったら、意外に高くて、恐くなりましたね!?」

「…………そんなことは？　ないけど？」

　露ろ骨こつに目を逸らしてきた。おまけに顔も青ざめている。図星なのだろう。

「この程度の高さとか？　別になんでもないし？　私、皆より一つ上で、経験も豊かだから？　平気も平気、余裕綽々、泰たい然ぜん自じ若じやく、絶体絶命なんだけど？」

「最後だけ本音が零こぼれましたね」

「こ、零れてないわよ！　とにかく！　恐くなんかないから!!」

「じゃあ、先輩が一番最初に滑って下さいね。しかも一人で」

「無む茶ちや苦く茶ちや怖こわいです勘かん弁べんして下さい」

　いきなり縋すがりついてくる千紘に、風也は苦く笑しようした。

「それならそうと言って下さいよ。なんで隠したんですか」

「いや……なんか、こう、いい歳こいてって言われるかと思って」

「言わないわよ。確かにここの滑り台、かなり高いし」

　泉が垣間見える真下を眺ながめながら、

「じゃあ、あれね。最初に、カザヤが行って。そのすぐ後で、チヒロさん。それで、あたし、ライカ、最後がトオルってことで。問題ない？」

「ないけど、なんでオレが最初なんだ？」

「まあまあ。いいじゃない。あたしらパーティのリーダーポジション的ってことで」

　何でもないことのように、笑って言ってくる泉。が、どうにもそれが不自然だった。

「……なんか変なこと考えてないか？」

「ないなーい。ねー、ライカー？」

「うん、ないよー。ぜんぜん。なんにも」

　なぜか泉がライカに声をかけると、彼女もまた、口端を上げながら頷いた。それがまた余計に怪あやしさに拍はく車しやをかける。そういえばここへ来る前、彼女たち二人が何やら囁ささやき合っているのを、見た記き憶おくがあった。

「……なんだかな。まあ、いいけどさ」

　とは言え、訊いても答えてはくれないだろうと思ったので、風也はウォータースライダーの入り口に立った。

「あ、チヒロさん、もっと前に行って、前に」

「え？　こ、こう？」

　泉からの指示に、千紘が少しずつこちらへと近付いてくる。

　それを奇き妙みように思いながらも、風也がいざ滑ろうとしたところで。

「うわー。足がー。もつれたー」

　異常なまでの棒読みで、ライカがわざとらしく倒たおれた。

　何事かと振り向いたところで――彼女の小さな手が、千紘の背中を押す。

「きゃっ!?」

　完全に油断していた為ためか、よろめいた千紘の体が、こちらに傾かたむいてきた。

「危ない、先輩！」

　急いで受け止めたが、勢いを殺すことが出来ず、風也は仰あお向むけになる。

　更さらにはそのまま、自分の体が滑り台の水流に呑のまれて下降していくのを感じた。

「それじゃ、いってらっしゃーい」「気を付けてねー」

　泉とライカの笑顔で手を振る姿が、急速に遠ざかって行く。

「は……謀はかったな、お前ら――ッ！」

　気付いた時にはもう遅おそい。風也は千紘を抱き締しめた状態で、滑り台の時を過ごすことになった。

「せ、先輩、すみません！　すぐどきますから！」

　急いで体勢を変えようとした風也だったが、それよりも早く千紘が声を上げる。

「う、動かないで！」

「……え？」

「そのまま、私を離さないで……！」

　一いつ瞬しゆん、どきっとしたが、すぐに千紘が発言した意図を悟る。

　彼女はこちらにしがみついたまま、少しだが、震えていた。

「ご、ごめんね。ちょっと恐こわくて……このままでいさせて」

「……え、ええ、分かりました」

　と答えながら、風也はとてつもない緊きん張ちようを味わっている。

　むき出しになった千紘の肌はだへと、自分の手がダイレクトに触ふれているからだ。ほのかな体温さえ感じるほどである。心臓が爆ばく発はつしそうだった。
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　今のこの時間が、永久に続けばいいのに――とすら思っていたが、

「はぶ！」「おぶっ」

　体に衝しよう撃げきを受けて、千紘と共に声を上げた。間もなく全身が冷たい感かん触しよくに包まれる。

　風也は自分がプールに放ほうり投なげられたのを知って、必死に泳いで水面に顔を出した。

　向こうの方で、千紘が咳せき込みながら立ち上がるのが見える。

　ああ、もう終わってしまったかと、風也は少し残念に思っていたところで、

「……って、うわっ、先輩!?」

　大問題を目にして、水を掻き分けながら近付き――千紘を再度、抱き締めた。

「きゃっ!?　え、な、なに、津守君!?　いきなり、ど、ど、どうしたの!?」

　目を白黒させて混乱する千紘の耳元に、小さく囁き掛かける。

「……水着の上。流されてます」

「え、ええ!?」

　自分の体を見下ろして、千紘は頬を赤くした。ビキニ部分が消えて、胸が剥き出しになっている。

　風也の体に押し付つけられている状態になっている為、全すべてが見えているわけではないが、それでも相当に煽せん情じよう的な状態だった。

　服を着ていない状態のこちらにも、柔やわらかな感触がダイレクトに伝わってきて、正直なところを言えば理性が吹ふき飛とんでしまいそうだ。

　しかしそれでも、必死で耐たえて、風也は周囲を探した。が、水着は見つからない。

「…………」

「…………」

　しばらく互いの無言の時が続く。気まずい。非常に気まずい。だが、居い心ごこ地ちの悪さは感じなかった。それどころか、幸福であるとすら思える。

「……な、なんだかんだで、グリムヴェリアはともかく、先輩とこうして普ふ通つうに夏休みを過ごすことはなかったので、今日は嬉しいです」

　なにか喋しやべらなければと思って、そう素す直なおな気持ちを伝えると、千紘は頷いた。

「う、うん。私も、津守君とプールに来れるなんて、思っていなかったから。グリムヴェリアもいいけど、友達と遊ぶのもいいわね」

「……友達、ですか？」

「え？」

「あ、いや、その。オレも先輩と……友達なのかなって……」

　言いかけて、自分がかなり踏ふみ込んだことを口にしようとしていることに気付き、風也は動どう揺ようした。

「な、なに言ってるんでしょうね、そうに決まってるのに。あ、あはは。すみません、忘れて下さいね、先輩」

「……津守君」

　千紘がこちらを見上げ、口を開きかけたが。

「――あ、あった。水着がありました！」

　その前に風也は水面に浮かぶ千紘の水着を見つけて、声を上げた。

「行きましょう、先輩！　ここからそんなに遠くありませんから！」

「え……あ、うん」

　答える千紘はどこか不満そうでもあり、安あん堵どしているようでもある。

「あ。すみません。何か言おうとしてましたよね。なんでしょうか」

「う、ううん、なんでもないわ」

　千紘は笑顔で首を横に振ふり、

「それより、早く水着を取りに行きましょう。……協力してもらってもいい？」

「も、もちろんです。この状態のままで取りにいきましょう。不ふ愉ゆ快かいかもしれませんが、少しだけ我が慢まんして下さい」

「わ、分かった。別に不愉快とかじゃないから。気にしないで」

　二人で密着した状態のまま、そろそろとプールの中を歩いていく。

　距離が近いというレベルではない為、こちらの激しい鼓こ動どうの音が千紘にも伝わらないかと、風也は気が気ではなかった。

（先輩の胸がおっぱいが胸がおっぱいが胸がおっぱいがおっぱいがおっぱいが）

　頭の中が同じ単語で埋うめ尽つくされる。このままではいけないと、風也は適当な数式を思おもい浮かべて冷静さを保った。

「……あの。津守君。いいのよ。別に」

「な、なにがですか!?」

「男の子だもん。こんなことになってれば、そういうことになるのは、致いたし方ないことよ」

「えええええいやいやいやななななななにを言ってるのか分からないですけども!?」

「えっと。でもね。あの。……ううん。なんでもない」

　千紘がこちらから目を逸そらす。その反応で、風也は全てを悟さとった。

（あああああああああやってしまったあああああああ！）

　努力の甲か斐いなく、こちらの男性的な部分がスタンダップしてしまったようだ。股こ間かんに意識を集中させたことで、それが分かった。

「大丈夫よ！　生理現象だから！　私、全然気にしていないし！」

「いいんです、そういうフォロー！　余計に！　余計に自分を呪のろいそうになってしまうんで！」

　泣きそうになりつつ、ようやくビキニを拾い上げると、それを千紘へと渡わたす。

「つ、津守くん、ごめんね、ちょっとだけ目を逸らしてて」

　もちろんです、と答えて風也は顔を背そむけた。その間に、千紘が何かを行う音だけが聞こえてくる。

「……うん。もういいわよ」

　視線を戻すと、元の状態に戻った千紘の姿があった。

「良かった……一時はどうなることかと」

「うん。津守君のおかげよ、ありがとう」

　千紘から微笑みかけられて、風也もまた、顔を綻ほころばせた。

「――あっれー？　カザヤじゃねえか！」

　が、そこで聞き覚えのある声をかけられて、表情がそのままで停止するのを感じる。

　恐おそる恐る、ゆっくり振り向むくと――そこには、この場で最も会いたくない人物がいた。

　クラスメイトにして幼おさな馴な染じみの前まえ崎ざきと、鮎あゆ川かわだ。

「こんなところで、なにしてんの、カザヤ」

「お、お前らこそ!?　なんでこんなところに!?」

　風也が逆に質問すると、二人は顔を見合わせて、

「いや、あたしらは他の友達連中と一いつ緒しよにプール来ただけよ。ここが空いてるってどっかで情報手に入れた子がいてさ。昨日、いきなり誘さそわれて」

「カザヤにも連れん絡らくしたんだけど、携けい帯たいが繋つながんなくてさ。メールも返ってこねえし」

　しまった、と自分のことを殴なぐりたくなった。昨日、ライカのことでどたばたしていたので、確かく認にんするのを失念していたのだ。

「っていうか……え、そこにいるのって、御子戸先輩よね？」

　鮎川がこれでもかというほどに、目を見開いた。

「え。うわ、まじだ。え、なんで、どうして、ホワイ、カザヤ!?」

　プールサイドにしがみつくようにして、訊いてくる前崎。

　当の千紘はと言えば、風也から離れて、顔を伏ふせていた。何も反応しない方がいいと思ったのだろう。

「いや、これは、あの、ちょっと……なんていうか」

　上手うまい言い訳が浮かんでこなかった。それはそうだ。この状じよう況きようをデート以外で、どう説明すればいいのだろう。

「お前……あれか！　学校じゃ散々否定していた癖くせに！　やっぱり、御子戸先輩と付き合ってんだろ!?」

「きゃ――うっそ!?　確定ですか!?　確定なんですか、カザヤさん!?」

　鮎川まで興きよう味み津しん々しんといった風に身を乗り出してきた。

「違ちがうわよ。なにを言っているのかしら」

　そこで、千紘が発言する。学校で見せている、冷れい徹てつとも思える顔を覗のぞかせて。

「私は他の知り合いと一緒に来たの。そこに偶ぐう然ぜん、彼も別の知り合いと来ていたというだけ」

「え。で、でも、一緒に居ますし……」

　うろたえる前崎に、千紘は続けた。

「私が落とし物をしてね。彼がそれを探すのを手伝ってくれたの」

　その仁に王おうの如き厳しい雰ふん囲い気きに、前崎と鮎川は慄おののくようにたじろいだ。

「――そうよね、津守君？」

　ダメ押しとばかりに、こちらに確認をとってくる。

　風也は渡りに船とばかりに、頷きかけた。

　が、そこで、何か引っかかる物を覚える。

　千紘の言葉を肯こう定ていするのは簡単だろう。ここは切きり抜けられるかもしれない。

　ただ、それでは、ダメな気がした。なにがというわけではないが、単なるその場しのぎにしかならないのではないかと。

　故にこそ、あえて別の行動をするべきだろう。

　そう決意して――はっきりと、口にする。

「……いや。オレと先輩は付き合ってるんだ。だから一緒にプールへ遊びにきた」

　傍に居た千紘が一瞬体を竦すくませた後、微び動どうだにしなくなるのを感じた。

「おおおおおおおお！　ついに認めやがったな、お前！」

「なんだ、それならそうと、早く言いなさいよ！　すっごい！　ねえねえ、馴なれ初そめとか聞かせて！　前は誤ご魔ま化かされたし！」

「いやいや、待て、鮎川！　二人だけの時間を邪じや魔ましちゃいかん！　ここは大人しく退散して、また今度にしよう！」

「おっと、そうね！　いつまでもここにいちゃ、野や暮ぼってもんだわ！　というわけで、カザヤ、また次の機会にね！」

「よろしくなー！」

　前崎と鮎川は、手を振って、去っていく。

「……やれやれ。なんとかなったか」

　風也はほっと胸を撫なで下おろした。が、

「なんとか……なってないわよ」

　鮎川と前崎が完全に居なくなったところで、千紘の、絞しぼり出すような声に振り向いた。

「な、なんであんなこと言ったの!?　学校で騒さわぎになったら！　いやそれどころじゃないわ！　あらぬ噂うわさが広まって、尾おひれどころか別の体までついちゃって、私が津守君と同どう棲せいして子供までいるから後に結けつ婚こんする約束を交かわしているけど親から反対されていて雇われた特とく殊しゆ部隊と激しいバトルを展開しているとか、そういうことになっていったらどうするの!?」

「落ちついて下さい先輩、最初から飛ひ躍やくしていますけど、途と中ちゆうからもうそういう問題ではなくなっていますが!?」

　特殊部隊ってなんだ。御子戸家はそんなものまでいるのか。あながちありえない話ではないなと、風也はやや信じかけていた。

「……はふ。ご、ごめんなさい。つ、つい、頭の中が真っ白になってしまって」

　それは見れば分かる。見事な混乱ぶりだったからだ。これが漫まん画がであれば、目がぐるぐる回っているところだろう。

「で、でも、津守君があまりにも突とつ然ぜん過ぎたから……」

「すみません。でも、なんていうか、ここで誤魔化すのは簡単だったんですが、向こうも不自然に思うでしょうし、そうなると二学期が始まった時に余計な騒ぎが起きるかなと。だったらいっそ認めてしまった方が、向こうも要らない詮せん索さくはしない気がして」

　ただ、千紘の了りよう解かいをとらずにとんでもないことを言ってしまったのは事実だ。風也は頭を下げた。

「……咄とつ嗟さのことだったとはいえ、不愉快でしたよね。謝ります。ごめんなさい」

「あ……え、えっと。不愉快とか、そういうのではなくてね」

　てっきり叱しかられるかと思ったが、千紘は意に反して、慌あわてたように首を横に振る。

「その。別に嫌じゃなかったけど、いきなり過ぎて対応の仕方が分からなかったというか」

「え？……嫌じゃなかったんですか？」

　思わず顔を上げると、千紘は「やば」と小さく呟つぶやいてから、赤くなった顔を背けた。

「い、いや、不愉快かそうでないかと言われるとってことよ!?　あくまでも比ひ較かくというかなんというか、津守君の気持ちは嬉しかったし！　その！　それだけで！」

「あ、ああ。そ、そうですよね。そりゃそうだ。うん」

　当然のことだと思うのに、なぜこんなにもショックなのだろう。

「ま、まあ、津守君が言っていることも尤もだし？　少なくとも、学校では……なんなのかしらね。あれ。なんていうか。君と？　えっと……」

「恋こい人びと関係ですか？」

「はっきりと口にしないでね!?」

　強めに拒きよ否ひされて、風也は反射的に「す、すみません！」と謝あやまった。

「……まあ、そういうことにしておいても、いいかもしれないわね」

　咳せき払ばらいして、千紘がぼそりと告げた。

「そ、そうですね。あいつらも疑ぎ惑わくが事実だと確定したら、そんなにはしゃがないと思いますし」

　そうであることを祈いのっている。そうであってくれと願うばかりだ。

「やー！　ごめん、ごめん。つい手が滑っちゃってねー！」

　そこに背後から声をかけられて振り返かえると、ライカ達がやってくるところだった。トオルの肩かたの上に乗った彼女は、朗ほがらかな笑え顔がおを作っていた。

「手が滑っちゃったじゃない！　絶対にわざとだろ!?　おかげで大変なことになったんだからな!?」

　風也が怒おこると、ライカと泉は申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「うん、さすがにやり過ぎだって、怒られちゃったよ。トオルに」

「……まあ、確かに危険だったわね。ごめん」

「え、宗谷が怒ったのか」

　意外に思って風也が貫の顔を見ると、彼は頭を掻いて、

「まあ、怪け我がしたらどうすんだって、ちょっとな。ところで、カザヤ、大変なことって何が起こったんだ？」

「あ、そうだ。聞いてくれよ、学校の友達に見つかって、オレと先輩がこい……」

　答えかけたところで、風也は口をつぐんだ。これ以上は不味まずい。

「こい？　カザヤとチヒロさんがこい……ああ。学校の友達に見つかって、二人が恋こい人びと扱あつかいされたってやつね」

「ええ!?　どうして分かったの!?」

　千紘がはっきりと動揺した。すると泉はライカと目を合わせて、にやりといやらしい笑えみを浮かべる。

「なんだ、やっぱり。適当にカマかけてみたけど、そうだったのね」

「……卑ひ怯きようよ。琴蕗さん」

　睨にらみつけられた泉は、素知らぬ顔で口笛を吹いた。

「作家志望の想像力を嘗なめないでね。最小の情報から最大のイベントを夢想する。それが必要とされるスキルなんだから！」

「くっ、なんて面めん倒どうくさいの、作家志望！」

「それより、恋人扱いされてどうしたの。ねえ、どうしたの。どういう対応を取ったの」

　貫から降りて、ライカが近寄ってくると、訊いてくる。先ほど反省していた様子はどこへやら、あからさまに下世話な好こう奇き心しんを剥むき出しにしていた。

「ど、どうもしてない！　この話は終わろう！」

「えー！　今から始まりだよね!?　ねえねえ、聞かせてよ、ねえねえねえねえ、聞かせてよおおお！」

　おまけにこちらの体をもって、揺ゆらしてくる。あまりのしつこさに、千紘が腰こしに両手を当てた。

「ライカちゃん！　君、神様の遣つかいの癖に、ちょっと俗ぞくに染まり過ぎよ!?」

「神聖な存在が清せい廉れん潔けつ白ぱくでなければいけないと、誰が決めた!?」

「神聖って言葉を百回くらい辞書で調べてくれ」

　頭痛がしてくるような想おもいで、風也はこめかみを押さえた。

「まあ、まあ、いいじゃない。で、どうなったの？　どうしたのさ、カザヤ？」

「そうよ、聞かせなさいよ。後学の為にも知っておきたいわよ。どう対処したのか」

「お、お前らなぁ……」

　ライカと泉が交こう互ごに迫せまってくるのに進退窮きわまっていると、

「なあ、おい！　ここに来た時から気になってたんだけどよ、あれやろうぜ！」

　天の助けとばかりに貫が声を上げた。

　彼は、今居るところとは反対側にある銃じゆう座ざを指差している。プールの水を汲み上げて水流を飛ばす『ウォーターガン』と名付けられているもので、対戦できるように向かい合って置いてあった。

「お、おお、そうだな！　そうしよう！　せっかくだから遊ぼう、ねえ、先輩！」

「ええ、そうね！　あれ、すごく楽しそう！」

　風也としては状況を打開出来そうだという意味で乗ったのだが、千紘は純じゆん粋すいに興味を惹ひかれたようだ。

「さっきの滑り台だいもね！　びっくりしたけど、面おも白しろかったのよ！　大きくなってから、仲の良い人とプールに来るのも良い物ね！」

　その子どもみたいなはしゃぎっぷりに、泉がなんともいえない顔をした。

「……ま、今はいいか。チヒロさんが堪たん能のうしているのを邪魔するのも悪いし」

「それもそーだね。ねえ、あれは何をするものなの？」

　ライカから誰ともなく尋たずねられて、風也は代表して答える。

「地球にある武器を模したものだよ。あれでお互たがいに水を撃うち合あって遊ぶんだ」

「へえ。なんだか良さそうだね。よし、やろう！」

　満まん場じよう一いつ致ちということで、風也達はウォーターガンのあるところへと向かった。

　その途中、美味おいしそうな匂においが漂ただよってきたので視線を向けると、屋台で焼きそばを作っている。他にも様々な料理を提供する店があった。

「ああ。そういえばちょっと小腹が空いたわね。焼きそばとお好み焼きとたこ焼きとアイスクリームとかき氷が食べたい」

「先せん輩ぱい。その量はちょっととは言いませんが」

「私は――言うのよ!?」

「格好つけて断言されても。先輩の『お腹なか一いつ杯ぱい』が恐過ぎてこれ以上、追つい及きゆうできませんが」

　ただ、ここへ来る前に軽く食事をしたとは言え、確かにわずかな空腹を感じるのは確かだ。プールに備え付けてある時計を見ると、午後三時。おやつ時というやつだろう。

「へえ、パフェなんかもあるのね。プールサイドで食べるのに良さそう」

　泉は屋台の一つに目を留めた。

「ぱふぇってなに？」

「クリームと果物がたっぷりの、甘あまいやつだ！　美味うまいぞ!!」

　貫の簡単な説明に、ライカは「へぇー」と興味深そうに見ている。

「ん？　なんか面白そうなのがあるよ。『カップルラブラブイチゴパフェ～二人は近付き、やがて求め合う～』だって」

「なんだよその、聞くだけで口から砂糖が出てきそうな文章は……」

　風也が視線を向けると、そこにはライカが読み上げた名前と共に、説明書きがされていた。要するに左右にイチゴとバニラ、二種類の大きなソフトクリームが乗せられたもののようだ。

　左が彼かの女じよ、右が彼かれ氏しと割り当てられていて、食べる内、次し第だいに中央へと行くのに従って、それぞれの顔が近付いていくという触れ込みらしい。

「は、恥はずかしっ!?　ああいうの、平気で食べられる人いるのかしら……」

「さあ。少なくともオレには無理そうですね」

　千紘の言葉に風也が苦笑いしていると、

「……そーだ！　いいこと考えた！」

　泉が手を打った。

「却きやつ下か」

「まだなにも言ってないけど!?」

「どうせろくなことじゃないだろ……」

　風也が半眼になると、泉は「まあまあ」と手を振った。

「ちょっとくらい聞いてよ。あの銃じゆうでさ、これから勝負するわけでしょ？　だったら、なにか賭かけた方が面白いと思わない？」

「金なら無いぞ！　全然な！」

「少しはもっときなさいよ。まあそれはともかく、お金じゃないわ。罰ばつゲーム的なものよ」

　貫に呆あきれつつ、泉が続けた。

「その前にチーム分けしましょうか。あたしとトオル、それにライカ。カザヤとチヒロさん。うん、この組み合わせね」

「おい待て。なにか意図的な物を感じるんだが。なんでそっちが三人なんだ」

　制止した風也だったが、泉は肩をすくめるだけだ。

「気のせいよ。ライカは小さいから、別にいいでしょ。で、罰ゲームだけどね……負けた方は、あそこの店で、あれを食べるのよ！」

　びしっ、と一点を指差す泉。

「そう――カップルラブラブイチゴパフェ～二人は近付き、やがて求め合う～をねッ!!」

「言うと思ったわ！　嫌いやだ!!」

「なんでよ!?　ただ漫まん然ぜんと戦っても面白くないでしょ!?」

「平和的にいけばいいだろ!?　ただでさえ、グリムヴェリアでは魔獣相手にドンパチやってるのに！」

「だからこそよ！　あたし達たちはどんなものでも血沸わき肉躍おどる報ほう酬しゆう目当てのバトルでしか満足できない、そういう体になっているのよ！」

「そう言われると、こっちが悪いことしてるみたいな気になってくるなー」

　ライカが複雑そうに言った。

「ふっ、それともなに？　カザヤのチーム……負けるのが、恐いとでも？」

「うん、そう」

　正直に答えると、泉はすっ転びかける。

「そこは『そ、そんなわけあるか！　やってやるわー！』って挑ちよう発はつに乗るのがお約束でしょ!?　フラグを立てなさいよ！」

「過去、その例でキャラがろくな目に遭あったことがないことを、オレは知っている」

「くっ、これだからパターンを蓄たくわえたオタクは……！」

「大体、今時そんな分かりやすい挑発に乗る奴やつがいるわけ――」

「そんなわけないわよ！　やってやろうじゃないッ!!」

　居た。

　千紘が闘とう魂こんを激しく燃やしているかのように拳こぶしを握にぎりしめていた。

「カザヤチームの恐ろしさ、その身に刻んで夢に見るといいわ！」

「いやあの先輩!?　冷静になって下さい、琴蕗の掌てのひらの上で踊おどらされていますよ!?」

「なにを言ってるのよ、津守君！　挑ちよう戦せんされているのよ!?　ここは受けなきゃ男じゃないわ！」

「先輩は女性ですが!?」

「今の時代は女性も戦わなきゃ！」

　ダメだ。テンションが上がり過ぎて会話が成り立たなくなっている。

「宗谷も止めてくれよ！　琴蕗がまたなんか無む茶ちやなことやろうとしてるぞ！」

「うおおおお！　すげえええ！　見ろよこれ、無む茶ちや苦く茶ちや威い力りよくあるぞ！」

　こっちもダメだ。ウォーターガンに魅み了りようされてまるで話を聞いていない。

「ライカは……ダメか」

　尋ねるまでもなかった。にやにやしながら「うん、無理」と答えられる。

「さぁ、津守君、やりましょう！　徹てつ底てい的てきに、完かん膚ぷ無なきまで、潰つぶし合うのよ！」

　いつの間にか千紘は銃座を陣じん取どって、備え付けられた水みず鉄でつ砲ぽうを構えている。

「はっはっは。というわけで、諦あきらめなさい、カザヤ。賽さいは投げられたのよ！」

　向こう側に立った泉が不敵に笑った。梃て子こでも恋れん愛あいイベント的なものを起こしたいらしい。それも風也と千紘の二人に。

　小説の資料というよりは、単純に彼女の趣しゆ味みのような気がしてきた。

「……ああ、もう。どうにでもなれ！　絶対に負けないからな！」

　とは言え、事態は取り返しのつかないところまできている。こうなれば覚かく悟ごを決める他はないと、風也はもう一方の銃座についた。

「ところでこれ、どうやって決着つくの？」

　今いま更さらながらに千紘が疑念を呈ていするのに、風也は銃じゆう身しんの傍にあった物を取り上げた。首から下げられるタイプの、大きなメダルのようなものだ。ただし、柄がらはなく真っ白になっている。

「これ、水を当てると模様が浮かび上がるようになってるんです。で、完全に出てしまったらその時点で負けということで」

「ああ、なるほど。そういうことね。よぉし、やるわよ――うぶっ！」

　気合を入れようとした千紘の顔面に、激しい水がぶつかった。

「ふはははははは！　隙すきありー！」

　泉が先手必勝とばかりに仕掛けてきたのだ。

「油断するなよ、カザヤ！　勝負はもう始まってんだぜ！」

「ってんだぜー！」

　貫が引き金を絞るのに合わせて、彼かれの傍に居たライカが手を挙げた。

　水流が迫るのに、風也は銃座を動かして、それを受ける。銃身の周りは盾のようになっていて、防御出来るようになっている。

「くそ、そう簡単にいくか！」

　すかさず銃身を泉に向けた。一気に打ち放つ。

「あまいあまーい！」

　が、容易く防がれ、代わりに撃ち返されてしまった。更に貫からも集中砲火――この場合は放水というべきか――を浴びる。

「うわっ、と、ちょ、待て、待てって！」

　次々と喰らわされる為、とても反撃出来なかった。やれたとしても、すぐに外れてしまう。銃座の動きがある程度制限されている上、水流が思ったより真まっ直すぐ飛ばない為、狙いが定められないのだ。

　どうやら独特の癖があるらしく、それを掴つかまなければ上手くいかないようだった。

「残念だったわね、カザヤ！　見た目よりずっと操作が難しいでしょう!?　でもあたしはこのプールに何回か来てるから、コツは完全に掴んでいるのよ！」

「き、汚いぞ!?　端から勝てる算段だったんじゃないか!?」

「勝負というのはね、カザヤ！　始まる前から決まってるものなのよ――ッ！」

　主人公の前に立ちはだかるボスのような口調で、泉が立て続けに水流を放ってきた。

「うおおおおおらっしゃああああああ！　おらああああああ！」

　隣となりに居る風也と同じく初体験であるはずの貫が、豪ごう快かいかつ的確に撃ってきているのは、何故なのか。野性の勘というやつだろうか。いずれにしろ双方とも手ごわいと風也は歯噛みした。

　――が。

「うわあああ！　なにか楽しそおおおお！　ワタシにもやらせてよおお！」

　ライカが高こう揚ようしたように跳とび上あがると、泉の手元にしがみついた。

「うわっ!?　ちょ、離れてよ！　狙いが外れるでしょ!?」

「ずるいよ、イズミだけ！　ワタシにもやらせて欲ほしい！」

「トオルんところに行きなさいよ、トオルんところに！」

「あっちはなんか勢いがあり過ぎて恐い」

　敵ながら尤もつともだと同意してしまう風也だった。

「ああ、もう、とにかく、離れなさい！　後で代わってあげるから！」

「嫌だ今やりたい！　やるよ！　代わって代わって代わって代わって代わってー！」

　泉の腕うでにぶら下がりながら、要求するライカ。そのせいで相手からの水流は明後日の方を向いた。

「――よし。今よ、津守君！」

　そこで行動を開始したのは、それまで沈黙を守っていた千紘である。

　彼女はすかさず銃を構えると、迷いなく引き金を引いた。

　水流がぶれることなく泉に当たり、その顔面を派手に濡らす。

「ふぎゃっ！」

　次いでそのすぐ下にあるメダルが、わずかに模様を浮かび上がらせた。

「うりゃあああああああああああああ！」

　次々と千紘が撃ち放っていく水は、的確に目標を撃っていく。更に貫からの攻こう撃げきは、全て完全に盾で防がれていた。

「ちょっと、え、なに!?　チヒロさん、初心者じゃないの!?」

「琴蕗さんや宗谷君の動きを見て、癖は読み取ったわ！　後はグリムヴェリアで弓を使う時の要領を活かせばいい！　反撃開始よ、津守君！　私にも出来たんだから、君ならもっと簡単なはず！」

「は――はい、先輩！」

　言われて冷静になると、確かにそれほど難しいものではない。

　角度を見定めて水を撃ち、相手がこちらに銃口を向ければ、その延長線上に盾を置けばいいのだ。

　風也がよくプレイするゲームのシューティングやＦＰＳなどの方が、よほど神経を使う代物だった。

「よし！　勝ちますよ、先輩！」

「当然よ！　いっけえええええ！」

　二人揃そろって水鉄砲を撃ち続けた。形勢は完全に逆転している。

　こちらのダメージもゼロではないが、あちらの方が大きい。

「はははははは！　向こうもやるじゃねえか！　盛り上がって来たな、イズミ！」

「も、盛り上がっているっていうか、ああ、もう！　そんな場合じゃないわよ！」

　貫から声をかけられて、泉は半分怒ったように答えた。それもそのはず。

「ひゃっはあああああ！　撃って撃って撃ちまくれええええ！」

　泉から銃を奪い取ったライカがてんでばらばらの方向に水流を放っているので、まともに攻撃できていないのだ。

「ちょっと！　やめなさいって！　なんであなた、マフィアがマシンガン操るみたいに撃つのよ、神様の遣いの癖に!?」

　どうにか操縦権を取り返そうとしている泉だったが、ライカが身軽な動きでひょいひょい避けるのでそれも叶わない。

　その間に、風也と千紘はそれぞれ、貫と泉のメダルを狙い続けた。

「先輩、もうすぐ向こうの模様は完全に浮き出ますよ！」

「そうね、最後まで気を抜かずに頑張るわよ！」

　千紘と頷うなずき合って、風也が再び銃を構えた時。

「いいのかしら、カザヤ！　このまま勝っても！」

　泉が唐とう突とつに叫さけんだ。

「なにがだ!?　今度は心理作戦か！　そう上手くいくと思うなよ!?」

「そういうわけじゃないわ！　でもね！　このままあなた達が勝ったら――あのパフェを食べることは出来ないのよ!?」

「それがどうした！　そうしない為ために必死で戦ってるんだろ！」

「本当に!?　あのパフェをチヒロさんと食べたら――恋人気分に浸れるのよ!?」

「…………え？」

　引き金に触ふれようとした指を、止めてしまった。

「罰ゲームだからなー、仕方ないなー！　仕方ないことなんだよなー！……っていう題目の下、堂々と、ラブラブ出来るのよ!?　それを逃のがすの!?」

　思わず風也は、千紘の方を見る。彼女は水鉄砲を撃つのに夢中になっていて、泉の声は聞こえていないらしい。

「何も難しいことは無いわ……少しだけ！　少しだけ銃から手を離せばいい。チヒロさん一人であればこっちは何とかなる。その間、あなたはただ、黙だまって動向を見守っていればいいの！」

「ぐっ……、いや、しかし！」

　そんなことをしていいわけはない。千紘の信しん頼らいを裏切ることになってしまう。

　ただ、泉の言葉もひどく魅み力りよく的てきだった。

　千紘と二人であのパフェを食べる。恋人のように。

　どうしたことだろう。先ほどは恥ずかしいと思っていたのに、いざ自分達がその場に置かれるとなると、物もの凄すごく焦がれるものがあった。

「あなたは悪くない。ただ銃を撃ち過ぎて疲つかれてしまっただけ。休憩しているだけなのよ。誰だれにでも起こること。そう、チヒロさんだって責めやしない……！」

「ぐ……ぐぐぐぐぐ！　うう――わああああああ！」

　風也は頭を抱えこむ。言葉が染み込むように脳へと流れ込んできた。

「わー！　イズミすごいね、ド悪党みたい！　グリムヴェリアに呼ぶ人選間違えたかな!?」

「う、うるさいわね！　作戦上、仕方なくよ！」

　ライカに泉が言い返している間にも、風也は激しく葛藤していた。

（うう。先輩と二人であのパフェを。食べたい。食べてみたい。でも！　でもそれは即ち、先輩を裏切るということで！）

　いいのか。本当にそんなことをしてもいいのか。

　許されるはずがない。許されていいわけがない。

　ただ。

　――あなたは悪くない。ただ銃を撃ち過ぎて疲れてしまっただけ。休憩しているだけ。

　泉の台詞が脳の中でリフレインする。誘惑してくる。その通りだよと囁ささやき掛けてくる。

「オ、オレは、オレは……！」

　やってみようか。バレやしない。ちょっとくらいは問題ないはずだ。

　そんな悪魔のような考えが浮うかんでは消え、浮かんでは消え――。

（……ちょっとだけ、ほんの少しだけ、やってみるというのは、どうだろうか――）

　そう、傾きかけた直後だった。

「津守君！　後少しよ！　君が居てくれて良かった！　一人じゃ無理だったから！」

　千紘がこちらを向き、笑顔を見せる。

「頼たよりにしてるわよ――相棒！」

　一いつ瞬しゆんだ。ほんの一瞬。

　わずかに開いた深淵へと、風也が足を踏ふみ入れかけたその時。

　千紘の声と言う名の閃せん光こうが、闇やみの奥おくから撃ち放たれ、全身を貫いた。

「も……もちろんです、先輩！」

　風也は顔を引き締める。愚かだった。そんなことが出来るはずもない。

　千紘は自分の相棒で。自分の相棒は――千紘だけなのだから。

「行くぞおおおおおおおおおおお！」

　気合を入れ直して、引き金を絞った。

　――途と端たんに顔面に、大量の水が浴びせかけられる。

「おぶふっ！」

　まともに喰くらったせいで、体勢が揺らいだ。

「つ、津守君!?――きゃあっ!?」

　おまけにこちらを心配して振ふり向いた千紘も水流を喰らい、尻しりもちをつく。

「やったあああああああああああ！　勝ったああああああ！」

「うおっしゃあああああああああああああ！」

　向こうで泉と貫が勝どきを上げていた。

　風也が見下ろすと、メダルにははっきりと、水兵帽を被ったイルカのマークが浮き出ている。このプールのイメージキャラクターだ。

「あーあ。負けちゃった……」

　仰あお向むけに倒れ、千紘が両手を上げた。

「す、すみません、先輩！　オレのせいで！」

　わずかでも、逡しゆん巡じゆんしてしまったせいで、集中が途と切ぎれてしまったのだ。

　が、千紘は微ほほ笑えんだまま、首を横に振った。

「津守君のせいじゃないわ。それに……すっごく、楽しかったから。私は充じゆう分ぶんよ」

「……先輩。ありがとうございます」

　つられて、風也もまた笑った。

「ふっふっふ。というわけで。分かってるわね？　お二人さん」

　が、和やかな空気も、不ふ穏おんな声で見事に打ち砕かれる。

　泉が傍に立って、こちらに指を突きつけて来た。

「罰ゲームを――決行するわよ！」




　……そして。

「……冷たくて甘いわね、津守君」

「そ、そうですね、先輩」

　件のカフェで『カップルラブラブイチゴパフェ～二人は近付き、やがて求め合う～』を頼たのむ羽目に陥った風也は、顔を真っ赤にしたままで食べ進めていた。

　とてもではないが、目すら合わせられず、味など感じられるはずもない。

　千紘は幾らか他人の目がある為か、無表情を装っていた。が、見る者がよく見れば、その耳が桃色に染まっていることは分かっただろう。

　訓練された彼女ですら制御しきれないほどの羞恥心が、その内部で渦巻いているのだ。

　周囲の人間は千紘の美貌を称えるような声をそこかしこで発し、その彼氏らしき風也に対して、恨みがましそうな眼差しを送ってきていた。

　それはそれで、非常に居い心ごこ地ちの悪いものがある。

「ねえ、美味おいしい？　美味しい？」

　にやつきながらこちらを見上げてくるライカには対処のしようもなく、ただ頷くだけだった。

「っていうか！　ねえ！　なんでよ！」

　が、一方で胸がすくというか、見る者は見ているなと思うこともある。

　何故か、泉と貫が勝った癖くせに『カップルラブラブイチゴパフェ～二人は近付き、やがて求め合う～』を食べているのだ。

「なんでこういうことになってんの!?」

「それはな、イズミ！　このパフェが二組カップルで頼めば、一組が無料になるからだ！　どうせだから注文してみたんだよ！　はっはっはぁ！」

「だからってなんであたしとあんたなのよ！　ライカでいいでしょ!?」







[image: ]







「ワタシだと幼過ぎるからカップルとは認められないからねー。いひひひひ」

　意地悪い笑みを浮かべながら、ライカが泉達を見つめた。

　そう。彼女が興味をもっているのは、人の恋愛であって、その対象は誰でもいいのだ。

「う、裏切り者――ッ！」

　全身を赤くしながら、泉が叫ぶ。

「ほらよ、イズミ！　美味いぞ！」

　そこに、貫がパフェを掬ったスプーンを差し入れた。

「あ、ありがとう。ホントだ。おいしい。……じゃなくて！　あーんをするんじゃない！」

「はっはっは！　おれにもしてくれ！」

「絶対にイヤ――ッ！」

　全力で拒否する泉を、ライカは実に可笑おかしそうに見ていた。

「なんだかなぁ……結局、さっきの勝負はなんだったんだ」

「まあ、なんでもいいじゃない。……それより、あんまりあっちを見ちゃダメよ」

　千紘がこちらの顔に手を添えて、無理やり自分の方を向かせて来る。

「私達。その。……一応、カップルって扱あつかいになってるんだから」

「そ、そうですね。すみません」

　その表情は、やっぱり何の感情も浮かんではいないが。

　何故だろう。風也には、喜んでいるように見えた。

　多分、気のせいではないと――そう思えるほどに。







第三章　幻の島へ







　二日間の地球観光を経て、ライカはようやく満足したようだった。

　次の日には幻の島へと道を開くと彼女が約束してくれたところで、

「よっしゃ。なら、前祝いっつーか、成功を祈ってバーベキューでもしようぜ！」

　貫とおるがした提案に、全員が賛成した。千ち紘ひろも両親が海外に行っている以上、いつもより遅おそくまで外に居られるので、丁度良いということになる。

「でも、どこでするのよ？　今からじゃ場所を予約したりするのは間に合わないわよ」

　泉いずみの問いかけには、風かざ也やが答えた。

「なら、いっそグリムヴェリアですればいいんだよ。あそこならオレの別荘もあるし」

　それは良いアイディアだと再び皆が言って、一同はグリムヴェリアへと飛んだ。

　が、すぐに向かったのは、別荘ではなかった。

　船に乗り、風也達が降り立ったのは――第六島である。

「どうして第六島なの？」

　遮蔽物の少ない草原ばかりの島に降り立ったところで、千紘が誰ともなく問いかけた。

「ここでは海産物も豊富に釣れますし、何より長が美味いんです。店で食材を買ってもいいんですけど、どうせなら新鮮な物を確保した方がいいですし」

「長が美味い？」

　風也の答えに怪け訝げんな顔をする千紘。無理もない。

「見ればすぐ分かりますよ。ところで、チーム分けした方がいいな。宗そう谷や、琴こと蕗ぶき、魚を釣ってもらっていいか？」

「おう！　二人で大だい丈じよう夫ぶか!?」

「第六島くらいなら問題ないよ。先輩もかなり経験積んできたし」

　ね、と呼びかけると、千紘は肯こう定ていを示すように親指を上げた。

「ワタシもいるしね！　なんとかなるよ」

「へ。ライカ、あなた、戦えるの？」

　泉が考えもしなかったというように尋ねると、ライカは不敵に笑う。

「任せたまえ。ワタシは神様の遣いだよ？」

　根こん拠きよは分からないが説得力はあった。ひとまず任せることにする。

　風也は「じゃ、よろしく」と手を挙げると、宗谷達と別れた。

「それにしても、なんだか爽やかなところね。沖縄の離島みたい」

「ああ、そうですね。グリムヴェリアの中でも特に気候は穏やかですし、高い山とかないから、風が良く通るんです。魔獣が居なければ天国みたいな場所ですよ」

「ふふん？」

「なぜ君が自じ慢まんげなんだ」

　胸を反らしていたライカに突っ込むと、彼女は指を振る。

「だって、ほら、神様の遣いだから？　自分の創作物を褒ほめられると良い気分がするものだよね？」

「ライカが作ったわけではないのでは？」

「……まあ、そうだけど。両親の仕事を認められたみたいな感じというか」

　痛いところを突かれたというような顔で、ライカはふて腐れた。

　その後、雑談をしながら進んでいく内に、風也達は小高い丘の上まで来る。

「んー、そろそろ現れるはずなんだけどな」

「その、美味おいしい長って奴？」

「ええ。決まったルートや巣みたいなものはなくて、いつもその辺をうろついてるんですよ。まあ、隠れるような場所もないので、すぐ見つかるんですが……あ、いた」

　言いながら、風也はある地点を指差した。

　そこには、のんびりと草を食んでいる魔獣がいる。

　全体の形としては、超巨きよ大だいな牛だった。

　通常の十倍ほどもあるだろうか。加えて鋭く長い角が生えており、あんなもので攻撃されては、岩塊だろうと木こつ端ぱ微塵に砕け散ってしまうことだろう。

　ただ、下半身は豚だった。特徴的な桃色の尻をさらし、そこから短くて細い尻尾しつぽが生えている。

　そして、上半身は鳥である。滑らかな羽毛が生えた姿は鶏のようだ。加えて言うならば、顔の先にも黄土色のクチバシが生えていた。

　が、胴体の中央部分と四つの足は牛のままなので、非常に奇妙というか、不気味な生き物だった。

「牛と鳥と豚のミックス……？　これはまたけったいな代物ね！」

「その名も【混合されし家畜キメラ・ミート】です」

「割とまんまね!?　あと、完全に食べ物として見てるわね!?」

「いや美味いんですよ、あいつ。牛の部分も豚の部分も鳥の部分も極上品で、それぞれが地球で買えばグラム数千は下らないっていうランクだって言われてます」

「へえええ。そう聞くとなんだか、とっても美味しそうに見えて来たわ……」

　口元を手で拭う千紘。目が捕食者のそれになっている。

「人気あるんで、復活したらすぐ狩られてしまうんですが、運が良かったですね。もしあいつがいなかったら、別の魔獣にしようと思ってました」

「うーん。敵を捕らえて食べてしまうとは、恐るべき来訪者の欲望……グリムヴェリアの人達にも見習ってほしいものだね」

「とっくに広まって、酒場でも大人気だぞ、キメラ・ミート」

　ライカに指し摘てきすると、彼女は「既すでに影響されている!?」と愕がく然ぜんとなった。

「……ま、まあ、当初のことを考えるとそれも良い方向かな」

「どういう意味だ？」

　眉まゆを顰めた風也にライカは「なんでもないよー」と手を振る。

「ところで、あいつ、どうやって倒たおすの？」

「あいつの得意技は巨きよ体たいを生かした突進なんだ。だから獲え物ものを見つけると、十中八九それを放って来る。そっちを止めて、隙を作れば何とかなる」

「隙を作るのは私がやるわ。でも、動きを止めるっていうのが難題ね」

　腕を組み、千紘が考え深げに言った。

「そっちもオレがやりますよ。何回かソロで戦ったことはあるので」

「ん。いや。必要ないよ。ワタシがやる」

　平然と挙手したライカを、風也達は驚おどろいて見る。

「え、でも、君がどうにか出来るのか？」

「吹ふき飛とばされちゃうわよ？　ライカちゃん」

　こちらの心配を他所よそにライカは自信満々の様子だった。

「問題ないない。とにかく任せておいて」

　風也は千紘と目を合わせる。言葉を交わさずとも、互たがいの気持ちは分かり合っていた。

（もしもの時はこっちでフォローしましょう、先輩）

（ええ、そうね。了りよう解かいよ）

　そう視線だけで語り、二人揃って頷く。

「……んじゃ、初手はライカに頼むとして。ひとまず行くか」

　風也達は丘を駈け下りると、キメラ・ミートへと近付いていった。

　相手はこちらの接近に気付くと食事をやめ、顔を上げる。

　即時、目に殺意が宿った。低く唸うなると体を低くし、前足で土を蹴けり始める。

「ライカ、来るぞ。いいか!?」

「準備は万端！　後は結果をごろうじろってね！」

　古臭い物言いをして、ライカが風也達の前に立った。

　両手を広げて、こちらを庇かばうようにする。

　が、キメラ・ミートとサイズ差があり過ぎて、とても勝負になりそうになかった。

　大人と子どもどころではない。ほとんど、怪獣と人間だ。

　それでも獲物を狩らんと瞳をぎらつかせ、鼻息を荒くする相手を前に、ライカは微び動どうだにしない。それどころか、こちらが上の立場だというように――神様の遣つかいなのだから実際にそうなのだろうが――堂々とした態度を保っていた。

　瞬しゆん間かん。キメラ・ミートが地を蹴った。こちらに向かって疾走してくる。というよりそれは、破走と呼ぶに近かった。

　土を踏みしめるだけで大地が砕け、大量の砂ぼこりが舞まい上がる。島を割っているかのような移動方法だ。

「うわっ、想像以上に凄すさまじいわね!?」

「あれに当たると守護結界が相当にもっていかれますからね。警けい戒かいしていて下さい、先せん輩ぱい！」

「いや、その必要はないね！」

　ライカは大きく息を吸い込んだ。次いで、ひと際大きな声を上げる。

「――変・身ッ！」

　その体が眩まばゆい光に包まれた。あまりの強さに風也も千紘も、自身の視界を腕で覆おおって隠かくす。

　だから過程は見ることが出来ず――気が付いた時には、もう、それは居た。

　ふさふさの毛が生えた犬だ。背中の片方だけ翼つばさが生えている。

　ライカの元の姿だった。

　ただし、規模がまるで違ちがう。見上げるほどに大きく、まるで天を突くかのような威容を誇っていた。

「参上！　神の遣い・戦せん闘とう形態ッ！」

　空も裂けんばかりの声が木霊する。その大きさにキメラ・ミートがほんのわずかに動きを止めた。

「ええ!?　あれどうやってるの!?」

　千紘が風也の服の裾を引っ張ってくる。

「知りませんよ!?　本人……本犬に訊きいて下さい！」

「それはね、チヒロ！――ワタシが神の遣いだからだよ！」

「言うと思ってた！　なんでかな！　私、そう言うと思ってたわ！」

　こちらも同意だ、と思いつつ、風也はライカの動向を見守った。

　キメラ・ミートは突とつ如じよとして出現したライカの姿に動どう揺ようを見せたものの、すぐにそれを克服。再び突撃を開始した。

　ライカもまた真っ向から立ち向かい、鋭い牙きばを剥むき出だしにして、喰らいつく。

　巨大な口腔が相手の角に噛かじり付き、二つの前足を使って、頭を抑えこんだ。

　キメラ・ミートが動きを束縛されたことに怒おこって、高く鳴き声を上げた。鳥と豚と牛が混じったような奇き妙みような音律が、周囲に渡わたり、衝しよう撃げき波はを撒き散らす。

　危うく吹き飛ばされそうになるのを防ぐべく、風也は呼び出した魔ま剣けんを地面に突き刺して耐たえた。千紘もまたこちらの肩かたを掴んで事無きを得る。

　しかし、それでもライカは揺らがなかった。今やキメラ・ミートより一回りも大きくなった彼かの女じよは、がっぷり四つに組み、こちらに呼びかける。

「今だよ、チヒロ！　やっちゃって！」

　声だけはライカのままなので違い和わ感かんがあるなと思いつつ、風也が千紘を見ると、彼女はわずかに頷いた。

　神弓を呼び出し、力強く弦を引ひき絞しぼると――矢を放つ。

　一本の軌跡を描いていた物は、途と中ちゆうで幾本にも枝分かれした。

　流星群を思わせるような矢の群れが、一斉にキメラ・ミートの全身を穿うがつ。

　絶ぜつ叫きようが迸った。ライカが体を離すと、相手はよろめきながら、後方へと下がる。

　が、まだ闘争心を失ってはいないようで、再びこちらに挑いどむ為、体勢を整えようとした。しかし、そこに隙が生じる。

「今だ！　我わが手に現れよ、全すべてを我が物とする覇は者しやの武器、英えい凱がい王おう！」

　召しよう喚かんした魔剣を構えて、勢いよく突き出す。

「永久牢獄の咎とがに苦しめ！」

　穴に風が吸い込まれていくような異音が鳴なり響ひびいた直後。

　キメラ・ミートが、頭を残し、巨大な土の塊と化していた。

　代わりに周囲の大地がごっそりと抉れている。相手の体を中心にして、周囲にある物を吸収した結果だ。

「そんじゃ――トドメだよッ！」

　身動きの取れなくなったキメラ・ミートを前に、ライカが跳び上がった。

　一回転すると、勢いのままに、片翼を相手へ叩たたきつける。

　派手な衝しよう撃げき音。多大な威い力りよくを伴ともなうその攻撃に、巨体が倒れ込んだ。同時に、まとわりついていた土も破は壊かいされる。

　だが、相手が起き上がることはもうなかった。キメラ・ミートは白目を剥いて、両手、両足を痙けい攣れんさせている。

「よしっ！　討とう伐ばつ完了！」

「これでお肉をゲットね！　今日は祭りだわ！」

　千紘が両手を上げて、喜びを示した。

「ほーら、なんとかなったでしょ？　ワタシだってやる時はやるんだよ」

　巨大な犬――ではなくライカが、前足を上げて、片目を瞑る。

「ああ、すごいな。もはや何でもありだな、君」

「ねえねえ、ライカちゃん、火は吐けないの、火は!?　もしくはこう、背中が光って、がーって光線みたいなの出すとか！」

「そこまでは無理かなー。でも面おも白しろそうだねそれ。やってみようかな」

　千紘の要求に心を動かされた様子のライカ。もし実現すれば、ますます怪獣めいてくることになるなと風也は微び苦く笑しようした。

「とりあえずひと段落ってことで。元に戻もどっておこうかな」

　言うが早いか、ライカは音もなく小さくなっていく。やがて犬に戻ると、尻尾を一振り。人間の姿になった。

「もう地球じゃないから、犬のままでもいいんじゃないか？」

「いやあ、なんかこの姿、気に入っちゃってさ。気が向いたらそっちにも変わるよ」

　自身のスカートを摘まみ上げて、ライカは風也に笑いかけてくる。

「なにはともあれ、宗谷君達たちと合流しましょうか――」

　と千紘が告げたところで、天から不可思議な音が鳴った。

「あれ？　あ、レベルアップしてる！　どうして？」

　千紘が自身のステータス画面を見ながら驚く。

　もしやと思って風也が確かく認にんをとってみると、こちらも経験値を取得していた。

「長を倒したのはライカちゃんよね？」

「ええ、そうですね。どうして二人にも入ってるんだろう」

　グリムヴェリアにおいては、最後に敵を倒した来訪者にのみ、経験値が与あたえられることになっている。

「前のエルシーとの時にもありましたけど、あっちは未踏とう破は島ですからね。第六島の長でこんなことはないはずですが」

「まあまあ。あれじゃない？　ワタシが神様の遣いだから、例外的に平等に分けられたんじゃないかな？」

　ライカの推測に、ああ、そうかもしれないと風也は納なつ得とくした。

「それにしても、レベルアップするのが遅かったですね。いつもなら敵を倒してすぐなのに」

「そういえば、そうね。神様が寝ねぼけてたとか？」

「さすがにそれはないんじゃないですか……と言いたいところなんですが、どうなんでしょうね」

　初対面の時に見た気さくさから考えると、ありえなくもないと思えてしまう。

「そんなことはないよ。神様はいつもきちんとしてるからね。今回は色々事情があって、手間がかかっただけじゃないかな？」

「色々ってなんだよ？」

「……居眠りしてたとか」

「同じじゃないか!?」

「違うわ津つ守がみ君！　居眠りはついついうとっとしてしまうこと、寝ぼけてたのは完全に眠ねむっていて起きたばっかりの時よ!?」

「理り屈くつとしてはそうですけど、オレが言いたいのはそういうことじゃなくてですね!?」

　なにか会話がずれている気がする。

　ただ、今はそれこそ重要なことではないと、風也は思考を切り替えることにした。

「そういえば先輩、そろそろ新しいスキルを覚える頃ころじゃなかったでしたっけ？」

「ん？　ああ、そういえばそうね。ええっと……あったわ！　なになに。小さな矢を打って、それを敵の内部に潜り込ませ、最後に一気に爆ばく発はつさせる技、ですって。数が多ければ多いほど時間はかかるけど、ダメージも上がるとか」

「威力調整できる時限爆弾みたいなもんですかね。使い方によっては便利そうです」

「うん。また何かの時にやりましょう。そうね。名付けて――使い方によっては便利そうな矢！」

「先輩、名付けてないですそれ」

「略して使利矢！」

「……先輩がいいならそれでいいですが」

「ちょっと!?　見捨てないでよ!?　ボケが死ぬじゃない！」

　虫籠にキメラ・ミートの体を吸い込んでいた風也の肩を、千紘が掴つかんでくる。が、

「ともあれ、食事にしようよ。そろそろお腹なかが減って来た」

　ライカの一声に、風也達は貫達との待ち合わせ場所へと向かうことになったのだった。




　太陽が稜線の彼方へと沈み始める、夕方頃。

　風也の別荘に集合した面々は、待ちに待ったイベントを開始しようとしていた。

「と、いうわけで！　明日に迫せまった幻の島攻こう略りやくを祝って！　今日は食うぞ！」

　貫が陶器製のコップを掲かかげて、大声を上げる。

「かんぱーいっ！」

　それに伴い、風也達は互いにコップを軽くぶつけ合った。中身を一気に飲み干していく。

「――ぷはっ！　この一いつ杯ぱいの為に生きているわねぇ！」

　千紘が親父臭いことを口にした。まるでビールでも呑んでいるかのようだ。

「先輩。中身は果実水ですよ」

　風也の指摘に、千紘は手を振る。

「やーね。津守君、こういうのはノリと雰ふん囲い気きよ、ノリと雰囲気。そう思った方が何倍も楽しいでしょ？」

「まあ確かにそうですが」

「私、親しくなった人とこうして野外で食事したりするの、初めてだから。しかも異世界の食材を使っての料理よ!?　そりゃテンションも爆上げで訳分かんないこともしちゃうってものよ。ほら、かんぱーい！」

　笑え顔がおのままでコップを突き出されたので、風也はなんだかなぁと思いつつも返した。

　ただ、心から嬉しそうな千紘を見ていると、こちらも段々と表情が緩んで来るのも事実だ。

「さぁ、お肉を食べるわよ、お肉を！」

　千紘がフォークを手に、中央にある網の上に近付いた。既に肉や海産物が置かれており、良い匂においを漂わせている。

　下には石を組み上げて作られた簡易的なコンロがあり、その中では炭が赤々と燃えていた。石は現地調達だが、炭は貫が持ってきたものだ。

「んんんん！　確かに美味しい！　これは相当に良いお肉だわ！　っていうか、地球の物より質が良いんじゃない!?」

　一切れ、キメラ・ミートの肉――恐おそらくは牛部分――を食べた千紘が頬ほおに手を添える。

「このタレをつけて食べてくれよな。もっと美味くなるぞ！」

　貫が瓶に入った茶ちや褐かつ色しよくの液体を勧めてきた。確かに肉へかけると、臭みと脂っぽさが消えた上、何段階も味に深みが増す。

「いいな、このタレ。どこで売ってるんだ？」

　食事前にタレを出したのは貫だった為ため、風也は尋たずねた。

「売ってねえ。おれが調合した。こっちの材料を使ってな」

「ええ!?　これ、あんたが作ったの!?　ど、どうやって!?」

　海老えび（に似たグリムヴェリアの魚）をタレにつけ、至福の表情をしていた泉が、驚いたように言う。

「いや、なんか適当に。地球でも、山でキャンプする時とか、よく肉とか魚を焼くからな。どっちにも合うように作ったモンを持って行ってるんだ。で、グリムヴェリアにある食材を使って、似たようなモンが出来ないかと」

「へ、へえ……意外にやるわね」

「宗谷って器用だよな。網は持参だけど、このコンロを作ったのもお前だろ」

　物の数十分で完成したとは思えない出来の良さだった。

「そんな大したことでもねえよ！　ようは慣れだ、慣れ。イズミだって何度かやりゃ、出来るようになるさ。今度、カザヤ達も一いつ緒しよに地球でキャンプするか？」

「ああ、いいな。面白そうだ」

「……ま、まあ。別に。少しくらいならいいけど」

　泉が頬を朱しゆに染めて、目を逸そらしながらも、頷うなずく。それを見て貫は豪ごう快かいに笑い、彼女の皿に肉や魚を沢たく山さん載せた。

「先輩も、誘えればいいんですけどね。もしまた、今回みたいなことがあれば」

「そうね。両親が、はふはふ、海外に行く機会が、あちち、あるかもしれないから、おいしい！　そうなったら、最高！　私も参加したいわね！」

「先輩、肉食べるか魚食べるか喋しやべるかどれかにして下さい」

「どれも逃したくないのよ！　全部必要だから！」

　皿の上に載せたてんこもりの魚や肉を一心不乱に口へ運びながら、千紘が即そく座ざに答えた。

「チヒロさん、お肉ばっかり食べないで下さい！　カザヤさんの分がなくなっちゃいます！　ほら、野菜！　野菜を食べて！」

　と、そこで、幼い声が聞こえ、千紘の皿にグリムヴェリア産の焼き野菜が次々と載せられた。ニーナだ。

　街に帰き還かんし、別荘に向かおうとしたところで出会ったのである。

　皆で決起会をすると話すと、自分も参加したいと半ば強ごう引いんに父親であるバドの了解をとりつけ、急きゆう遽きよやってくることになったのだ。

　そのお礼にと、酒場の伝手を頼って新鮮な野菜や飲み物を大量に提供してくれたのだから、助かったと言えるのだが。

「えええ。野菜もいいけどまずはお肉でしょ、お肉。ビバお肉。最強の名をもつ物、それはお肉。ディスイズアパーフェクトオニク！」

　次々と肉ばかりたいらげていく千紘は、なんとか野菜を載せようとするニーナの動きを巧みにかわしていった。

「チヒロさん、お金持ちなんだから普ふ段だんから良いお肉食べてるんじゃないの？　なんでそんなにがっついてるの？」

　豚部分の肉に噛り付きながら、泉が不思議そうに尋ねる。

「うちはあんまりお肉食べないのよ。父親が魚好きでね。だからこれだけ大量にあると、つい夢中になっちゃって」

「だからってひょいひょいとらないで下さいってば！　無限にあるわけじゃないんですよ!?」

「はははははは。ニーナちゃん、私に野菜を食べさせたければ、もっと修行を積むことね！　これではまだ、野菜食わせ免許皆伝は程遠いわ！」

「むきいいいいい！　なんだか分からないけど悔くやしいですうううう！」

　地団駄を踏むニーナ。確かに意味不明ではあるが、千紘が謎なぞの勢いで勝ち誇っているので、彼女がそうなるのも無理はなかった。
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「まあまあ。とは言え、六人じゃ十分すぎるほどだよ」

　人参を咥くわえながら、ライカがコンロの横に盛られた肉を見た。これでもかというほど山になっている。

「ああ。かなりの量を換金してもらったんだけどな。それでもこれってのは、すごいというかなんというか」

　風也は感心しつつ、牛肉に舌鼓を打った。

「……ところで、カザヤさん。あっちに居る小さい子はどなたです？　ニーナ、存じ上げないんですけど」

　焼いた貝の中身をタレにつけて食べつつ、ニーナが訊いてくる。どこか恐る恐るといった感じだった。

「ああ。ライカだよ。ちょっと縁えんがあって知り合ってね。この肉を取るのにも協力してもらった」

「では、来訪者さんなんですか？　見たところニーナより年下っぽくて、あんな小さな子は他に見たことないんですが」

「ん。いや。ライカは来訪者じゃないよ」

「……え？　では、グリムヴェリアの人なんですか？」

「あー。いや。そうでもないんだけど。説明が難しいな」

　さすがに神様の遣いですと言うわけにもいかないし、言ったとしても信じてはもらえないだろう。

「むむむ。でも、グリムヴェリアの人なのに、カザヤさんの冒ぼう険けんについて行ってるんですね！　なんか、ずるいです！」

「ずるいって……」

「ニーナもついて行きたいです！　ライカさんが行けるなら、ニーナだって行けるはずですー！」

「ならキミは、でかくなれるのかな？」

　いつのまにかニーナの隣となりに居たライカが首を傾かしげた。

「でかく？　でかくくらいなれますよ！　ニーナだって十年も経てばチヒロさんくらいおっきくなれるんですから！」

「そういうことではなく。見上げるほどの巨人になれるのかなってこと」

「ええ!?　ライカさんはなれるんですか!?」

「なれるよ」

「う、う、嘘うそです！　来訪者さんでもないのに、そんなこと出来るはずないです！」

「嘘じゃないよ。なれるよ」

　平然としているライカの様子に、ニーナは「……なれるんですか？」と信じようとしていた。

「うん。でもキミは無理だよね。じゃあ、諦あきらめな。守護結界もないし、危ないよ」

　言って、ライカは魚の身を美味しそうに頬張った。

「むむむ、むむむむむむむ！　そんなことないです！　ニーナだって努力したら、おっきくなれます！　カザヤさん達の役に立てますー！」

「どうやって？　具体的には？　どういう原理で？　どんな理屈で？」

「ぐ、具体的には……」

「どういう原理で？」

「げ、原理というと……」

「どんな理屈？　理論立てて説明できる？　じゃないとただの机上の空論、いや、それ以前に妄もう想そうでしかなくなっちゃうけど？」

「ぐ……具体的には……具体的にはー！　わあああ！　なんとかなるんですうううう！　うわああああん！　カザヤさああああんっ！」

　立て続けにライカから追つい及きゆうされて、敗北し、ニーナはこちらにしがみついてきた。

「あんまりいじめるなよ、ライカ」

「いやあ、はっはっは。さすがに大人げなかったかなー」

　朗ほがらかに笑いながら、ライカは去っていく。

「ほら、ニーナ。元気出せって。ニーナは美味おいしい野菜をくれただろ。それで充じゆう分ぶんだよ」

「……ぐす……本当ですか……？」

「ああ。感謝してる。ほら、お肉食べてこいよ」

「……はい。行きます」

　鼻を啜すすり上げながらも、ニーナはコンロの方へと向かった。

　やれやれとその後ろ姿を見守っていると、千紘が手を振ふってくる。

「ほらー！　ちゃんと食べてる？　津守君！　こっちにきなさいよ！」

　他の者達も皆、自分に向かって笑いかけていた。

「……ええ、今行きます！」

　答えて歩き出しながら、風也は今いま更さらながらに実感する。

　たった一人で戦い続けていたはずなのに、いつのまにか、こんなにも多くの仲間達と過ごすようになっていたのだと。

　だがこれはこれで、全く、悪い気はしなかった。




「あー。食べた、食べた」

　決起会の後、風也は別荘に備え付けられた縁側のような場所に座すわっていた。他の皆は別荘の中に居るはずだが、少し外の空気に触ふれて休憩したくなったのだ。

　吹く風が気持ちよく、庭からは微かに虫の音が聞こえているので、自然と穏やかな気持ちになれた。

「いいところね、ここ」

　と、千紘の声がしたので、顔を上げる。彼女は傍に立って目を細めていた。

「ええ。この別荘には何回か来ていますけど、一番気に入っている場所です」

「……隣に座っていい？」

　もちろんですと答えて、位置をずらした。千紘はゆっくりと腰こしを下ろす。

　柔やわらかな風が流れ、千紘の長い髪かみを撫でた。彼女は景色を眺ながめたままでいたが、

「お肉、美味しかったわね」

　しばらくしてから、そう言った。

「ええ。いけますよね、キメラ・ミート」

「うん。あの。魔獣の名前を出されると急に現実を意識して、微び妙みような気持ちになるけどね……」

「……そういえばそうですね。すみません」

「いいのよ。ところでああいう風に、肉を食べられる魔獣って他にもいるの？」

「味のことを気にしなければ沢山いますよ。身に毒があったりするとダメですけどね。後、グリムヴェリアの人にとっては大丈夫でも、地球人はお腹を壊したりとか、そういうのもあります」

「へえ。やっぱり体質的に違うものがあるのかしら」

「多分、そうですね。味覚に関しても微妙に違いはあるみたいですし」

　風也は指折り数えた。

「ライカと会った日に倒したカニも美味うまいですし、後は鮪まぐろみたいなのもいますね。地球と同じで、赤身とトロ部分が最高です。後、先輩が初めに倒したパニック・チキン、あれも揚げたり焼いたりすると結構イケますよ」

「そうなんだ。……なんだか、懐かしいわね。精々、数カ月ほど前のことなのに。もう何年も昔に思えてくるわ」

　確かに、と心で思う。毎日のように千紘と放課後、グリムヴェリアに来ていたからだろうか。既に学校の友達よりも、ずっと濃密な時間を過ごしているはずだった。

「……ねえ、津守君。今更かもしれないことを、言ってもいい？」

　視線を感じてそちらを向くと、すぐ近くに千紘の顔がある。今までだってそうだったのだが、こうして向き合うと距離が近いことを意識して、心臓がひと際高く脈打った。

「あの時は、助けてくれてありがとう。ううん。あの時だけじゃない。今までもずっと、私のことを支えてくれた」

「そんなこと……オレだって先輩には助けられてるんです。お互いさまですよ」

「そう？　でも君、強いから。たまに私は必要なんだろうかなんて、そんなことを考えてしまうわ」

「そんなことはありません！」

　意識したわけでもなく、大きな声が出た。

「先輩は間ま違ちがいなくオレの相棒です。他の誰だれにだって代えられない。まして一人でなんて。最初はソロの方が気楽でいいなって思ったけど、今じゃ寂しいって思うくらいで。隣に先輩がいないと落ち着かないんですよ！　だから、そんなこと思わないで下さい。オレの方が悲しくなってしまいます。それに先輩だってグリムヴェリアに来てから色々経験を積んで、今じゃ並の来訪者だって敵わない……先輩？」

　夢中で喋っていて、気づく。千紘がこちらから顔を背けて、震ふるえていた。泣いているわけではない。その程度のことは分かるようになった。

「……またからかいましたね」

　ふて腐れると、千紘は「ご、ごめんね」と謝あやまってくるが、まだ口元には笑えみが滲んでいる。

「ひどいですよ。オレ、さっき、割と真しん剣けんだったんですからね」

「そうね。でも、そこまで真まっ直すぐ言ってくれるとは思わなくて。……なんだか、こう、嬉うれしいし、照れるわね」

　ほんの少し頬を桜色に染めて、千紘が目を伏せた。そういう態度を取られれば取られたで、どう対処すればいいか分からなくなる。

　これが友達だったら、ふざけて怒ることが出来るのだろう。

　あるいは家族であったら、よせよ大げさなと、笑い飛ばせるだろう。

　いずれにしろ、適当にあしらって、それで終わりに出来るはずだ。

　だが好意を持った相手となると、平然としていられなくなる。

　言葉の意味するところが何なのかを勘ぐって、色々と考えて、可能性に思い当たって――そして、結局、黙るしかなくなるのだ。

　本当に厄やつ介かいなものだ。恋というやつは。

　……しばらくの間、ただ何でもない時間だけが流れた。

　互いに無言だが、特に気まずいと言う感じはしない。

　双方が何かを想おもい、そうであるが故ゆえに静寂になっているのだと、理解できるからだ。

　風也は改めて、千紘の横顔を見つめた。

　以前は近寄りがたいと思っていた空気感は、もう、全くない。

　それどころか誰よりも近付きたい、傍に居たいと思える存在になっていた。

「でも……思い返してみれば、妙な心持ちですよね」

「……なにが？」

「オレ、最初、先輩に憧れてたんですよ。いや、オレだけじゃなくて、他の皆もそうですけど」

「嘘。避けられてただけじゃないの？」

「……まあ、もう言っちゃいますけど、全然違います。それどころかあだ名までつけられて、崇拝に近い扱あつかいをされてましたよ」

「崇拝!?　あだ名!?　なにそれ!?」

「ただ、憧れって、その人を、その人と見ていないんですよ」

「いやいやいや！　待って待って、何事も無かったように話を進めないで！　あだ名ってなに!?　超ちよう絶ぜつ初耳なんだけど!?　どんなのか教えてくれない!?」

「知らない方がいいと思いますよ。別に悪口じゃないですけど、大仰って言えばそうなんで」

「そ、そうなんだ。ええ。ええー……そんな風にみられてたんだ、私。うわー」

　自分の中でどう気持ちを纏めればいいのか分からないという風に、千紘は自分の頬に両手を当てた。

「……あの。続きを話してもいいですか？」

「えーと。ちょっと待って。心の整理が」

　目を瞑つむって、千紘は沈黙した。が、ようやく冷静になれたのか、ゆっくりと瞼まぶたを上げる。

「うん。オーケー。どうぞ」

「……そう仕切り直されるとなんか、余計に恥はずかしいんですが」

　やりにくさに頭を掻かきつつ、風也は言った。

「とにかく……憧れって、要するに、手の届かない人へ向ける感情だと思うんですよね。テレビの芸能人とか、有名なスポーツ選手とか、あるいはアニメのキャラクターとか。触れ合あいたい、追いつきたいと思ってるけど、心の何処かでは無理だろうなって自覚しているというか」

「うん。分かる気はするけど」

「だからオレにとって先輩もそうだったんですよ。別世界の住人みたいというか。下手をすればグリムヴェリアの人達以上に、距離を感じていたと思います。ただ……一緒に冒険して、地球でも色々と過ごしたじゃないですか」

「ええ。色々なところに行ったわね。どれも良い思い出になってるわ」

　懐古するように、千紘は告げた。

「そうしていく内に、先輩は憧れじゃなくて、身近な存在になっていって。変な話ですけど、先輩を先輩じゃなくて、御み子こ戸と千紘さんっていう一人の人間として見るようになって」

　風也は千紘を真っ直ぐと見つめる。

「なんていうか……その。大切だと、思うようになりました」

「……津守君」

　千紘もまたこちらに眼差しを送って来た。その瞳に自分の姿が映るのを、風也は心から嬉しく思う。ほんの数カ月前まで、彼女は自分のことすら知らなかったのに。

　いや、それを言うなら、自分も千紘のことを何も知らなかった。

　彼女が背負っているものを、抱え込んでいるものを、その苦しみを。

　だが今はこうして向かい合っている。全てを、とまでは言わないが、深くまで知り合った上でだ。

　そのことを踏ふまえて、これからどうするか。そろそろ決断の時が来ている気がした。

「津守君。前に訊いたわよね。私がただの友達、相棒なのか、それともって」

「え、ええ。そうですね」

「あれはね……実は」

「……実は？」

「私――私ね。……君のこと……」

　言いかけて。

　だが、千紘は口を閉ざしてしまう。

　以前に伝えられた時と同じように。

　ただ、違うのは。今の彼女は、ひどく悲しそうな顔をしていることだった。

　まるで、己おのれが紡ごうとしていることが、呪詛か何かであるかのように。

「……ごめん。なんでもない」

　だからこそというかのように、俯き、別の言葉を伝えてきた。

「先せん輩ぱい。どうして……」

　躊躇ためらうんですか。そう尋ねるべきか否かを迷っていると。

「こらー！　もっと積極的に行かなきゃダメだよ、積極的にー！」

　突とつ然ぜん、背後から叱しつ咤たの声が聞こえて、風也は振り返かえった。

「ちょっと、ライカ！　ダメでしょ、今いいとこだったのに！　カザヤが根性試されてるんだから、邪じや魔ましちゃダメよ!?」

　そこには別荘に置かれた家具の陰かげから顔を覗のぞかせる、ライカと泉の姿がある。

「……なにしてるんだ、お前達」

　目的は明白ではあった。が、容疑者から直接、動機を告白させようと問とい質ただす。

「あ、ああー。いや、いやあ。別に？　なんとなく？　二人がいないなーって思って探してたら、こう、良い雰囲気だったから？」

「覗きをしようって、決めたのさ！」

　可愛くウインクするライカ。

「はっきり言わないの、はっきり！　そ、そんなことないからね、カザヤ!?　決して興味本位というわけではなく、今後の資料ということでもなく、あの、純じゆん粋すいに友達として心配を！」

「なにしてんだイズミ！　まだ肉残ってるけど食うか!?」

　そこで貫が現れたので、泉はこれ幸いとばかりに彼の元へ走った。

「そ、そうね！　お肉食べましょう！　お肉！」

「そだねー。まだ食べたりないし」

　ライカもまた、逃げるようにそれへ続く。

「カザヤ、ニーナがお前はどこにいるんだって探してたぞ！」

「あ、ああ。今行くよ」

　貫の言葉に風也は腰を上げた。

「……先輩」

「ん。私はいいから行って。ニーナちゃん、待ってるわよ」

　振り返った風也に、千紘は手を振った。その表情はいつものように、溌はつ剌らつとしている。先ほどまでのことが、なかったかのように。

「……。そうですか。分かりました」

　後ろ髪を引かれるような想いを抱きつつも、風也はその場を去るのだった。




「……やれやれ。本当、無む邪じや気きだな」

　風也は別荘のベッドにニーナを横たわらせながら、微ほほ笑えんだ。

　あれから後、彼かの女じよの話に付き合っていたのだが、一通り語り終えると、そのまま倒たおれて寝息を立ててしまったのだ。はしゃぎ過ぎて疲つかれたらしい。

「むにゃ……ふに……カザヤさん」

　寝言でまで自分の名を呼ぶニーナの頭を撫でると、シーツを被せてから、風也は足音を立てないように部屋から離れた。

　居間では貫と泉が、ボードゲームに興じている。二人用のもので、駒を動かして互たがいに陣地を奪い取っていくルールらしい。

「ちょっと、トオル！　なに、その動き！　どういう意味があるの!?」

「意味？　意味なんてないぞ！　適当だ！」

「ちゃんと考えてやんなさいよ！　適当にやられると戦略もあったもんじゃないでしょ!?」

「そうか、イズミは頭が良いからなー！　でもさっきはおれが勝ったけど!?」

「だから余計に腹立つのよッ！」

　相変わらず、仲が良いのか悪いのか分からないやりとりに、つい吹ふき出だしてしまう。

「ん、あれ、カザヤ。ニーナはどうしたの？」

　それで泉が存在に気付いたのか、駒を操る手を止めてこちらを見てきた。

「部屋で寝てるよ。随ずい分ぶんと白熱してるな」

「おう、そうだろ！　今のところ、一勝十敗だ！」

「滅め茶ちや苦く茶ちや一方的に負けてるじゃないか」

　風也の指し摘てきに、泉が不満そうな顔をする。

「だからこそ、一敗がムカつくの！　ねえ、カザヤが相手してよ。トオルは本能のままで無む茶ちや苦く茶ちやにやるから面白くない！」

「はっはっは。でもさっきは勝ったけど!?」

「うるさいわね！　たまたまでしょ、た・ま・た・ま！」

「下ネタはやめろよイズミ」

「言ってないわああああああああああああ！」

　貫の襟えり首くびを掴んで揺らす泉が、それでもどこか楽しそうだと思うのは、こちらの都合の良い解かい釈しやくだろうか。

「二人の邪魔はしたくないからやめとくよ。それより、先輩がどこいったか知らないか？」

「チヒロさん？　そういえば見ないわね」

「ああ、そういやさっき、ライカと一緒に家の前へ行ってたぞ！」

　貫が言って、駒を大だい胆たんに前へと移動させた。

「ああ!?　だからそういうのやめなさいって！　さっきもそれで変に逆転したでしょ!?」

「おう！　今度はどうかな!?」

　なんだかんだで盛り上がっている二人に、「ありがとう。じゃあ、また後でな」と告げてから、風也はその場を後にした。

　先さき程ほどは会話が中途半端なところで強制的に断たち切きられてしまったので、どうにかしたいという気持ちがある。

「まあ、どうにかしたいって、どうすればいいのか分からないんだけど」

　なぜ千紘が途と中ちゆうで口をつぐんでしまったのか。なにを躊躇っていたのか。

　それを聞きたいと思っていた。

　と――玄げん関かんの扉とびらに辿たどり着つき、少し開いたところで。

「でもキミ、カザヤが好きなんじゃないの？」

　とんでもない言葉が耳に飛び込んできて、咄とつ嗟さに動きを止めてしまった。

　隙すき間まから見ると、家の前で、ライカと千紘が立って話している。

「それは……」

「ワタシももちろん、経験はないけどね。でも上から人間のことを見守ってるんだ。それくらいのことは分かるよ」

「だったら、恋れん愛あいに興味なんて抱かなくてもいいんじゃないの？」

「やっぱり観察対象は身近に置かないとね。臨場感が段だん違ちがいだよ」

「エンターテイメント扱いされても……」

「あはは、気にしないでよ。それより、話が逸れてる」

　別荘の入り口にある、庇ひさしを支える柱に背中を預けて、ライカが千紘を見上げた。

「カザヤが好きなの？　嫌きらいなの？」

「…………そうね」

　千紘は目を伏せ、自分の胸に手を当てた。その中に仕し舞まい込まれている気持ちを、再さい確かく認にんするかのように。

　そうして、彼女はゆっくりと瞼を上げて、はっきり口にした。

「好きよ。私は、津守君が好き」

「それは、友人として？　相棒として？　それとも、異性として？」

「――異性として」

　一切迷うことはなく。随分と前から決めていたことであるかのように。

　千紘は続けた。

「私は、津守風也という一人の男性が、好きなんだと思う」

　鼓こ動どうが高鳴る。いや、それどころではない。ほとんど破裂しそうだと思った。

（先輩が、オレのことを好き。男として。それは、つまり）

　両想い、ということだ。

　そう認識するだけで、全すべての感覚が一気に失われた気がする。あまりに衝撃的過ぎて、脳がショートしてしまったかのようだ。

　とても立っていることが出来ずに、風也は崩くずれ落ちかけた。

「でも、それならどうして、さっきはそれを伝えなかったの？　ワタシ達たちのことがバレる前に、やめたよね」

　ただ、ライカの質問は風也としても答えを求めていたものだったので、かろうじて持ちこたえることが出来た。

　恐らくライカも千紘の妙みような態度が気になって、真相を知る為、彼女と二人きりになったのだろう。

「……。正直なことを、言うとね」

　逡しゆん巡じゆんするかのような間が漂い、しばらく。千紘は再び、口を開いた。

「恐こわくなったのよ。そのことが」

「恐く、なった？」

「うん。……津守君への気持ちを自覚したのは、少し前。エルシーっていう子と出会ってからなんだけどね」

「ああ。あの、変わった子か」

　さすがに神様の遣つかいというべきか。全てを見ていたらしい。

「ただあの時は、まだはっきりとはしていなくて。でも、その後でだんだんと自分が津守君のことをどう思っているのか形になって来てね。そういうことなんだって思って、不思議な感じがして、でも全然嫌いやじゃなくて。……ただ、段々と、ダメなんじゃないかって、そう思えてきたの」

「キミが津守君を好きなのが？」

　千紘は首を横に振ると、

「私が好きで居る分には構わない。でも、仮に彼に自分の想いを告白して、都合の良い考え方だとは思うけど、その、オーケーを貰ったとしてね」

　下を向き、体の前で、白く細い指先を絡め合う。

「彼かれと私が恋こい人びと同士になって、はい、それで終わりってわけにはいかなくなると思うの。だって――私は、普ふ通つうの人間じゃない」

「……どういうこと？」

「詳しく説明すると長くなるから、省くわね。私はお金持ちの家に生まれたの。でも、いえ、だからこそ、沢山のしがらみがある。それに父親がすごく厳しくて、誰も、母親でさえ全てに逆らえるわけじゃない。加えて強い権力をもってるし、人間一人くらいなら、どうだって好きに出来る」

「なるほど。何をもって普通というかはややこしいところだけど、一いつ般ぱん的てきな家庭環かん境きようではないという意味なら、そうかもしれないね」

「ええ。……そんな家に生まれた女と付き合うのは、簡単じゃない。こっちが想像している以上の困難が、津守君に待ち受けているかもしれない」

　細く、長い息を吐いて。千紘は唇を引ひき締しめた。その隙間から、告げる。

「きっと彼ならどんなことがあっても、私には何でもないように振る舞うわ。でもそれが、私にとっては何よりも辛いことなの。津守君が好きだからこそ、彼に無理をさせるのが嫌。楽しそうにグリムヴェリアを冒険する姿が、未知のものに挑いどんだ時の笑顔が、何よりも素す敵てきだから。それが曇ってしまうなら……何も言わない方が、ずっと良い」

「でもそれじゃ、キミの気持ちはどうなるの。彼とはずっと友達のままでもいいの？」

「いいわ。いつか彼の傍に居られなくなってしまうかもしれないけど。それまでの間だけでもいい。……津守君の相棒として一緒に戦えれば、充分よ」

　無理をしているようには見えなかった。本気で言っているように思えた。

　しかし、だからこそ、風也は千紘が嘘をついていると見抜く。

　彼女はずっと己を偽いつわり続けていた。その心を殺し続けてきた。

　自分の顔に仮面を被せ、何も感じない、何も思わない人間を演じてきたのだ。

　――今だって、そうなのだろう。

　風也にはそれが分かる。分かってしまう。

　すぐ近くで、千紘の本当の姿を見続けてきたから。

（先輩。オレは……）

　どうすべきなのだろう。

　そんなこと気にしない。なんとかなりますよ。

　そんな安っぽい言葉で、彼女が納なつ得とくするわけもない。

　かと言って、十六年という短い人生では、他に何も思い浮かばなくて。

　風也は、自分の未熟さに腹が立った。

「チヒロ。キミの人生はキミが決めるべきだ。だから、ワタシはチヒロの選せん択たくに文句をつけるつもりはないよ」

　不意に。ライカは空を仰あおいだまま――かつて自分が居たであろう場所を見つめたままで言った。

「ただね。これだけは知っておいてほしい。本来、キミは自由なんだよ」

「……え？」

「さっき、しがらみと言ったよね。確かに人間というのは、生きているだけで色んなものに縛られる。大きくても小さくても、何かに囚われて動きを封じられてしまうこともある。だけど、鎖はあくまでも拘束するものだ。キミから何かを奪いとってしまうものじゃない」

　千紘の方へと視線を向けて、ライカが微笑む。幼い外見には似つかわしくない、ひどく大人びた表情で。

「撥はね除ける力をもちさえすれば、解き放つことは出来るんだ。痛みを覚えるかもしれない。疲れ果ててしまうかもしれない。ただ……自由は無くなったわけじゃない。取り戻せるものなんだよ」

「でも、それはとても大変なことだわ。私が良くても津守君に強いることなんて」

「決めるのは、彼だ。キミじゃない」

　柱から体を離し、ライカは千紘に背を向けた。

「キミは津守君のことを想いやっているんだろう。でも同時に、恐がってもいる。彼に拒きよ否ひされるのが嫌なんだ。答えを聞きたくないんだ」

　手を振って、歩き出す。

「でもね。カザヤが苦しむだろう、辛い目に遭うだろう、嫌だろう、無理をしてしまうだろう――そんなことを勝手に判断するのは、ワタシ個人としては、やめておいた方がいいと思うな」

　足を止め、顔だけを千紘に見せてから、彼女は言葉を紡ぐ。

　確固とした、事実を口にするかのように。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。人間は案外と強い生き物だ。……ワタシはずっと見てきたから、知ってるよ」

　そして、ライカは居なくなった。

「……ライカちゃん」

　後には、呟き、何かを想うように佇たたずむ千紘と。

（……。先輩……オレは……）

　拳こぶしを固く握にぎり締める、風也だけが居た。




　夜が明け、朝となり、いよいよ幻まぼろしの島へと挑むことになった。

　風也はひとまず昨日のことは忘れようと努める。今は目の前のことに集中するべきだと。

　千紘もまた同じことを決めたのか、いつも通りに振る舞っていた。

　ライカが風也達を引き連れてやってきたのは、ある小高い崖がけである。

　中央島の南東端に当たる場所で、パーティの中でも、今まで訪おとずれた者はいなかった。

「ライカ、こんなところで何すんだ!?」

　目の前に広がる海を眺めながら、貫が尋たずねる。

「まさかこのまま飛び込むっていうんじゃないでしょうねえ」

　泉の疑念を、風也はまさかと笑い飛ばそうとしたが、

「よく分かったね。その通り」

　ライカは平然と答えた。

「えええ!?　いや、無む茶ちやだろそれは!?」

「そ、そうよ！　今日は水着もきてないし！」

「いやそういう問題じゃないですよ、先輩!?」

「え!?……あ、準備運動？」

「それはボケなんですかそれとも現実逃避なんですか」

　重要な問題だと確認をとった風也に、千紘はきょとんとする。天然だったようだ。

「この高さから飛び降りたら、死んじゃうわよ、確実に」

　泉が崖の下を覗き込んで、顔を引きつらせた。

　守護結界が働くのは、あくまでも魔獣の攻こう撃げきにのみだ。ここからダイブしたとして、神様は責任を取ってくれないだろう。

「上手うまく海の方に落ちれば大丈夫じゃねえか!?」

　今にも試ためしそうな貫を千紘が止めた。

「上手く落ちなかったらそれこそ大問題よ、宗谷君！」

「それはそれ。あの。なんつうか。こう。なんとかすればいい！」

「……なるほど！」

「なぜ納得するんですかそこで！」

　さすがに冗じよう談だんだったらしく、風也が突っ込むと千紘はバツが悪そうに笑う。

「まーまー。誰が着の身着のままでしろって言ったよ。ちゃんと方法があるから。その為ための案内人だよ、ワタシは」

　ライカがくるりと回った。光の瞬きと共に、その姿が犬へと変わる。

「今から呼ぶから。ちょっと待ってね」

「……呼ぶ？」

　なにを、と風也が訊きくよりも早く。

　ライカは前足を出して、体を反らし、顔を上げた。次いで、

「――アォ―――ン―――ッッ！」

　高々と遠吠えをする。

　遥はるか彼方まで響ひびきそうなほどの大きさに、風也達は思わず耳を塞ふさいだ。

　そして、水平線の向こうに、鳴き声が消えてから、間もなく。

　急に、海面が大きく泡立ち始めた。

「え、え、なに!?　海底火山が噴火でもした!?」

　泉が動どう揺ようする。確かにそう言われてもおかしくはないほどの勢いだ。

「皆、落ち着いて！　これはきっとあれよ！　なんやかんやが、なんやかんやで、どうやこうやの、それやあれやよ！」

「先輩が一番落ち着いて下さい！　全くわかりませんから！」

　風也は自分の服にしがみついている千紘に叫さけんだ。

「よし。来たみたいだよ！」

　ライカが翼つばさをはためかせて浮うかぶ。その直後。

　突とつ如じよとして、海に広く、深い穴が空いた。

　いや、違ちがう。轟ごう音おんと共に飛び出してきたのだ。

　空を大きく隠かくすほどの、超巨きよ大だいな――。

　鯨くじらが。

「ええええええええええええええええ!?」

「なんじゃこりゃああああああああ!?」

「すごおおおおおおおおおおおおい！」

「うおおおおおおおおおおおおお！」

　驚愕する風也と泉に、目をこれでもかと輝かがやかせる千紘と貫。

「さあ、早く飛び乗って！　彼が海へ戻もどる前に！」

　指示をしてから飛行し、ライカは鯨の背に降りたった。

　風也達は顔を見合わせたが、戸と惑まどっている暇も、迷っている時間もないようだ。

「行きますよ、先輩！」

　風也は頷うなずく千紘と共に地を蹴けった。真下に落下し始めている鯨の背が見える。

「よっしゃあ！　やるぜ、イズミ！」

　貫達たちもまた続いた。

　幸いなことに、鯨の背は先程立っていた崖より何倍も広い。よって、無事に辿り着くことが出来たのだった。

「んじゃ、これから潜もぐるから！」

　が、事もなげに言い放ったライカに風也達は度胆を抜かれる。

「も、潜るって!?　このまま!?」

「やっぱり水着が無いと、濡れちゃうわよ!?」

「だから先輩、そういう問題じゃなくてですね！」

「いやあああああああああ！　降りるうううう！」

「もう降りてるぞ、イズミ！」

「これは落ちてるっていうのよおおおおお！」

　一人を除いた皆が混乱の渦か中ちゆうにある内にも、鯨は少しずつ海に近付いて行き――。

　やがて、完全にその身を沈しずめた。

　耳元が轟々と唸うなり、全身に冷たい感かん触しよくが伝う。

　ただ、それは一いつ瞬しゆんだった。

　すぐに風也は気付く。自分が平然としていられることに。

「……あれ？」

　服も濡れていなければ、息もできる。試しに腕うでを振ふってみたが、全く抵てい抗こうを感じず、海中に居るとは思えないほどスムーズに動いた。全てが地上と何ら変わらない状態である。

　それでも自分が海に潜っていることは確かで、辺りの景色は一変していた。

　見上げれば揺らぐ海面が見え、見下ろせばどこまでも続く青が広がっていた。

　周りには様々な種類の魚が泳ぎ、突如として現れた風也達を、心なしか物もの珍めずらしそうに眺ながめているように思える。

「はー。……浦島太郎の世界ね」

　千紘が見み惚とれたように零こぼした。風也も同意だった。

「ウラシマタロウ？　なにそれ」

　一同の先頭に座すわっていたライカが、尻尾しつぽを振りながら訊く。

「地球にある絵本よ。こんな風に海の中を案内されて、竜宮城って場所で歓迎を受けるの。あっちは鯨じゃなくて、亀だったけどね」

「ふうん。それでどうなるの？」

「最終的におじいさんになるわ」

「なんで!?　歓迎されてたのに!?」

「都合の良い話に騙されると酷ひどい目に遭うという、教訓よ」

「先輩。誤った解釈をまことしやかに教えないで下さい」

　一理あるような気がしないでもないが、と少しだけ納得しつつ風也は言った。

「っていうか、今これ、どういう状態なの？　なんであたし達、海の中なのに平気で居られるの？」

　泉の尤もつともな疑問にライカは端たん的てきに答える。

「神のご加護」

「……無敵ワード過ぎない？　それ」

　確かに。それなら仕方ないと、有う無むを言わさず納得させられてしまうほどだった。

「なあ、ライカ！　これからどこいくんだ!?」

　それまで水族館よろしく魚達を観察していた貫が、思い出したように尋ねる。

「そろそろだから、下を見てみなよ。くれぐれも、落ちないようにね」

　ライカの指示に風也達は恐おそる恐る、這うようにして移動し、鯨の体から真下を覗き込んだ。

「……これは」

　風也は息を呑む。幻想的な風景が広がっていた。

　全てが青に染まる中、砂地の上にあるのは、島だ。

　南国風の木々や、そこかしこに聳そびえる山々が、丸ごと海中に没ぼつしている。

「すごいな……沈没船っていうのは聞いたことがあるけど、島ごと沈んでるなんて」

「アトランティスやムーなんていう、海中に没した街や大陸の伝説が地球にもあるくらいだから、グリムヴェリアにあってもおかしくはないけど」

　呟きながら、それでも千紘は感かん嘆たんした様子を見せていた。

「失われた未踏とう破は島――それが、幻の島だよ」

　ライカが鯨の背を前足で押おす。間もなく、その体勢が傾き始めた。ゆっくりと、島に向かって降りて行く。

　徐々に近づいていくにつれ、風也は島の中央に何かが建っているのに気付いた。

「なにあれ。神殿みたいに見えるけど」

　泉も気付いたように指差す。彼女の言う通り、歴史の教科書などでよく見るような、神を奉たてまつる建物のようだった。

　やがて鯨は、島に軟着陸する。微かな地じ響ひびきと共に、動きが止まった。

「さて、降りようか。大丈夫。島にいる間は、鯨に乗ってる時と同じ状態を維持できるから」

　ライカは翼をはためかせ、鯨から離れる。風也達は、どうしたものかと視線を交かわし合ったが、行動しなければ何も始まらないのは明白だった。

「先行くぞ！」

　まず貫が飛び降りて、後に千紘が続く。風也は泉と同時に跳んだ。

　海中故にゆっくりとした動きになるかと思われたが、地上と同じ速度で島の土を踏む。不思議に思って、風也は近くに転がっていた石を投げてみた。

　するとある地点から急に速さが衰え、そのまま弧を描くように地面へと落ちていく。

　どうやら自分の周囲何メートルかだけが、神様の加護によって地上と同じ環境に保たれているらしい。

　確認したところで、視線を前へと向けると、すぐ目の前に巨大な建造物があった。

　かつて純白に染められていたであろうそれには、今や全体に海藻やフジツボがびっしりと生えており、見る影もなかった。

　滅び去った栄華を惜しむように未いまだ威容だけを失わない様は、逆に寂せき寞ばくとした想いをこちらに抱かせる。

　ライカが先導して、巨人が通るような門に前足をかけた。

　低く、腹に響くような鈍にぶい音が鳴る。それと共に、門は観音開きに、その内部をさらけ出していった。

　中に入ると、荘厳な空間が出迎える。ただ広いだけでなく、天てん井じようには薄らと何かの絵が描かれているのが見え、辺りには細さい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた太い柱が何本も立っていた。

と、そこで、風也は己の視界がはっきりとしているのに気付く。

　神殿内は、照明らしきものが見当たらないのにも関わらず、青白い光によって照らされていた。

「津守君、見て、これ。苔みたいなのが光を放ってる」

　壁かべをなぞった千紘が、指先を見せてくる。ほのかに輝きを放つ、もろもろした物質がくっついていた。

「本当だ。ここは海の中ですし、苔に似た生き物かもしれませんね」

「発光器みたいなのをもってるんじゃない？　地球にもそういうのがいるって、この前読んだ本に書いてあったわ」

　泉が自らの知識を披露する。

「物知りだな、イズミ！　さすが作家志望だ!!」

「知識を詰め込んでりゃ作家になれるなら、学者は全員デビューしてるわよ」

　貫から褒ほめられて皮肉的に返しながらも、泉はまんざらでもない顔をしていた。褒められて嬉うれしいことは嬉しいらしい。

「さて、目的の宝は奥おくにある。行こうか」

　ライカが歩き出したのに、風也達は続いた。

「なあ、ライカ。君が神様の遣いだっていうなら、訊いてみたいことがあったんだけど」

　風也が問いかけると、ライカは顔だけをこちらに向けてくる。

「この建物もそうだけど、今までもあちこちの島で、明らかに人工物らしきものがあったんだよな。それって、昔、グリムヴェリア人も中央島から出て生活してたってことか？」

「あ、それ、私も気になってたわ。そもそも、グリムヴェリアの人が資源が枯渇して尚、島から出ないということ自体が妙なのよね。昔は津守君が言うように行動的だったけど、今は何かの理由でそれを抑えるようになってしまったってこと？」

　千紘も丁度良いとばかりに乗ってくると、ライカは視線を上げた。

「あー。まあ、ワタシも詳くわしいことは知らないんだけどね」

　思い出すように唸った後で、口を開く。

「チヒロの言ってたことが当たってるかな。グリムヴェリアの住民は、かつて今のように戦いを好まない、穏やかな性質を持つ人達ばかりじゃなかったんだ。むしろ大半が好戦的で、お互いに島の所有権なんかを巡って、争い続けてた」

「へえ。想像できないわね」

　風也も泉の意見に同意だった。ニーナやバドのような人達を見ると、昔のこととは言え、とてもではないが信じられない。

「で、醜いやりとりがずっと続いて、神様はそのことを嘆いたんだ。それで、彼らから闘争心や欲望というものを奪い取ってしまったらしいんだね。でもそうすると、グリムヴェリアの人達は、戦いそのものを好まなくなってしまった。たとえ自分達が滅びようとも、魔獣だろうと人間だろうと、他の存在を傷つける行こう為いそのものを忌避するようになってしまったんだ」

「じゃあ、それで、彼らを助ける為に来訪者を？」

「そういうことだね。随分と昔のことだけど」

　なるほど、と風也は、深く納得した。これでこの世界に関して微かに抱いていた疑念は、ある程度、解消したことになる。

「それにしても、応用の利かない神様ねえ。世界を管理しているのに、ゼロかイチだなんて、不器用過ぎない？」

「はっはっは。耳が痛いなぁ」

　泉の指摘にライカは乾かわいた笑い声を立てて、また目の前に迫せまって来た扉に前足をかける。

「あ、ところで、言い忘れてたけどね」

　次いで彼女は扉がゆっくりと内側へと開いていくのに従って、何でもないことのように言った。

「ここ開いたら、速そつ攻こうで長おさが出てくるから」

「え!?」「は!?」「お!?」「ええ!?」

　四者四様の反応を示す中――扉が完全に開き切るか否かというタイミングで、何か巨大な物が向こう側から突っ込んできた。

　凄すさまじい衝撃をまともに喰くらい、風也達は強制的に後ろへと吹き飛とばされる。

　床ゆかを転がり、体勢を整えたところで、揃そろって突っ込んだ。

「ライカちゃん、そういうことは、早く言ってよ！」「前振りとかあったでしょーが!?」「守護結界がやべえぞ！」「プレイヤーに準備くらいさせてくれ！」

　それぞれからの文句を、ライカは一匹だけ飛んで避けながら笑い飛ばした。

「あっはっは。思ってもみない展開が、場面を盛り上げるんだよ」

「そういうの、自己満足っていうんだからな!?」

　焦りながら風也はステータス画面を確認した。貫が叫んでいた通り、守護結界のゲージが四分の一ほど減っている。一いち撃げきでこれだ。

「くそ、あんまり悠長に戦ってはいられないか……！」

　が、急いては事を仕損じるという。ここは冷静さを保つべきだと思い直し、まずは敵の姿を確認することにした。

　宝を守る長は、異様な姿をしている。

　一見すると、巨大な鮫さめだ。光沢のある肌はだに、小さく、しかし獰猛そうな目をし、尖った歯を幾いくつも生やしていた。

　その背にあるヒレはひと際大きく、日本刀を思わせるような鋭利さがある。

　また、口の先端部分からは長々と角が生えていた。螺ら旋せん状に刻まれた溝は、さながらドリルのようだ。

「――来るぞッ！」

　貫の掛け声に、風也は千紘と共に床を蹴って場から離れた。

　直後、目の前の床が豆腐のように容易く削れて、ゆっくりとした動きで瓦が礫れきを散らす。

　鮫が巨躯を高速で回転させながら、勢いのままに突進してきたのだ。

　体の動きに合わせて角も回転しており、床の破は壊かいに一役買っていた。

「なんて威い力りよくだ……！　さっきの比じゃないぞ！」

　風也は戦せん慄りつする。あれでは喰らった時点で守護結界は破壊されてしまうだろう。

「津守君、私、思ったんだけど！」

「なんですか、先せん輩ぱい!?　なにか良い作戦でも!?」

　真しん剣けんな顔をしている千紘に、風也が視線を向けると、

「鮫って――お刺身の方がいいのかしら、それとも煮つけた方がいいのかしら!?」

「いや食うつもりですか!?」

　その場で転びかけた。

「だって、魔獣って食べてもいいんでしょ!?　あ、でも、鮫ってアンモニア臭があるからきついとか聞いたことがあるけど！」

「新鮮ならそうでもないらしいわよ、チヒロさん！」

「おれ、田舎で食ったことある！　結構美味かったぞ！」

「ほほう！　それは興味深い情報ね！」

「全員、今そういう場合じゃないことは大体分かるよな!?」

　なにを呑のん気きなことをと思ったが、そこで千紘が余よ裕ゆうを見せるように微ほほ笑えんだ。

「確かに強敵だけどね、津守君。このメンバーよ。私、負ける気がしないわ」

「その通り！　ぱぱっとやっつけて、宝を持って帰りましょ！」

「おうよ！　やろうぜ、カザヤ！」

　泉も貫も、自分達の勝利を欠片かけらも疑っていないというように、胸を張っていた。

「…………はは」

　その、仲間達の頼たよりがいのある姿を前に、風也はつい笑い声を漏もらしてしまう。

「そうだな。何度も潜り抜ぬけて来た場面だ。今回も何とかなるか！」

　風也は手を翳かざした。意識を集中する。光の粒りゆう子しが集まり、一本の剣けんの形をとった。

「――やるぞ。夏休みの思い出を、後こう悔かいでは終わらせない！」

　魔ま剣けんを握った風也に、全員が頷き、それぞれの御み業わざを繰くり出だす。

「そんじゃ一発目、行くかああああ！」

　貫が跳とび上あがった。拳を振り上げて、巨大鮫に叩たたきつける。

　光が瞬いた。と同時に、横腹部分が爆ばく裂れつする。

「よっしゃ、どんなもんだ!?」

　ダメージが通ったことを確信して、貫が言った。

　――しかし、巨大鮫の体には傷一つついていない。

「硬かたい……!?」

　いや、それだけではなかった。直後、鮫の体から同じ閃せん光こうが放たれて――貫の守護結界にダメージを与あたえる。

　衝撃に床を転がりながら、どうにか起き上がった貫は咳せき込んだ。

「おいおい、まじかよ！　こいつ、攻撃を跳ね返してくるぞ!?」

「御業を反射する魔獣!?　相変わらず長は無む茶ちや苦く茶ちやね！――だったら、物理で止めてやる！」

　泉が走り出し、巨大鮫の真下に滑すべり込んだ。手で床に触ふれて行き、相手を通り過ぎたところで指を鳴らす。

　石畳が生き物のように蠢うごめき出した。同時に盛り上がり、巨大な両手のように変化すると、巨大鮫を左右から握り締める。

　直後、泉は足元の床に手をついて、再び甲高く指を弾いた。石材が揺ゆらぎ、天井に届かんばかりのゴーレムを生み出す。

　巨人が、動きを止められた巨大鮫の頭蓋に、拳を振り下おろした。海中故ゆえに遅延した動きではあったが、それでも確実に獲え物ものを仕留め――。

　砕かれる。

　巨大鮫の頭が、ではない。ゴーレムの拳、いや、腕の半分が相手の歯によって、食い千切られたのだ。

「はあああああ!?　そんなのあり!?」

　泉が絶ぜつ叫きようした。更に巨大鮫は身をよじりながら強ごう引いんに束縛を振り切きって抜け出すと、高速で回転した。そのままヒレで追ってきた石の両手を砕くと、突っ込んで、ゴーレムすらも木端微塵にしてしまう。

　次いで瞳が妖しげに光り、今度は標的を泉に定めると、海中を駆かけ抜けた。

「うわ、うわうわうわうわ！　こっちくんな、こっちくんなー！」

　慌あわてて下がろうとする泉の元に、千紘と風也は向かおうとしたが、

「イズミ！」

　それより早く貫が飛び出ると、泉の前に出て拳を振るう。

　が、御業は通じずそのまま返されて、貫は衝撃に押されて壁に叩きつけられた。

「トオル！　ちょっと、トオル!?」

　顔をしかめる貫に泉が走り寄って、様子を確かめる。

「……大丈夫だ！　なんともない！」

　すぐに満面の笑えみを浮かべた貫に、泉は一瞬だが、泣きそうな表情を作った。

　しかし、すぐに俯うつむいて、彼の胸を叩く。

「だからあんたはムカつくのよ。いっつも、平気そうに笑ってばっかで……！　たまには、不安そうな顔の一つも見せてくれないと、心配してるこっちが、バカみたいでしょうが！」

　その背に、高速回転する巨大鮫が迫った。

「へえ、恋れん愛あいっていうのは、そういうやりとりもあるんだね」

　が、相手は辿り着く前に上から叩き伏せられる。その身を尋常ならざる規模にまで成長させたライカが、全身の体重をかけて抑え込んだのだ。

「素す直なおじゃない子には、素直じゃない感情の表現方法がある。いやぁ、勉強になるなあ」

「だ、誰だれが恋愛してるっていうのよ……というか、ライカ、でっか!?　なにそれ!?」

「うおおお！　かっけえ！　怪獣みたいだ！」

　そういえば泉も貫もライカのこの姿を見るのは初めてだったなと、風也は場ば違ちがいにも呑気に考えた。

「とりあえずワタシも協力はするけどね！」

　巨大鮫がライカを跳ね除けて、海中を躍るのに、彼かの女じよは強きよう烈れつな体当たりを喰らわせる。多大な威力に翻ほん弄ろうされて、相手は壁に衝突するが、大した傷は与えられていないようだった。

「これといって絶対的な攻撃方法があるわけじゃないんだ。後はキミ達たちで何とかしてもらわないと」

「ライカちゃん、神様の遣いなんでしょ、裏技的なものはないの!?　こうしたら簡単に倒たおせるとか、そういうの！」

　千紘が無理を要求する。

「ウラワザってなに？　なんか便利そうな響きだけど、多分無いよ。それにあったとしても教えない。ワタシはあくまでも、案内人だからね」

「道筋は自らで見つけてこそ価値があるってことか。いいな、面おも白しろい……！」

　風也は魔剣を構えた。高こう揚ようする気持ちのままに口の端を上げる。

「ならばこの難攻不落の居城を、切り開いてみせる。オレ達の持つ、神の力で！」

「……どうしよう。カザヤが変だ」

「いつものことだから大丈夫よ」

　背後でライカと千紘が囁ささやき合っているが、聞こえない振りをした。

（下手に御業を使っても力をそのまま返される。だったら攻撃は無意味ってことになるけど――そんな理不尽な仕様があるか？）

　魔獣、それも長は今までも理不尽なほどに強い能力をもっていた。

　しかし、だからと言って、無敵というわけではない。

　まるでゲームのボスであるかのように、必ず対策法が存在していた。

　だからこそ、この世界は面白く、心が滾たぎるのだ。

（外側からは攻撃が通じない。……そうか、だったら！）

　風也はあることを思いつき、実行しようとした。

　だがその直前、巨大鮫が仕掛けてくる。超常的な威力を誇る角によってこちらを貫かんと、迫って来た。

　――刹せつ那な、自分と敵の間で爆裂が起こる。千紘の放った矢が、巨大鮫の目の前にある床を砕いたのだ。直接的なダメージは無いものの、閃光が瞬き、相手は視界を遮られて一瞬動きを止めた。

　その隙すきに風也は床に手をついて転がった。無事に範はん囲い外まで逃のがれたところで、先さき程ほどまで自分の居た場所を、巨大鮫の角が深々と抉る。

「津守君、平気!?」

「ええ、問題ありません。ありがとうございます、先輩！」

　答えながら、風也は両手を前に突き出した。

「行けるはずだ……！　我わが手に現れよ、罪過を劫ごう火かで薙なぎ払はらう意志、灼しやく熱ねつ王おうッ！」

　前方で粒子が集結し、一本の剣が顕けん現げんする。その刃はには、海中であるにも関わらず、煌々とした炎ほのおが宿っていた。予想通り、自分の周囲何メートルかが地上と変わらない状態になるというのは、御業にも適用されるものらしい。

「同時励れい起き。全すべてを断たち切る天の武器、蒼そう穹きゆう王おう！」

　更に出現した大剣を左に握ると、風也は腰こしを捻った。

　巨大鮫が再度、こちらに向けて牙きばを剥き、距離を詰めてくる。が、今回の場合は好都合だった。

　ぎりぎりまで引きつけ、巨大鮫がこちらを呑みこまんとするその寸前。

「――【裂れつ紅こう衝しよう破は】！」

　風也は二本の剣を全力で投とう擲てきする。巨大鮫の喉奥へと得物が吸い込まれていった直後。

　強力な爆ばく撃げきが、相手の体内で炸裂した。

　巨大鮫が身を悶えさせながら、壁へとぶつかる。振しん動どうが建物を大きく揺るがせた。

「外が無理なら内側からか！　常じよう套とう手段ね！」

　泉が力強く拳を握る。風也は頷いて動向を見守った。

　しかし――残念ながら巨大鮫を討とう伐ばつすることは叶わない。相手は幾らかダメージを受けてはいるものの、未だ健在だった。

「くそ、これだけじゃ足りないか……！」

　しかし魔剣の二刀流には回数制限がある。次で仕留められればいいが、その保証がない以上、無む駄だ撃ちは出来なかった。

（どうする。なにか他に方法が……）

　考えている間にも、巨大鮫は他には目もくれず、まっすぐこちらを見据えて来た。パーティの中で風也が一番厄やつ介かいだと判断したのだろう。

「こら！　津守君ばっかり狙ねらうんじゃないの！　こっち向きなさい、こっち！」

　そこで、千紘が弓を構えた。

　その姿を見て――風也の脳のう裏りにある閃ひらめきが走った。

「……そうだ。先輩！　先輩、確か、少し前に新しいスキルを覚えましたよね!?」

「え!?　ええ、そうね。……あ、そうか！」

　さすがというべきか、千紘はこちらの言いたいことを瞬しゆん時じに悟さとってくれたようだ。

「二人でやるのね!?」

「そういうことです！　やってみて下さい！」

　千紘が最近得た技――敵の内側に矢を仕込み、内部から爆裂させるもの――とこちらの魔剣を組み合わせれば、倒すことが可能かもしれなかった。

「うん！　やってみせる！」

　弦を引ひき絞しぼると、小さな矢が現れた。

　そのまま解き放つと、光の矢尻は、吸い込まれるように巨大鮫の中へと消えた。ただ、反射されることはない。目論見は成功したようだった。

「よし、そのまま連続してやってください。さすがに一発じゃ効き目が弱いはずです！」

「オーケー！　ばしばしやってやるわよ――ッ！」

　千紘は次々と矢を打ち放っていった。幾つもの軌跡が海中を走り、巨大鮫へと向かって行く。が、相手もさすが長と呼ばれるほどあって、そう簡単にこちらの作戦にはかかってくれなかった。

　巧みな動きで泳いでは、次々とかわしていく。

「ああああ！　もう！　動かないでってば！　じっとしてて！　すぐだから！　痛くないからー！」

　千紘が子供に注射をするような言い方をするが、もちろん、相手が耳を貸すわけもない。

「このままじゃダメか……なら、試しに、これでどうだ！」

　風也は手を翳して、新たに魔剣を召喚した。

「我が手に現れよ、嵐あらし巻き起こす死の刃、風かぜ斬きり王おう！」

　すかさず、もう一方の手も突き出す。

「同時励起！　全てを我が物とする覇者の武器、英凱王！」

　刃を交差させ、次の瞬しゆん間かん、振り払った。

「巻き起これ、呼び寄せ、駆逐しろ！――【竜りゆう獄ごく抹まつ翔しよう】！」

　巨大鮫の近くにある空間が、広く派手に歪む。

　かと思えば――逆転し、凄まじい水流を引き起こした。

　生み出された巨大な渦が、途方もなく激しい動きを見せる。

　周囲の瓦礫が引き寄せられ、次々と渦へと吸い込まれていった。それらを呑みこんで尚、勢いは少しも止まらず、寧むしろ尚更に苛烈さを増す。

　すると巨大鮫も、少しずつではあるが、渦に向かって進み始めた。

　いや、正確に言えば進まされ始めたのだ。直接的に体へ攻撃を加えているわけではないので、跳ね返せないのだろう。

　凄まじい吸引力に抗いきれず、見る見るうちにその身の自由を奪われていく。

　それでもどうにか完全に取り込まれていないのは、さすが長というべきか。

　ただ、それこそが、風也の狙いだった。

「先輩、今です！　あいつは動けません！」

「おお！　さすが津守君！――いっけええええ！」

　千紘の指が弦を引く。彼女は矢を次々と呼び出しては、目にも留まらぬ速度で放っていった。全てが正確に巨大鮫の体に突き刺さり、そのまま消えて行く。

「後はお願いするわよ、津守君！」

「ええ、任せて下さい！」

　風也が千紘に答えた時、巨大鮫が動きを見せた。

　渦が掻かき消え、自由の身となった相手が、こちらに目を向ける。心なしかその小さな瞳には、憎悪の感情が宿っているように思えた。

　刹那、突如として赤い口腔が開かれた。その喉奥から、何かが凄まじい勢いで放たれる。

　無数の、小さな魚が、群れを成してこちらに牙を剥むいた。

「うわっ!?　なんだこれ!?」

　全てが巨大鮫と同じ姿をしている。大きさとしてはたいしたことはないものの、これだけの数で攻められてはどうしようもない。

　風也は急いで魔剣を呼び出そうとしたが、それよりも早く、魚群を蹴散らすものがあった。

「邪じや魔まするんじゃ――ないわよっ！」

　ゴーレムの肩かたに乗った泉が、その巨大な拳こぶしで魚達を散らしていく。

「カザヤ！　こっちはおれ達がやるから、お前は本体をやれ！」

　貫もまた、御業によって小さな敵を次々と爆破していった。

「そうよ！　津守君の格好いいところ、見せてくれなくちゃ！」

　無数の矢が魚を貫いては消滅させていく。千紘がこちらを見て、魅み力りよく的てきな笑みを浮かべていた。ライカも同様に巨きよ体たいを活いかして、こちらを援護してくれている。

　風也は頼りがいのある仲間達に向かって口元を緩ゆるめながら、身構える。

　深呼吸を――一つ。

「カザヤ、来るぞ！」「やっちゃいなさい、カザヤ！」「いけー！　カザヤー！」

　仲間達が呼びかけてくる中で、ただ一人。

「津守君――トドメを刺して!!」

　千紘の声が、ひと際はっきりと、真まっ直すぐに届いた。

　巨大鮫が高速回転し、鋭利な角を向けてくる。

　だがあくまでも冷静に。風也は呟つぶやいた。

「灼熱王……同時励起、蒼穹王」

　新たに呼び出した魔剣を二本、両手で力強く握にぎって、地を駆ける。

「醜悪な存在に、凄絶にて苛烈なる断罪を！　爆ぜろ――【裂れつ紅こう衝しよう破は】！」

　巨大鮫に肉薄。同時に、渾こん身しんの膂りよ力りよくで、投擲した。

　魔剣が巨大鮫の口内へと吸い込まれ、消えて行く。

　刹那の静寂。

　そして――。




　広い室内全てを支配せんばかりの爆発が、巻き起こった。




「いやぁ、すごかったな、あの最後のは！　こっちまで巻き込まれるかと思ったもんな！」

　ライカによって新たに開かれた扉とびらを潜ったところで、貫が興奮したように語った。

「チヒロさんとカザヤ、二人の御業が合わさった結果ってやつね。まさに愛の結晶！　燃えてくるわ！」

　泉まで両手を固く握って、感じ入っている。

「愛の結晶はともかく……いや、なんとか無事に倒せて良かったよ」

　千紘の御業が無ければ、どうなっていたか分からない。風也は安あん堵どの息をついた。

「おかげで全員、二レベルも上がったしね！　いやー、イベントさまさまってやつよね！」

　嬉しくてたまらないというように、千紘が諸手を上げる。

「結局、チヒロさんやカザヤにいいとこ取られたってのが、残念と言えばそうだけどね」

　泉は不満そうに口を尖とがらせた。

「なに言ってんだ。先輩もそうだけど、宗谷や琴蕗だってオレが最後の攻こう撃げきをする前に、あいつの攻撃を防いでくれただろ。それに二人が能力を導き出してくれたから、オレも対策を立てられたんだ。もしオレや先輩が何も知らずに挑いどんでいって、反撃で強制帰き還かんを喰らうなんてことになってたら、そもそも長は倒せなかったかもしれないぞ」

「……まあ、そうね。今回、チヒロさんの御業がなければ、勝てなかったかもしれないし」

「そうだぜ、イズミ！　全員で手に入れた勝利だ！」

　貫は誇らしげに胸を叩いた。

「後おれは、イズミが普ふ段だんあんま見せてくれない面を見れたから、大満足だぞ!!」

「早く忘れなさいよ、それは！」

　泉が顔を真っ赤にして蹴けってくるのを、貫は呵か々か大笑して受け止めつつ、

「ところで、ライカ！　報ほう酬しゆうってどこにあるんだ!?」

　そう尋たずねた。すると、それまで黙だまって前を進んでいたライカが止まる。

「ん。ここだよ」

　こちらを振り向むいたライカの後ろには、巨きよ大だいな石で出来た箱がある。古びた遺跡にあって、不自然なほど華美に装飾された物だった。恐らくこのイベントの為ためにグリムヴェリア神が用意したのだろう。

「おお、これか！　なにが入ってるんだ!?」

「換金して大金が手に入ったら、皆で豪遊するのも悪くないわねえ」

　貫と泉が近寄って、蓋に手をかけた。が、

「おっとその前に。キミ達へ伝えておかなければならないことがある」

　ライカの声に二人は手を止めて、怪け訝げんそうに彼女の方を見る。

「と言っても別にここまで来て報酬を渡わたさないとか、そういうことじゃない」

　犬の姿のまま、生やした尻尾しつぽを一度だけ振ふって。

　ライカがごく普ふ通つうの態度で、些さ細さいなことを口にするかのように告げる。

「ワタシは――ここで皆とお別れだよ」

　場がひどく静まり返った。あまりに突とつ然ぜん過ぎて、全員、意味を理解するのに時間がかかっているのだろう。少なくとも風也はそうだった。

「……どういうことなの？　ライカちゃん」

　ようやく、皆の気持ちを代表するようにして、千紘が尋ねる。

「どういうこともなにも。そのままの意味だよ。ワタシはこの部屋まで君達を案内する役目をもって、地上に降りたった。それが終わった今、存在している意味はないということだね」

「で、でも、お別れって……街に帰るとか、そういうことよね？」

「ううん、違ちがうよ、イズミ。ワタシは神の遣つかいだ。創造主の関係者が、いつまでも人の前に居てはいけない」

　ライカの体が眩まばゆい光に包まれた。彼女は少女の姿をとる。

「神様の元に帰るんだよ。つまりは、天だ」

　小さな指先で、ライカが、上を指差した。

「そんな……せっかく仲良くなれたのに……」

　千紘は悲しそうに目を伏せる。風也も同じ気持ちだった。

　だが、同時に、薄々分かっていたことでもある。

　ライカがイベントの為に神から遣わされたのであれば、そのイベントが終わるのと同時に居なくなるのは、何もおかしいことではない、と。

　それでも考えないようにしていたのは、彼女がもう、自分達の仲間であるように感じていたからだろう。これからも色々と冒ぼう険けんできるのだと、そう都合の良いように思っていた。

「もう会えないのか？　ライカ」

　貫が、彼かれにしては珍しく、神しん妙みような面持ちをしていた。

「うん。残念ながらね。……でも、初めから覚かく悟ごしてたことだから。寂しいけど、嫌いやなわけじゃないよ」

　ライカはこれまでと変わらない、明るい笑え顔がおのままで告げてくる。

「キミ達と出逢えて、良かったよ。とっても楽しかった」

　手を振ると、ライカの周りを蛍火のような淡い輝かがやきが舞う。

　同時に、彼女の姿は少しずつ、薄れ始めた。
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「イズミ、トオル、チヒロ、カザヤ」

　一人一人の名を、噛み締めるように呼んで。

「それぞれが、それぞれの自由を噛み締めて……地球もグリムヴェリアも、思う存分に、世界を楽しんでね」

　笑顔のまま、手を振って――ライカは、消えた。

　後に残された面々の間に、重い静寂が降りる。

　先程まで、当たり前のように――昨日と同じように話していた者が、急にいなくなる。

　それは寂寞とした想おもいを抱くというよりも、実感の湧かぬことではあった。

　どうかすれば物もの陰かげから顔を出し、「なんてね。おどろいた？」とからかうような顔を見せてくるのではないかと、そんなことすら思ってしまう。

　だがいつまで経たっても、ライカは戻もどってくる気配すらしなかった。

「――よし！」

　と。そこで不意に、千紘が甲かん高だかい音を鳴らした。手を強く叩いたのだ。

「いつまでも辛気臭い雰ふん囲い気きでいちゃダメね！　ライカちゃんは楽しかったって言ってるんだから、それでいいじゃない。なにも死んでしまったわけじゃない。ずっと上で、見守ってくれているんだから。気分を変えましょう！」

　その言葉は、荒涼としていた風也の心に、温かく染み込んできた。

　そうだ。その通りだ。そう、無理をすることもなく、自然に思えるほどに。

「オレも先輩に賛成です。こうやってぐずぐずしてたら、それこそライカに何やってるんだよって言われそうな気がしますし」

　風也が頷うなずくと、貫も泉もようやく笑った。

「確かにそうだな！　よっしゃ、報酬を手に入れることにしようぜ！」

「ええ！　それで今日は、宴会よ。参加できないライカが悔しがるくらい、盛り上がりに盛り上がるんだから！」

　四人は箱の蓋を一いつ緒しよに開く。中には普段からは考えられないほどの資材や骨こつ董とう品、鉱石などが入っている。虫籠に入れて持ち帰れば、かなりの金額になることだろう。

「帰りましょう。無事にイベントクリアよ。――夏休みの、良い思い出になったわ！」

　千紘が手を挙げた。

　すると、誰も何も打ち合わせしていないというのに――。

　風也達は、全員で、ハイタッチしたのだった。







最終章　異世界でも、地球でも







　幻まぼろしの島の攻こう略りやくを終えてから、しばらく経って。

　八月三十一日、夏休み最後の日――風かざ也やは自室でベッドに転がり、天てん井じようを眺ながめていた。

　ぼうっとしていたわけではない。ただ一つの考えが、頭をリフレインしていたのだ。

　――それぞれが、それぞれの自由を噛み締めて

　ライカの言葉が蘇る。

　そう。全てが終わった今、問題が一つだけ残っていた。

　千ち紘ひろの気持ち。自分の想い。

　その解決になるのは。

「……うん」

　風也は体を起こした。今、考えが纏まったわけではない。

　寧ろそちらの方はとうの昔に固まっていた。

　肝かん心じんだったのは、重要だったのは、その上でどう行動するかだ。

　しかし、それも今、決まった。

　ベッドから降りて、伸びをする。エアコンの電源を切ってから、自室の扉を開けた。

「よし――行くか」

　待ち合わせの時間が迫っている。急がなければならない。

　風也は家を出ると、刺すような太陽の日差しを浴びながら、歩き始めた。

　炎天下の中を、汗あせを掻きつつ進み、駅前まで辿り着く。

　そこには、ある人物がいた。

「すみません、先輩、待ちましたか？」

　こちらを振り向いた女性――御み子こ戸と千紘は首を横に振る。

「ううん。私も来たところだから。……ねえ、場所を変えてもいい？」

「ええ、もちろん。ここは人目につきますから」

　風也は千紘と共に、移動した。

「わざわざ呼び出してしまって、ごめんね」

「いいですよ。どうせ暇でしたし」

　少し前、千紘とグリムヴェリアで簡単な冒険をした後、彼女から地球で会えないかと打診されたのだ。そして、指定されたのが、この日だった。

　風也達は駅舎を大回りすると、裏側まで来てから、路地に入る。

　元々それほど賑わう通りではないが、平日とあってか、人の影かげは全くなかった。

「ここでいいですか、先輩」

「そうね。よさそう」

　千紘が緊きん張ちようを解いて、相貌を和らげた。

「しかし、いつまで経っても暑いわね。このままじゃ、十二月になったらもっと気温が上がるんじゃないかしら！」

「…………」

「上がるんじゃないかしら!?」

　ちらちらとこちらを見てくる。対応に困ったので無かったことにしようと思ったが、そうもいかなかったようだ。

「先輩。そんな往年の漫才みたいなネタ振られても、関西出身でもないのに、なんでやねんとしか言えないですよ」

「ええ!?　往年の漫才みたいなネタだったのこれ!?」

「知らなかったんですか!?」

「渾身のボケを思いついたと思って滅め茶ちや苦く茶ちや嬉うれしかったのに……」

　ひどく肩を落としている様子の千紘に、風也はつい、口元を緩めてしまった。

「今度、一緒にお笑い番組でも観ましょうか」

「そうね。日々これ勉強よね。一流の芸人になる為に……」

「先輩は別に芸人でもないですが」

「人生とは芸を営むがごとしよ」

「格言っぽいけど意味が全く分からないです」

　冷静に突っ込むと、千紘はむくれたように口を尖らせる。

　が――しばらくすると、お互たがいに堪らなくなったように吹ふき出して、笑い合った。

「……もう津つ守がみ君とのこういうやりとりも、慣れたものね」

「ええ。散々やってきましたから」

　風也は未だ微笑みながら、告げる。

「それで……お話って、なんでしょう？」

　不思議だった。この後の展開を半ば予想しているというのに、まるで動どう揺ようする気がしない。それどころか、今まで生きてきて、これほど落ち着いていたことはなかった。

「うん。その……あのね」

　一方、千紘は躊躇ためらうように、言葉を切る。耳にかかった髪かみを指先で掻き上げて、小さく払った。

「なんていうか。……実はライカちゃんにね、彼女と別れる前に伝えられたのと、同じことを言われたの。キミ達は本来、自由なんだよって」

「……はい」

「だけど人間は色々なことが原因で、自分を縛しばり付けて、そのせいで相手のことだって勝手に決めつけてしまってるって」

「そうかも、しれませんね」

「うん。でね。ライカちゃんが神様のところに帰らなきゃいけないって言った時、その、本当の意味が分かったの。彼女は神様の遣いであることから、どうしても抜け出せなかった。そういう、逃れられない運命、決まり事みたいなものがあった」

　千紘は伏ふせていた目を、ゆっくりと上げていく。その綺麗な瞳には、やはり、こちらの姿が鮮やかなまでに映っていた。

「でも、私は違う。御子戸の家に生まれたことは、確かに重い枷かせのようなものだった。だから今までは、ただどうしようもないことなんだって思い込んで、何も出来ないんだって、信じ込んでいた。……けど、私がその気になれば、痛くたって、無理やり引きずってだって、行きたいところに行けるのよね」

　風也は千紘の独白を、ただ聞き続ける。彼女の想いをすべて受け止める為に。

「ただ……それを誰かに押おし付けるのは、また別の問題で。傍に居てくれるだけならいい。近くに居てくれるだけならいい。でも、一緒に歩いて欲ほしいだなんて口にしたら、その時、その人だって鎖に縛られてしまうから。動けなくなって、私と同じ苦しみを味わって、嫌になってしまうだろうから」

　千紘は再び俯いて、唇を噛かみ締しめた。痛みよりも辛いことを、耐たえ忍ぶように。

「ただ……ライカちゃんはこうも言ったわ。どうするかは、相手が決めることだって」

　一歩、近付く。

「それは、そうよね。私が勝手に決めてしまうことは、その人の自由を奪うことでもあるんだから。だから、私、悩んだ。沢たく山さん、悩んだのよ。本当に、いいのかって」

　一歩、一歩、少しずつ、ゆっくりと。

「でも、やっぱり、我が慢まんできなくて……だったら、相手に委ねようと思って」

　それでも、確かな道筋を、辿って――。

「津守君、私、私ね。君のことが、その、ずっと……」

　風也は、千紘を、強く抱きしめた。

「……津守君!?」

「好きです、先せん輩ぱい。ずっと前から」

　驚おどろく彼女の耳元に、小さく、しかし、はっきりと伝える。

「グリムヴェリアを堪たん能のうしている先輩が。笑っている先輩が。はしゃいでいる先輩が。素直な先輩が。学校じゃ絶対に見られない先輩の全部が、大好きです」

「……あ……」

「先輩と一緒の道を、歩かせて下さい。辛くても苦しくてもいい。何が待ち受けてたって構わない。グリムヴェリアでも地球でも、関係ない」

　千紘の温もりを感じながら、風也は己おのれの心の全てを伝えた。

「先輩がいつか、誰の前だって、自分のままでいられるその時まで。――オレが、支えますから」

　わずかな震ふるえを感じる。それは時を置かない内に、少しずつ大きくなっていった。

「……ずるい」

　しばらくして、声にすら、乱れが生じて。

「ずるいわよ……津守君」

　いつものように凛とした雰囲気など、どこにもなくて。

「私が、どれだけ覚悟してここに来たと思ってるの？」

　まるで幼い少女のように、千紘は嗚お咽えつを上げ始めた。

「なんで先に言っちゃうのよ。私、君の先輩なのに。これじゃ、立場なんてないじゃない」

「……すみません」

　風也は苦く笑しようして、体を離す。千紘の目元から止め処どなく流れる涙なみだを、指先で拭った。

「でも、こんな時くらい、格好つけさせて下さいよ」

「バカ！」

　千紘はこちらの肩に顔を預けて、か細く告げてくる。

「いつだって、どんな時だって、津守君は格好いいわよ。私の、憧れよ……！」

「……ありがとうございます」

　千紘の髪を撫でて、風也は微ほほ笑えんだ。あれほど眩しくて大きかったはずの彼女の存在が、今は自分と何ら変わりなく見えた。

「本当にいいのね？　きっと、すっごく、すっごく、すっっっごく、大変なことが沢山あるわよ？」

「なんとかなりますよ。いえ、なんとかしてみせます」

「父と会える？　恐こわいわよ？」

「頑張ってみます」

「私ですら、圧倒されて口答えすら出来ないんだからね？」

「………。……まあ。あの。大だい丈じよう夫ぶじゃないですかね……？」

「なんかいきなり自信なくなったけど？」

　千紘が顔を上げて、疑いの眼差しを向けてくる。

「い、いえ！　大丈夫です！　きっと！　多分！　恐おそらくは！」

「加速度的に可能性が低くなっていってるわよ！」

　こちらの体に軽く拳を当てると、千紘はまだ少し泣いている状態で、それでも笑った。

「いいわ。頼たよりにしてるわよ。――カザヤ君」

「あ……は、はい、先輩！」

　突然に名を呼ばれて驚いたが、すぐに風也も顔を綻ほころばせた。が、

「ダメ。チヒロって呼んで」

　そう要求されて、途と端たんに戸惑う。

「ええ!?　いや、いきなりそんなこと言われても、先輩は先輩ですし」

「学校じゃそうかもしれないけど、その……こうなったわけだし。それにグリムヴェリアでは、そっちの方が先輩なんだから。ほら、チヒロ。ちーひーろ！」

「ち……」
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「ち？」

「ちひ……」

「ちひ……!?」

「……チヒロ先輩」

　それが限界だった。別に問題ないと分かっていても、やはり照れるものは照れる。

「もう。あれだけびしっと決めたのに！」

「すみません……善処しますから」

「その敬語もいいわよ。『わりぃな、チヒロ、善処してやるからよ！』、これでいって！」

「キャラごと違ってきてますし!?」

　風也が慌あわてると、千紘はくすくすと笑って、こちらに背を向けた。

「しょうがないわね。これからに期待しましょう。じゃ、グリムヴェリアに行くわよ！」

「え？　いきなりですか？　なぜ？」

「理由なんてないわ！　あの世界はどこよりも楽しい場所だから。行くのに理由なんて要いらないのよ！」

　堂々と言い放って、こちらに顔を向ける千紘は、もういつも通りで。

　誰だれよりも魅力的な相棒で、友達で。

「さあ、冒険よ、カザヤ君！」

　そして――大切な、恋こい人びとだった。

「……分かりましたよ、チヒロ先輩」

　風也は転移石を握り締めた。

　今日も明日も明後日も。十年後、二十年後の未来だって。

　自分達は、自由気ままに異世界と地球を行き来するだろう。

　それが、風也と千紘――。

　二人だけの、秘密なのだから。




「カザヤ君、魔獣はそっち行ったわよ、そっち！」

「え!?　あ、本当だ。くく、いいだろう。オレの剣けんの餌食となるがいい……って、ああ、チヒロ先輩、そっちにもいますよ!?」

「うわあ!?　わ、私の御み業わざを喰くらいなさいッ！」

　今日も今日とて、グリムヴェリアは賑やかだった。

「トオル！　だから、なんであんたは、あたしと一緒の島に来てるのよ!?」

「はっはっは！　偶ぐう然ぜんだ！　しかしこれは、運命の赤いうどんってやつか!?」

「赤いうどんってなによ！　糸でしょ！　いや糸でも結ばれてないけど！」

　来訪者達は、島々で活躍を繰り広げている。

「ねえ、お父さん。今日はカザヤさん、来るかなあ」

「さてな。しかしニーナ、カザヤはチヒロと随ずい分ぶんと仲が良くなったな。あの二人は案外ともう……」

「あー！　聞こえない！　あーあー！　何も聞こえないー！」

　彼らのおかげでグリムヴェリアの人々は、今日も平和に生きることが出来ていた。

「……一時はどうなることかと思ったけど、上手うまく回ってるようで何よりだね」

　少女は一人、どこでもない空間で、その様子を眺めている。

「毎回、異世界の人間を選別するのも面めん倒どうだけど。まあ、ワタシが始めたことだから仕方がないか。このままお互いに助け合ってくれると、また元の争いばかりの世界に戻さなくても良さそうだね」

　頭の後ろで手を組んで、寝転びながら、欠伸あくびを漏らす。

「それにしても、カザヤ達、上手くいったみたいで良かった」

　まだ波乱はあるかもしれないが、あの二人であれば、乗り越えていけるだろう。

「自分が生み出だしておいてなんだけど、やっぱり人間ってのは面おも白しろいものだね。グリムヴェリアでも、地球でも」

　弱くもあり、強くもあり。愚かでもあり、賢くもある。

　一人ではどうしようもないことでさえ、二人居ればどうにか出来ると信じられてしまう。

「また気が向いたら、地上に降りてみようか。難しくし過ぎて誰も到とう達たつできなかったら困るから、特別に何人かだけヒントをある程度は簡単にして、今度は違う姿で……ライカって名前も変えた方がいいかな」

　他の来訪者でもいいし、カザヤ達に再び会うというのもいい。

　いずれにしろ、面白いことになりそうだった。

「……っと。そろそろ新しい人を呼んでこようかな」

　少女は、立ち上がると服の裾を払い、身なりを整える。

　グリムヴェリアの人々が平和を愛する代わりに欲を失って、随分と時が経った。

　よって、彼らの代わりに未知へと挑み、戦いの末にあらゆるものを手に入れる存在――来訪者が必要となる。

　その為、少女は初めて出会った彼らにこう告げるのだ。

「やぁ、我こそは神！」

　出来るだけ威厳たっぷりに、それでいて、警けい戒かい心を抱かせないように親しさを滲ませて。

「君に頼たのみたいことがあるんだ。聞いてくれるかな？」

　相手がイエスと答えてくれることを――祈りながら。

ｆｉｎ







あとがき







　何かの事情で本当の自分を出せない女の子が、二人きりになった時だけ素直になる。

そういうのって……良いなぁ。

　という、この話を思いついたきっかけは、そんなことからだったのですが。

　異世界と地球で様々な経験を重ねた風也と千紘は無事、互いの関係に、彼らなりの結論を出すことが出来ました。

「異世界クエストは放課後に！」の三巻は、如何だったでしょうか？　楽しんで頂けたのであれば幸いです。

　お久しぶりです、空埜一樹でした。今回あとがきが一ページなので手短に。

　この本に関係する全ての方々、読者の皆様へ、心よりの感謝を申し上げます。

　また、お会いしましょう。




七月　空埜一樹　ＢＧＭ『迷路』

ブログ　『空ノページ』　http://sorano009.hatenablog.com/
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